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はじめに 

 独立行政法人国立女性教育会館は、我が国唯一の女性教育のナショナルセンターと

して、女性教育指導者その他の女性教育関係者に対する研修、女性教育に関する専門

的な調査及び研究等を行うことにより、女性教育の振興を図り、もって男女共同参画

社会の形成の促進に資することを目的としています。 

 平成２７年度は第３期中期目標期間の最終年度として、この期間のスローガンであ

った「研修」「調査研究」「情報」「国際連携」「教育・学習支援」の５つの有機的

な連携に改めて思いを致すとともに、新たな第４期中期計画を視野に入れ、それを先

取りする意味を込め、調査研究事業において新たな取組を始めました。 

 まず、「男女共同参画の教育・学習支援に関する調査研究」として、放送大学と連

携し、オンラインコンテンツ教材を作成しました。また、平成２７年に民間企業の正

規職に就いた男女を５年間追跡調査するパネル調査を開始し、第１回調査結果の内容

を『平成２７年度男女の初期キャリア形成と活躍促進に関する調査報告書』としてと

りまとめました。 

 このたび、これらの事業の成果をまとめ、『平成２７年度国立女性教育会館主催事

業等実施報告書』を作成しました。調査研究事業等の報告書と併せ、皆様に活用いた

だければ幸いです。 

平成２８年１２月 

独立行政法人国立女性教育会館 

理事長 内海 房子 





基幹的な指導者の
資質・能力向上

調査研究とその成果や
資料・情報の提供

利用者への
男女共同参画に

関する理解の促進

国内関係機関・団体等
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平成 27 年度国立女性教育会館作成資料 

＜出版物＞ 

※『出版物』はホームページの「出版物・作成資料」（http://www.nwec.jp/jp/publish/）からダウンロードできます。 

平成 27 年度 NWEC 国際シンポジウム 資料集 
【テーマ：「ジェンダー平等と女性の経済的エンパワーメント」】平成２８年２月１２日に実施した

「NWEC 国際シンポジウム」の報告資料集です。 

2015 NWEC リーダーセミナーリポート 
平成２７年９月～１０月に実施した国際研修「アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リー

ダーセミナー」参加者の研修成果をまとめたレポート『女性の起業と経済的エンパワーメント』を刊

行しました（平成２８年３月刊行）。

地域における女性の活躍推進実践ガイドブック 

―地方公共団体や男女共同参画センターの新たな連携と役割

平成２７年度「女性関連施設に関する調査研究」の報告書です。このガイドブックは、地方公共団体

や男女共同参画センター等が、喫緊の政策課題である「女性の活躍推進」に取り組む上で必要とされ

る多様な分野との新たな連携について、その意義や方法等を、実践事例とともに示したものです（平

成２８年３月刊行）。

男女の初期キャリア形成と活躍促進に関する調査 報告書 

平成２７年に民間企業の正規職についた男女を５年間追跡するパネル調査の第一回調査結果について、

男女別に集計し、入社１年目の男女キャリア意識を比較したものです（平成２８年３月刊行）。

NWEC 実践研究 
第６号ではテーマとして「女性のエンパワーメント」を取り上げました（平成２７年３月刊行）。
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１ 地域における男女共同参画推進リーダー研修〈女性関連施設・地方自治体・団体〉

 

１ 趣  旨   地域における男女共同参画の推進を図るため、女性関連施設の管理職、地方自治体の男女共同参画

推進責任者、団体等のリーダーを対象とした学習の場を提供する。男女共同参画推進リーダーとして

必要な知見、マネジメント能力、ネットワーク構築力を向上させるための高度で実践的な研修を実施

する。 
        

２ 主  題  「一人ひとりの女性が活躍する社会を目指して」 

 

３ 特  徴  ・男女共同参画の視点をもち、実態把握・課題分析を行い、実践に結びつける。 

・男女共同参画の中核となるリーダーの関係力・連携力の向上を図る。 

・実践事例を重視し、課題解決につなげる。 

・研修の成果を地域に持ち帰って実践し、振り返り、さらなる事業や活動へ生かす。 

 

４ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
 

５ 共  催  ＮＰＯ法人全国女性会館協議会（女性関連施設管理職コースにおける共催） 

 

６ 会  場  ＮＷＥＣ 
         
７ 期  日  平成２７年５月２０日（水）～５月２２日（金） ２泊３日 

 

８ 対  象 （１）女性関連施設管理職コース 

公私立女性会館・女性センター、男女共同参画センター等、男女共同参画社会の形成に向けた

拠点としての施設の管理職 

（２）地方自治体職員コース 

都道府県・市区町村の男女共同参画推進責任者 

（３）団体リーダーコース 

地域で男女共同参画を推進する団体等のリーダー 

 

９ 参 加 者  女性関連施設管理職コース   ５９名 

        地方自治体職員コース     ５３名 

        団体リーダーコース      ２９名 

 

１０ 都道府県別参加者数                                     （名） 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 

北海道 ４ 埼玉県 ９ 岐阜県 １ 鳥取県 １ 佐賀県 １

青森県 １ 千葉県 ５ 静岡県 ４ 島根県 １ 長崎県 ２

岩手県 １ 東京都 ２０ 愛知県 ５ 岡山県 １ 熊本県 ９

宮城県 ５ 神奈川県 ４ 三重県 ２ 広島県 ４ 大分県 １

秋田県 １ 山梨県 １ 滋賀県 １ 山口県 ５ 宮崎県 １

山形県 １ 新潟県 ５ 京都府 １ 徳島県 － 鹿児島県 －

福島県 ２ 長野県 ４ 大阪府 ６ 香川県 １ 沖縄県 １

茨城県 ３ 富山県 １ 兵庫県 ３ 愛媛県 １ 無回答他 －

栃木県 ５ 石川県 ２ 奈良県 － 高知県 ２ 合 計 １４１

群馬県 ３ 福井県 ３ 和歌山県 １ 福岡県 ６  

 

１１ プログラムデザイン  

 別紙添付 

 

 

 

 

  

１２ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

５月２０日 

11:00～11:50 

プレ講義「男女共同参画推進の

基礎知識」（希望者のみ参加）

主に初任者を対象として、日

本における男女共同参画推進

の歴史的背景など基礎知識を

学ぶ。 

講師： 

石崎 裕子（跡見学園女子大学

観光コミュニティ学部准教授）

男女共同参画の基本的知識に

ついて、歴史や最新データ等を交

えて分かりやすく説明すること

で、以後の各講義に対する理解を

深めることができた。 

13:10～13:30 （１）開会 

①主催者あいさつ 

 

②共催者あいさつ 

③プログラムの趣旨説明 

 

①内海 房子（ＮＷＥＣ理事

長） 

②桜井 陽子（ＮＰＯ法人全国

女性会館協議会理事長） 

③中光 理惠（ＮＷＥＣ事業課

専門職員） 

 

13:30～15:00 （２）講演「一人ひとりの女性

が活躍する社会を目指して」 

国の「女性活躍の推進」の現

状と今後の方向性を知り、男女

共同参画を推進するための方

策について理解を深める。 

講師： 

樋口 美雄（慶應義塾大学商学

部教授） 

法律・意識・経済の面から、男

女共同参画の視点での推移を確

認しつつ、最新の統計データを用

いて、長時間労働の是正やワーク

ライフバランス、女性の活躍の取

組が不可欠であるとの知見を得た。

15:20～16:40 （３）報告「男女共同参画社会

に向けた今日の政策課題」 

男女共同参画や女性活躍の

促進に向けた施策についての

説明と今後の方向性について

理解を深める。 

 

報告者： 

市川  浩（内閣府男女共同参

画局推進課上席政策調査員） 

藤江 陽子（文部科学省生涯学

習政策局男女共同参画学習課

長） 

河村のり子（厚生労働省雇用均

等・児童家庭局雇用均等政策課

課長補佐） 

関  万里（経済産業省経済産

業政策局経済社会政策室係長）

内閣府より｢女性の活躍促進｣

に関する施策の全体像と具体策

について、文部科学省より男女共

同参画の視点に立った早期から

のキャリア教育や学び直し支援

について、厚生労働省より少子化

と労働力の関係、男性の家事分

担、長時間労働の是正に向けての

意識改革について、経済産業省よ

り女性の活躍推進が企業の業績

に大きく影響することを「ダイバ

ーシティ経営企業１００選」「な

でしこ銘柄」の紹介を交えて説明

があった。参加者は自組織に戻っ

て活用できる具体的な国の施策

の最新情報を得た。 
16:50～17:30 （４）報告「第５９回ＣＳＷ（国

連婦人の地位委員会）参加報

告」      

平成２７年３月にニューヨ

ークの国連本部で開催された、

第５９回ＣＳＷでの議論や採

択文書について報告する。 

報告者： 

越智 方美（ＮＷＥＣ研究国際

室専門職員） 

渡辺 美穂（ＮＷＥＣ研究国際

室研究員） 

引間 紀江（ＮＷＥＣ事業課専

門職員） 

ＣＳＷの概要、北京会議から 

２０年という節目の年として記

念すべき今回のステートメント

や政治宣言、サイドイベントにつ

いての解説と報告により、国際的

な動向について最新情報を得る

ことができた。 

19:30～20:30 (５) 情報交換会 

（希望者のみ参加） 

全国からの参加者と交流し、

今後の活動に役立てる。 

 参加者同士の情報交換や悩み

の共有の場となり、２日目以降の

グループワークに向けての情報

交換の機会となった。 
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長） 

②桜井 陽子（ＮＰＯ法人全国

女性会館協議会理事長） 

③中光 理惠（ＮＷＥＣ事業課

専門職員） 

 

13:30～15:00 （２）講演「一人ひとりの女性

が活躍する社会を目指して」 

国の「女性活躍の推進」の現

状と今後の方向性を知り、男女

共同参画を推進するための方

策について理解を深める。 

講師： 

樋口 美雄（慶應義塾大学商学

部教授） 

法律・意識・経済の面から、男

女共同参画の視点での推移を確

認しつつ、最新の統計データを用

いて、長時間労働の是正やワーク

ライフバランス、女性の活躍の取

組が不可欠であるとの知見を得た。

15:20～16:40 （３）報告「男女共同参画社会

に向けた今日の政策課題」 

男女共同参画や女性活躍の

促進に向けた施策についての

説明と今後の方向性について

理解を深める。 

 

報告者： 

市川  浩（内閣府男女共同参

画局推進課上席政策調査員） 

藤江 陽子（文部科学省生涯学

習政策局男女共同参画学習課

長） 

河村のり子（厚生労働省雇用均

等・児童家庭局雇用均等政策課

課長補佐） 

関  万里（経済産業省経済産

業政策局経済社会政策室係長）

内閣府より｢女性の活躍促進｣

に関する施策の全体像と具体策

について、文部科学省より男女共

同参画の視点に立った早期から

のキャリア教育や学び直し支援

について、厚生労働省より少子化

と労働力の関係、男性の家事分

担、長時間労働の是正に向けての

意識改革について、経済産業省よ

り女性の活躍推進が企業の業績

に大きく影響することを「ダイバ

ーシティ経営企業１００選」「な

でしこ銘柄」の紹介を交えて説明

があった。参加者は自組織に戻っ

て活用できる具体的な国の施策

の最新情報を得た。 
16:50～17:30 （４）報告「第５９回ＣＳＷ（国

連婦人の地位委員会）参加報

告」      

平成２７年３月にニューヨ

ークの国連本部で開催された、

第５９回ＣＳＷでの議論や採

択文書について報告する。 

報告者： 

越智 方美（ＮＷＥＣ研究国際

室専門職員） 

渡辺 美穂（ＮＷＥＣ研究国際

室研究員） 

引間 紀江（ＮＷＥＣ事業課専

門職員） 

ＣＳＷの概要、北京会議から 

２０年という節目の年として記

念すべき今回のステートメント

や政治宣言、サイドイベントにつ

いての解説と報告により、国際的

な動向について最新情報を得る

ことができた。 

19:30～20:30 (５) 情報交換会 

（希望者のみ参加） 

全国からの参加者と交流し、

今後の活動に役立てる。 

 参加者同士の情報交換や悩み

の共有の場となり、２日目以降の

グループワークに向けての情報

交換の機会となった。 
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５月２１日 

9:00～9:35 

（６）情報提供「ＮＷＥＣの事

業展開について」 

ＮＷＥＣの情報機能や活用

法、平成２７年度の研修事業計

画についての情報を提供する。

森  未知（ＮＷＥＣ情報課専

門職員） 

櫻田今日子（ＮＷＥＣ事業課長）

ＮＷＥＣの研修事業計画や、女

性教育情報センターの概要、 

Ｗinet（ウィネット）等を紹介し、

参加者が職場に戻っても活用で

きる資料検索の方法について情

報を得た。 

9:45～11:00 （７）調査報告「女性たちの貧

困～取材現場から見えた実態」

｢女性活躍｣の一方で存在す

る「女性たちの貧困」について、

実際の取材を通して見えてき

た背景や現状、解決に向けての

課題を共有する。 

講 師： 

宮崎 亮希（ＮＨＫ報道局社会

番組部ディレクター） 

村石多佳子（ＮＨＫ報道局遊軍

プロジェクト記者） 

社会的な問題となってきてい

る女性の貧困について、番組制作

にかかわった講師により、取材を

通して見えてきた問題とその背

景についての課題を共有した。 

11:15～12:15 （８）討議「課題把握のための

ディスカッション」  

地域で女性の活躍を推進す

るための取組について、それぞ

れの立場から課題を把握し、明

確化・共有化を図る。 

報告者： 

納米恵美子（公益財団法人横浜

市男女共同参画推進協会事業

本部長） 

櫻田今日子 

藤岡喜美子（ＮＰＯ法人市民フ

ォーラム２１・ＮＰＯセンター

事務局長 ） 

コーディネーター： 

西山恵美子（ＮＷＥＣ事業課客

員研究員） 

女性関連施設管理職コースでは、

女性活躍促進と困難な状況にあ

る女性の支援、自治体、団体への

アプローチの課題が示された。企

業や他団体との連携、多様な資源

を引きつけるための魅力的なビ

ジョンを考えること等が提案さ

れた。   

地方自治体職員コースでは、女

性センターや団体との連携、庁内

の他部署との積極的な連携・協働

の必要性、自治体が全体のコーデ

ィネーター的役割を担うことや

戦略的に動くこと等が提言された。

コーディネーターのまとめに 

より、参加者はコース別ワークシ

ョップに向けての課題整理の機

会となった。 

13:30～16:30 （９）コース別ワークショップ

Ⅰ「男女共同参画の視点に立っ

た女性活躍推進の課題に迫る」

事例報告に基づいてコースご

とにグループワーク等を行い、

女性の活躍推進における課題を

把握し、方策を探る。 

 

<女性関連施設管理職コース> 

テーマ「女性の活躍推進と男性

の働き方・暮らし方改革」 

女性の活躍推進について、女

性の就業支援と男性の働き方

・暮らし方改革の両面からアプ

ローチし、事例報告を踏まえて

情報と問題意識を共有し、今後

の事業展開への方向性を探る。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告者： 

岡本 峰子（札幌市男女共同参

画センター長） 

小山内世喜子（青森県男女共同

参画センター・青森県子ども家

庭支援センター館長） 

ファシリテーター： 

仁科あゆ美（一般財団法人大阪

府男女共同参画推進財団理事

兼統括ディレクター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告者からの話題提供を受け、

自施設で実施している事業や課題

について個別ワークシートにまと

めた後、小グループにより模造紙

と付せんを用いてその課題を整理・

共有した。参加者にとっては個別

または全体の課題を具体的かつ多面

的に捉える機会となったととも

に、それぞれ参加者同士の取組に

ついての意見交換の場ともなった。

＜地方自治体職員コース＞ 

テーマ「女性の活躍推進と施策

の戦略的取組」 

学校教育への具体的な働き

かけやＤＶ対策基本計画の策

定を紹介し、庁内や外部との連

携の方法を含め、女性活躍の推

進について考える。 

 

 

 

＜団体リーダーコース＞ 

テーマ「今困難な状況にある女

性の支援と女性のエンパワー

メント」 

生活困難を抱える女性への

支援、企業や行政と協働した地

域でのネットワーク構築に取

り組む事例報告から、課題を把

握し女性活躍の推進について

考える。 

 

報告者： 

日髙 照子（かごしま県民交流

センター男女共同参画推進課

長） 

秋山 恵子（宇都宮市男女共同

参画課長） 

ファシリテーター： 

真邉 和美（元岡山市男女共同

参画社会推進センター企画調

整監） 

 

報告者： 

藤木美奈子（一般社団法人ＷＡ

ＮＡ関西代表理事） 

岡本 光子（ＮＰＯ法人シーズ

ネットワーク理事長） 

ファシリテーター： 

野依 智子（福岡女子大学女性

キャリア支援センター長） 

 

事例報告を受け、それぞれの地

域課題とともに各自治体共通の

課題について認識することがで

きた。小グループでは事例報告を

基に、都道府県、市町村など近い

立場でのグループ分けとしたこ

とで、より深い悩みや意見を聞く

ことができ、参加者同士の情報交

換の促進にもつながった。 

 

 

自分の組織・活動を振り返り、

現在抱えている課題についてグ

ループで共有した。その後の事例

報告により、自組織の課題と共通

する気づきを得ることができた。

また、小グループでは事例報告を

基に、意識啓発、地域への参画、

女性のキャリア形成、ＤＶ、ワー

クライフバランスなどの課題ご

とに分かれて、実践につながる活

動案が話し合われた。 

16:45～17:30 （１０）情報提供 

「女性センターの活用法」 

説明： 

西本 祥子（北九州市立男女共

同参画センター所長） 

木須八重子（公益財団法人せん

だい男女共同参画財団理事長）

行政と女性センター双方のト

ップとしての経験を生かした女

性センターの活用法についての

情報を得た。 

19:30～21:00 （１１） 自由交流  

（希望者のみ参加）       

参加者がテーマごとに有志

で集い、情報交換や交流を行

う。 

 テーブルごとにテーマを決め、

自由に参加し、意見や情報を交換

した。各コースを交えた交流の場

にもなった。 

５月２２日 

9:00～11:30 

（１２）コース別ワークショッ

プⅡ「男女共同参画の視点で課

題を解決する事業を検討する」

男女共同参画の視点で課題

を解決する事業のあり方につ

いて、コース別に検討しヒント

を得る。 

 

＜女性関連施設管理職コース＞

テーマ「働き方の二極化と困難

な状況にある女性への支援」 

ワークショップⅠで話し合

われた方向性をもとに、具体的

な事業構築につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告者： 

佐藤加代子（秋田県中央男女共

同参画センター長） 

ファシリテーター： 

田端八重子（もりおか女性セン

ター長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前日に整理された課題を生か

し、グループごとに事業案を作成

した。参加者は男女共同参画の視

点からの就業支援や女性支援事

業について体験的に理解を深め、

業務に活用できるヒントを得る

ことができた。 
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＜地方自治体職員コース＞ 

テーマ「女性の活躍推進と施策

の戦略的取組」 

学校教育への具体的な働き

かけやＤＶ対策基本計画の策

定を紹介し、庁内や外部との連

携の方法を含め、女性活躍の推

進について考える。 

 

 

 

＜団体リーダーコース＞ 

テーマ「今困難な状況にある女

性の支援と女性のエンパワー

メント」 

生活困難を抱える女性への

支援、企業や行政と協働した地

域でのネットワーク構築に取

り組む事例報告から、課題を把

握し女性活躍の推進について

考える。 

 

報告者： 

日髙 照子（かごしま県民交流

センター男女共同参画推進課

長） 

秋山 恵子（宇都宮市男女共同

参画課長） 

ファシリテーター： 

真邉 和美（元岡山市男女共同

参画社会推進センター企画調

整監） 

 

報告者： 

藤木美奈子（一般社団法人ＷＡ

ＮＡ関西代表理事） 

岡本 光子（ＮＰＯ法人シーズ

ネットワーク理事長） 

ファシリテーター： 

野依 智子（福岡女子大学女性

キャリア支援センター長） 

 

事例報告を受け、それぞれの地

域課題とともに各自治体共通の

課題について認識することがで

きた。小グループでは事例報告を

基に、都道府県、市町村など近い

立場でのグループ分けとしたこ

とで、より深い悩みや意見を聞く

ことができ、参加者同士の情報交

換の促進にもつながった。 

 

 

自分の組織・活動を振り返り、

現在抱えている課題についてグ

ループで共有した。その後の事例

報告により、自組織の課題と共通

する気づきを得ることができた。

また、小グループでは事例報告を

基に、意識啓発、地域への参画、

女性のキャリア形成、ＤＶ、ワー

クライフバランスなどの課題ご

とに分かれて、実践につながる活

動案が話し合われた。 

16:45～17:30 （１０）情報提供 

「女性センターの活用法」 

説明： 

西本 祥子（北九州市立男女共

同参画センター所長） 

木須八重子（公益財団法人せん

だい男女共同参画財団理事長）

行政と女性センター双方のト

ップとしての経験を生かした女

性センターの活用法についての

情報を得た。 

19:30～21:00 （１１） 自由交流  

（希望者のみ参加）       

参加者がテーマごとに有志

で集い、情報交換や交流を行

う。 

 テーブルごとにテーマを決め、

自由に参加し、意見や情報を交換

した。各コースを交えた交流の場

にもなった。 

５月２２日 

9:00～11:30 

（１２）コース別ワークショッ

プⅡ「男女共同参画の視点で課

題を解決する事業を検討する」

男女共同参画の視点で課題

を解決する事業のあり方につ

いて、コース別に検討しヒント

を得る。 

 

＜女性関連施設管理職コース＞

テーマ「働き方の二極化と困難

な状況にある女性への支援」 

ワークショップⅠで話し合

われた方向性をもとに、具体的

な事業構築につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告者： 

佐藤加代子（秋田県中央男女共

同参画センター長） 

ファシリテーター： 

田端八重子（もりおか女性セン

ター長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前日に整理された課題を生か

し、グループごとに事業案を作成

した。参加者は男女共同参画の視

点からの就業支援や女性支援事

業について体験的に理解を深め、

業務に活用できるヒントを得る

ことができた。 

 



12

＜地方自治体職員コース＞ 

 テーマ「他組織との協働と実

効性の高い取組」 

ワークショップⅠで話し合

われた方向性をもとに、具体的

な事業構築につなげる。 

 

 

＜団体リーダーコース＞ 

テーマ「他組織との協働と実効

性の高い取組」 

ワークショップⅠで話し合

われた方向性をもとに、具体的

な事業構築につなげる。 

 

ファシリテーター： 

真邉 和美 

 

 

 

 

 

 

ファシリテーター： 

野依 智子 

 

 

前日のグループワークから出

された課題について、具体的な事

業案づくりに向けての作業を行

い、対象へのアプローチなどにつ

いて話し合いを進め、参加者同士

それぞれの課題に引きつけ議論

を深めることができた。 

 

前日のグループワークから出

された課題について、解決方法を

探ることができた。また今後の実

践について意見交換することで、

今後の具体的な行動について議

論を深めることができた。 

11:45～12:35 （１３）全体会「課題の共有、

連携・協働のために」         

各コース別ワークショップ

で話し合われた報告を基に、男

女共同参画を推進するため、連

携・協働の視点から討議を行

う。 

 

報告者： 

仁科あゆ美 

真邉 和美 

野依 智子 

コーディネーター： 

西山恵美子 

 

コース別ワークショップでの

討議内容について、各コースの

ファシリテーター及び参加者か

ら報告と発表があった。全体で

共有することにより、他のコー

スの様子を知ることができた。

課題と今後の対応に対する共

通認識をもつ一助となり、男女

共同参画について理解が深まっ

たと同時に、課題解決への具体

的な取組の実行に向けて気運が

高まった。 

12:35～12:40 （１４）閉会・アンケート記入   

 

１３ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

   ・共催者であるＮＰＯ法人全国女性会館協議会と協働でプログラムを企画し、ＮＷＥＣと全国女性会館協議会双

方の人的ネットワークを活用し、女性関連施設のニーズや先進事例を収集し、企画に役立てた。 

   ・「女性活躍推進」について、国の施策と個別の事例、理念と実践、行政と民間など、様々な切り口から多面的

にとらえられるようにした。 

   ・男女共同参画の初心者向けとして、男女共同参画の歴史と基礎知識を学ぶ「プレ講義」をプログラム開始前に

オプションとして行い、研修の導入とした。 

   ・全体に共通で必要な知識や情報は「講義」と「情報提供」により提供した。「コース別ワークショップ」では

３コースに分かれ、それぞれの所属や立場に沿った課題についてワークショップ形式で実践的に学んだ。「課

題把握」と「全体会」では、三者の立場の違いと共通課題を踏まえ、連携・協働関係を意識できるようにする

など、３日間の流れとねらいに沿って、どのような手法が効果的であるかを想定してプログラムを構成した。 

  

１４ プログラム全体で得られた知見 

（１） 男女共同参画推進の基礎知識の理解・課題把握をし、地域ニーズに即した課題の解決のための組織の在り方、 

連携方法等につながるヒント等を得ることができた。 

   （２） 講演では、樋口氏から「女性活躍」を推進するためには、女性の就業継続が必要であり、男性の長時間労働

の是正や家事分担、男女とものワークライフバランスが不可欠であるとの提言があった。また、「女性活躍」

の一方で問題化している「女性の貧困」等、女性の抱える困難についてもＮＨＫからの報告やワークショップ

のテーマとしても取り上げ、女性の置かれた光と影の両面にアプローチした。 
（３） ＮＨＫ取材班による「女性たちの貧困」をテーマにした映像を交えた報告は、満足度も非常に高かった。 

１５ プログラムの成果 

（１） 参加者の全体の満足度     ９７.０％（非常に満足４４.３％、満足５２.７％） 

（２） 参加者のプログラムの有用度  ９８.５％（非常に有用６２.１％、有用３６.４％） 

 

１６ 今後の課題及び展望 

・国の最新施策の報告では、例年実施している内閣府、文部科学省、厚生労働省に経済産業省も加えて連携を進 

め、参加者からも好評であった。今後はさらに多様な省庁から施策説明を求めたい。 

・参加者の地域バランスについて、関東地区以外の参加が昨年度は１１．１ポイント増となり、本年度はさらに

５．１ポイント増え、全国からより幅広い参加を得た。奈良県と徳島県はここ数年参加者がいないので、地方

自治体への広報を強化したい。 

・地方自治体職員コースの参加者は初任者が多く、業務に必要な男女共同参画の視点や基礎的知識について年度

当初に学ぶことができた。また担当者同士のネットワークづくりになる等、研修成果のさらなる活用にもつな

がるため、時期は適当であると考える。このコースでの参加者が増加傾向にあり、定員を増やすなど対策を考

えたい。 

・女性関連施設、地方自治体、女性団体・グループを地域における男女共同参画を推進する主体と位置づけ、そ

の基幹的リーダーが一堂に会し、研修の場をもつことの意義は非常に大きい。しかし、近年はＮＰＯ法人など

が女性関連施設の指定管理者となり、今まで参加していた団体リーダーコースから女性関連施設管理職コース

に参加するコースを変更するなど、各コースの主体の参加がクロスオーバーしている様子も見受けられ、特に

ＮＰＯ法人などからの参加者の減少が見られる。今後は、団体リーダーコースの広報について見直しを加える

等工夫したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講演「一人ひとりの女性が活躍する社会を目指して」     調査報告「女性たちの貧困」       

 

 

 

 

コース別ワークショップ                全体会 
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２ 女性関連施設相談員研修

 

１ 趣  旨   女性関連施設の相談員を対象に、女性のエンパワーメント支援と女性に対する暴力や貧困などの喫

緊の課題解決を目指して、相談者への理解の深化や必要な知識・技能習得、関係機関との連携促進を

図る。複雑・多様化する女性の悩みに適切に対応できる相談員の育成と業務の質の向上に向けた専門

的・実践的研修とする。 
 

２ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
 

３ 会  場  ＮＷＥＣ 
         
４ 期  日  平成２７年６月１０日（水）～６月１２日（金） ２泊３日 

 

５ 対  象  公私立の女性会館・女性センター、男女共同参画センター等の女性関連施設において、女性の悩みに

関する相談業務に携わっている相談員 

 

６ 参 加 者  ９７名 

 

７ 都道府県別参加者数                                      （名） 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 

北海道 １ 埼玉県 ５ 岐阜県 ３ 鳥取県 ３ 佐賀県 １

青森県 １ 千葉県 ７ 静岡県 ８ 島根県 １ 長崎県 ４

岩手県 ２ 東京都 ６ 愛知県 ２ 岡山県 １ 熊本県 １

宮城県 １ 神奈川県 － 三重県 － 広島県 １ 大分県 １

秋田県 １ 山梨県 １ 滋賀県 － 山口県 ３ 宮崎県 ５

山形県 １ 新潟県 ３ 京都府 － 徳島県 ２ 鹿児島県 －

福島県 ４ 長野県 ６ 大阪府 ２ 香川県 － 沖縄県 １

茨城県 １ 富山県 － 兵庫県 １ 愛媛県 １ 無回答他 －

栃木県 ４ 石川県 １ 奈良県 － 高知県 １ 合 計 ９７

群馬県 ５ 福井県 ２ 和歌山県 － 福岡県 ３  

 

８ プログラムデザイン  

別紙添付 

 

９ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

６月１０日 

13:15～13:30 

（１）開会 

①主催者あいさつ 

 

②プログラム説明 

 

①内海 房子（ＮＷＥＣ

理事長） 

②佐伯加寿美（ＮＷＥＣ

事業課専門職員） 

 

13:30～15:00 （２）講義「男女共同参画の視点に

立った女性相談とは」 

女性関連施設における相談業務

について、女性が抱える課題と女性

のエンパワーメントの視点から学

ぶ。 

講師：須藤八千代（愛知

県立大学名誉教授、大阪

市立大学人権問題センタ

ー特別研究員） 

男女共同参画の視点から「相

談」の意味と意義の重要性につい

て、あらためて理解を深めた。相

談者のエネルギーになる相談の

ためには組織的な対応が必要で

あること、また、男性相談への需

要も高まっていることも指摘さ



15

２ 女性関連施設相談員研修

 

１ 趣  旨   女性関連施設の相談員を対象に、女性のエンパワーメント支援と女性に対する暴力や貧困などの喫

緊の課題解決を目指して、相談者への理解の深化や必要な知識・技能習得、関係機関との連携促進を

図る。複雑・多様化する女性の悩みに適切に対応できる相談員の育成と業務の質の向上に向けた専門

的・実践的研修とする。 
 

２ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
 

３ 会  場  ＮＷＥＣ 
         
４ 期  日  平成２７年６月１０日（水）～６月１２日（金） ２泊３日 

 

５ 対  象  公私立の女性会館・女性センター、男女共同参画センター等の女性関連施設において、女性の悩みに

関する相談業務に携わっている相談員 

 

６ 参 加 者  ９７名 

 

７ 都道府県別参加者数                                      （名） 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 

北海道 １ 埼玉県 ５ 岐阜県 ３ 鳥取県 ３ 佐賀県 １

青森県 １ 千葉県 ７ 静岡県 ８ 島根県 １ 長崎県 ４

岩手県 ２ 東京都 ６ 愛知県 ２ 岡山県 １ 熊本県 １

宮城県 １ 神奈川県 － 三重県 － 広島県 １ 大分県 １

秋田県 １ 山梨県 １ 滋賀県 － 山口県 ３ 宮崎県 ５

山形県 １ 新潟県 ３ 京都府 － 徳島県 ２ 鹿児島県 －

福島県 ４ 長野県 ６ 大阪府 ２ 香川県 － 沖縄県 １

茨城県 １ 富山県 － 兵庫県 １ 愛媛県 １ 無回答他 －

栃木県 ４ 石川県 １ 奈良県 － 高知県 １ 合 計 ９７

群馬県 ５ 福井県 ２ 和歌山県 － 福岡県 ３  

 

８ プログラムデザイン  

別紙添付 

 

９ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

６月１０日 

13:15～13:30 

（１）開会 

①主催者あいさつ 

 

②プログラム説明 

 

①内海 房子（ＮＷＥＣ

理事長） 

②佐伯加寿美（ＮＷＥＣ

事業課専門職員） 

 

13:30～15:00 （２）講義「男女共同参画の視点に

立った女性相談とは」 

女性関連施設における相談業務

について、女性が抱える課題と女性

のエンパワーメントの視点から学

ぶ。 

講師：須藤八千代（愛知

県立大学名誉教授、大阪

市立大学人権問題センタ

ー特別研究員） 

男女共同参画の視点から「相

談」の意味と意義の重要性につい

て、あらためて理解を深めた。相

談者のエネルギーになる相談の

ためには組織的な対応が必要で

あること、また、男性相談への需

要も高まっていることも指摘さ
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れ、今後の課題として共有した。

15:15～17:15 （３）講義「女性相談の実態と支援

に関する法知識」 

実際によくある相談事例などを交

えながら、関連機関との連携方法や

法的措置など、相談員として知って

おくべき法知識を学ぶ。 

講師：白石美奈子（とら

すと法律事務所弁護士、

横浜弁護士会犯罪被害者

支援委員会委員長） 

様々な事例から相談者に寄り

添った対応の仕方について学ん

だ。また、実際の書式を使いなが

ら調停での進め方等について具

体的、かつ実践的な解説があり、

相談員としての知見を広めるの

に役立った。 

 （４）オプションプログラム「情報

交換会」（希望者のみ） 

 相談員相互のネットワークづ

くりや抱える問題の共有等に役

立った。 

６月１１日 

9:00～9:30 

（５）情報提供「相談事業に役立つ

国立女性教育会館の情報機能」 

女性情報ポータルＷinet（ウィネ

ット）と女性教育情報センターの紹

介を通じ、相談事業に役立つ情報の

活用について情報提供する。 

森  未知（ＮＷＥＣ情

報課専門職員） 

Ｗinetの活用方法では実際の

画面操作を見ながら説明を受け、

書籍、雑誌、統計データ、専門家

情報など相談業務に役立つ多岐

にわたる情報収集の方法につい

てヒントを得た。 

9:45～11:45 （６）講義「女性と貧困」 

現代の複雑な社会構造の背景を

学び、女性や子どもを取り巻く貧困

について理解を深め、支援の仕方を

探る。 

講師：川原 恵子（東洋

大学社会学部講師） 

日本社会が、過度に「家族」に

頼っている文化的、社会的制度が

日本で貧困が進んでいる原因で

あるとの知見を得、「助けて」と

言える社会をつくるための支援

や方策の必要性を学んだ。 

13:00～14:30 （７）講義「子どもへのＤＶと母親

支援」 

児童虐待や母親へのＤＶを目撃

した子どもの心のケア、母親への援

助や支援等を考える。また諸機関と

の連携についても学ぶ。 

講師：春原 由紀（武蔵
野大学名誉教授） 

ＤＶを受けた子どものケアに

ついて学ぶとともに、ＤＶの起き

る背景についての理解を深めた。

またＤＶ被害に「パイの分割はな

い（被害者に責任はない）」との

話に、被害者支援の実態と方策に

ついてその課題と対応を学んだ。

14:45～17:15 （８）分科会１ 

「当事者の課題別ケース検討」 

課題を抱える当事者に対して実

際にどのように支援をしていった

らよいのか、課題別コースに分かれ

て、講義とワークショップで学ぶ。

 

Ａ：「人間関係に関する相談者への

支援」 

夫婦、子ども等の家族の問題や職

場や男女間、近隣等に関する相談か

ら見えてくる女性が抱える背景や

課題を考える。また人との関係性を

巡る問題をどうとらえ、女性への支

援につなげるかについて学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師：景山ゆみ子（前名

古屋市男女平等参画推進

センター相談担当主幹）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談の多くは夫婦や親子、仕事

関係等の人間関係に集約される

ことから、関係性に潜む背景や課

題について学んだ。次に、小グル

ープに分かれ、参加型で実際の相

談例から支援方法の知見を広げ

た。 

 

 

 

 

 
Ｂ：「ＤＶ・性暴力の社会的構造と

心理的背景」 

配偶者等からの暴力被害につい

て、フェミニストカウンセリングの

視点から、相談員が理解しておくべ

き社会的な構造やその背景を学ぶ。

 

Ｃ：「ＤＶ・性暴力被害からの回復

自立支援」 

配偶者暴力相談支援センター等

における事例をとおして、支援理

念、対応の仕方、相談者のエンパワ

ーメントにつなげる支援を学ぶ。 

 

Ｄ：「子どもの心のケア（講義及び

施設見学）」 

「子どもの心のケアハウス嵐山

学園」に入所している児童生徒が適

切な教育を受けられるよう設置さ

れた学園内教室を見学。心理面・学

習面・生活面でのケアを学ぶととも

に関係機関との連携について学ぶ。

講師：平川 和子（東京

フェミニストセラピィセ

ンター所長） 

 

 

 

 

講師：近藤 恵子（ＮＰ

Ｏ法人全国女性シェルタ

ーネット理事） 

 

 

 

 

講師：岩崎 広巳（埼玉

県立東松山特別支援学校

こどもの心のケアハウス

嵐山学園内教室教頭） 

暴力の種類と構造、被害者の心

的プロセスなど社会的構造につ

いて理解を深めた。また、事例検

討を通じ、フェミニストカウンセ

リングの視点から、二次被害を防

ぐ対応のポイントを学んだ。 

 

ＤＶからの自立支援には、相談

から自立までの長期間の支援が

必要であることから、長期的、多

様な観点から、ともに寄り添う支

援とエンパワーメントの方法を

参加型で学習した。 

  

ＤＶ被害を受けた子ども一人

ひとりに対し、支援チームを組ん

で対応する取組方法などを学ん

だ。また、直接学校施設を見学し、

生徒の学習、生活、心身等のケア

や支援の実際を知る機会となっ

た。 

19:00～20:30 （９）オプションプログラム「癒し

の時間 ～クリスタルボウルで癒

されよう」（希望者のみ） 

演奏したり、聞いたりすることで

心身のリラクゼーションに効果が

あるといわれている大小さまざま

なクリスタルボウル（水晶でできた

楽器）の音色を体験。 

講師：菊地 潤佳・小倉

由美子（クリスタルボウ

ル演奏家） 

クリスタルボウルの心地よい

音色での演奏中、床に寝ころび、

日ごろの相談員としての緊張か

ら体を緩め、心身のリラックスを

図った。 

 

６月１２日 

9:00～11:00 

（１０）分科会２「適切な支援を行

うための力量を身につける」 

相談者への対応や問題解決を目

指して、相談業務に役立つヒントや

知識を学ぶ。 

 

Ａ:「多文化共生社会への対応」 

近年増えている在住外国人から

の相談や国際結婚による家族間の

相談についてその背景を知る。また

実際の相談事例の紹介も踏まえな

がら、生活、文化についても理解を

深め、今後の対応に必要な知識、連

携について学ぶ。 

 

 

Ｂ:「ネット暴力の実情と防止策」

インターネットやソーシャルネ

 

 

 

 

 

 

講師：加山 勤子（公益

財団法人静岡県国際交流

協会総務課長） 

石井ナナヱ（埼玉県指

定・認定ＮＰＯ法人ふじ

みの国際交流センター理

事長） 

 

 

 

講師：及川 直美（埼玉

県警察本部子ども女性安

 

 

 

 

 

 

在住外国人からの相談につい

ての事例を検討し、その背景にあ

る社会的、文化的課題を整理、共

有、理解することで、支援の意義

を学び、実践力を養った。また外

国人相談者に対して、外国人相談

員と女性相談員の連携、関係各機

関との連携を推進していく方策

等についてヒントを得た。 

 

近年のストーカー事案の検挙

及び認知件数、警察の対応におけ



17

 
Ｂ：「ＤＶ・性暴力の社会的構造と

心理的背景」 

配偶者等からの暴力被害につい

て、フェミニストカウンセリングの

視点から、相談員が理解しておくべ

き社会的な構造やその背景を学ぶ。

 

Ｃ：「ＤＶ・性暴力被害からの回復

自立支援」 

配偶者暴力相談支援センター等

における事例をとおして、支援理

念、対応の仕方、相談者のエンパワ

ーメントにつなげる支援を学ぶ。 

 

Ｄ：「子どもの心のケア（講義及び

施設見学）」 

「子どもの心のケアハウス嵐山

学園」に入所している児童生徒が適

切な教育を受けられるよう設置さ

れた学園内教室を見学。心理面・学

習面・生活面でのケアを学ぶととも

に関係機関との連携について学ぶ。

講師：平川 和子（東京

フェミニストセラピィセ

ンター所長） 

 

 

 

 

講師：近藤 恵子（ＮＰ

Ｏ法人全国女性シェルタ

ーネット理事） 

 

 

 

 

講師：岩崎 広巳（埼玉

県立東松山特別支援学校

こどもの心のケアハウス

嵐山学園内教室教頭） 

暴力の種類と構造、被害者の心

的プロセスなど社会的構造につ

いて理解を深めた。また、事例検

討を通じ、フェミニストカウンセ

リングの視点から、二次被害を防

ぐ対応のポイントを学んだ。 

 

ＤＶからの自立支援には、相談

から自立までの長期間の支援が

必要であることから、長期的、多

様な観点から、ともに寄り添う支

援とエンパワーメントの方法を

参加型で学習した。 

  

ＤＶ被害を受けた子ども一人

ひとりに対し、支援チームを組ん

で対応する取組方法などを学ん

だ。また、直接学校施設を見学し、

生徒の学習、生活、心身等のケア

や支援の実際を知る機会となっ

た。 

19:00～20:30 （９）オプションプログラム「癒し

の時間 ～クリスタルボウルで癒

されよう」（希望者のみ） 

演奏したり、聞いたりすることで

心身のリラクゼーションに効果が

あるといわれている大小さまざま

なクリスタルボウル（水晶でできた

楽器）の音色を体験。 

講師：菊地 潤佳・小倉

由美子（クリスタルボウ

ル演奏家） 

クリスタルボウルの心地よい

音色での演奏中、床に寝ころび、

日ごろの相談員としての緊張か

ら体を緩め、心身のリラックスを

図った。 

 

６月１２日 

9:00～11:00 

（１０）分科会２「適切な支援を行

うための力量を身につける」 

相談者への対応や問題解決を目

指して、相談業務に役立つヒントや

知識を学ぶ。 

 

Ａ:「多文化共生社会への対応」 

近年増えている在住外国人から

の相談や国際結婚による家族間の

相談についてその背景を知る。また

実際の相談事例の紹介も踏まえな

がら、生活、文化についても理解を

深め、今後の対応に必要な知識、連

携について学ぶ。 

 

 

Ｂ:「ネット暴力の実情と防止策」

インターネットやソーシャルネ

 

 

 

 

 

 

講師：加山 勤子（公益

財団法人静岡県国際交流

協会総務課長） 

石井ナナヱ（埼玉県指

定・認定ＮＰＯ法人ふじ

みの国際交流センター理

事長） 

 

 

 

講師：及川 直美（埼玉

県警察本部子ども女性安

 

 

 

 

 

 

在住外国人からの相談につい

ての事例を検討し、その背景にあ

る社会的、文化的課題を整理、共

有、理解することで、支援の意義

を学び、実践力を養った。また外

国人相談者に対して、外国人相談

員と女性相談員の連携、関係各機

関との連携を推進していく方策

等についてヒントを得た。 

 

近年のストーカー事案の検挙

及び認知件数、警察の対応におけ
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ットワーキングサービス（ＳＮＳ）

を介した女性に対する暴力やスト

ーカー被害の実情と、その防止策に

ついて学ぶ。 

 

Ｃ:「配偶者からの暴力被害の相談

の受け方と相談員のメンタルヘル

ス」 

配偶者からのＤＶ相談にあたっ

ての留意点や心の回復について学

び、相談員の二次受傷などメンタル

ヘルスに関する知識も学ぶ。 

全対策課課長補佐） 

 

 

 

 

講師：竹下小夜子（さよ

ウィメンズクリニック院

長） 

る基本姿勢、保護対策の理解を深

めた。インターネットやＳＮＳに

関わる事例報告から対応や支援

の方法を学んだ。 

 

ワークシートを活用しながら、

被害者への言葉のかけ方、接し方

から、支援方法に至るまでを学

び、実践力を身につけた。またス

トレスの新たな知見を得、チェッ

クリストによる相談員の二次受

傷やメンタルヘルスへの知識を

深めた。 

11:15～12:25 （１１）全体会 

相談業務のあり方や相談者のエ

ンパワーメントにつながる支援に

ついての意見交換と共有を行い、こ

れからの相談業務の意義と役割を

考える。 

報告者：分科会２「適切

な支援を行うための力量

を身につける」講師 

 

進行：引間 紀江（ＮＷ

ＥＣ事業課専門職員） 

分科会２の講師による情報の

共有と意見交換が行われた。全国

のネットワーク、そして地域との

連携の必要性、世代の切れ目ない

支援の重要性などが改めて認識

された。また相談者のエンパワー

メントについても課題意識を共

有することができ、相談員の力量

形成に寄与した。 

12:25～12:30 閉会・アンケート記入   

 

１０ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

   ・参加者が研修成果をもち帰って事業に反映し、さらに波及効果を高めるために、研修を年度の早い時期に実施

した。 

   ・男女共同参画の視点をもち、女性関連施設等の相談業務における実態把握・課題分析を行い、実践に役立つ手

法を知り、実践力に結びつけるようにした。 

   ・他部署・他機関との連携を考慮しながら支援方法を考えた。 

   ・女性関連施設、配偶者暴力相談支援センター、民間団体等、様々な立場の相談員同士の情報交換、ネットワー

クづくりの重要性も考慮したプログラムを取り入れた。 

   ・今年度は喫緊の課題であるＤＶに焦点をあてた。ＤＶについては、二つの分科会を開催し、ＤＶを受けた子ど

もについても、講義や分科会の中で理解の深化を図った。 

   ・相談員自身のメンタルヘルス、近年増えている多文化社会における問題や課題、インターネット・ＳＮＳ等を

介したトラブルにおける相談等に関するプログラムを取り入れた。 

   ・今年度は配偶者暴力相談支援センターにも広報した結果、申込者が定員を上回り、申込期限終了を待たずに締

め切る状況であり、ニーズがうかがえた。 

 

１１ プログラム全体で得られた知見 

・複雑・多様化する女性の悩みに対応するために必要な相談員の力量の向上を図ることができた。また、この研

修を受けて自身に変容があったかというアンケートでは、学習者の９３％が「あった」と回答し、相談者自身

のエンパワーメントを高める研修となった。 

・北海道から沖縄までの全国各地から、年代層も２０代～６０代、経験年数についても１年未満から１０年以上

と、様々な者の参加があった。そのため、多様な分科会や懇親会・オプションプログラムの設定などを提供す

ることで、お互いの情報共有や気づき、ネットワークづくりができた。 

・女性が抱える課題の背景に、社会的な制度や慣習などが深く関わっていることを意識できた。また、課題解決

には他部署との連携や全国規模のネットワークの必要性、世代の切れ目のない支援の重要性が認識された。 

 
・事例に基づいた参加型学習の充実により、具体的な場面での実践力（相談技能）、力量の形成に役立った。 

 

１２ プログラムの成果 

（１） 参加者の全体の満足度      ９６.６％（非常に満足 ６１.８％、 満足 ３４.８％） 

（２） 参加者のプログラムの有用度  １００.０％（非常に有用 ７４.４％、 有用 ２５.６％） 

 

１３ 今後の課題及び展望 

   女性関連施設における相談業務は、喫緊の課題であるＤＶや貧困以外にも、最近増加しているＳＮＳに関する事 

案、多文化共生、男性相談等一般相談、キャリア相談も含め多岐にわたっている。そのため様々な角度、複合的な

視点から知識・理解を深め、実践力を養うことが求められており、相談業務が円滑に進むための組織体制づくり等

相談業務上の課題を取り上げることも重要である。 

今後は、講義を通して多様な問題に対応する知識や理解を深化させ、またグループワークや事例分析を通じて意

識の共有や実践力を身につけるとともに、全国から参加した相談員同士の交流を通じたネットワークづくりや情報

共有により、相談者のみならず相談員自身のエンパワーメントを高めることに寄与するプログラムづくりが必要で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  基調講演「男女共同参画の視点に立った女性相談とは」    分科会１－Ｂ「ＤＶ・性暴力の社会的構造と心理的背景」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   全体会                       分科会２－Ｂ「ネット暴力の実情と防止策」 
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ま
と
め

３ ダイバーシティ推進リーダー会議 

 
１ 趣  旨   企業における女性の活躍促進を図り、男女共同参画社会の形成に資するため、企業における

ダイバーシティ（女性の活躍促進）を推進するリーダーを対象に実施する。 

        事例発表により、女性の活躍推進のために何をすべきかを考え、ディスカッションにより参

加者一人ひとりが課題に向き合い解決の方向を探る。さらに、情報交流会において参加者同士

による情報交換やネットワークづくりの場を提供する。 

 

２ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 

 

３ 会  場  ＮＷＥＣ 
 
４ 期  日  平成２７年７月１０日（金）～７月１１日（土）１泊２日 

 

５ 対  象  企業におけるダイバーシティ（女性の活躍促進）の推進リーダー 

 

６ 参 加 者  １５名 

 

７ 都道府県別参加者数                                    （名） 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

北海道 － 埼玉県 ３ 岐阜県 － 鳥取県 － 佐賀県 －

青森県 － 千葉県 １ 静岡県 － 島根県 － 長崎県 －

岩手県 － 東京都 ７ 愛知県 １ 岡山県 － 熊本県 －

宮城県 － 神奈川県 － 三重県 － 広島県 － 大分県 －

秋田県 － 山梨県 － 滋賀県 － 山口県 － 宮崎県 －

山形県 － 新潟県 １ 京都府 － 徳島県 － 鹿児島県 －

福島県 － 長野県 － 大阪府 － 香川県 － 沖縄県 －

茨城県 － 富山県 １ 兵庫県 － 愛媛県 － 無回答他 －

栃木県 １ 石川県 － 奈良県 － 高知県 － 合 計 １５

群馬県 － 福井県 － 和歌山県 － 福岡県 － 
 

８ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

７月１０日 

13:15～13:30  

（１）開会 

主催者あいさつ 

 

内海 房子（ＮＷＥＣ理

事長） 

 

13:30～14:30 （２）講演「女性の活躍を創出す

るために ～成功のカギは働き方

改革と男性の家庭進出～」    

 女性の活躍推進が社会的な大き

な流れになる一方で、日本ではな

かなか進まない現実から、その問

題点について国際的視野から分析

しつつ、女性活躍の創出に必要な

ものについて学ぶ。 

講師：パク・スックチャ

（アパショナータInc.

代表） 

講師からは海外での勤務経験

等も踏まえ、ビジネスや雇用形

態の変化から、ワークライフバ

ランスとダイバーシティを進め

なければいけない状況にあるこ

とが強調された。また、日本は

両立支援等制度的には手厚い

が、女性活躍は進んでいないこ

との原因として、会社は労働時

間ではなく成果で評価するこ

と、家庭での夫の家事参画が遅

れていることが指摘された。 
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山形県 － 新潟県 １ 京都府 － 徳島県 － 鹿児島県 －

福島県 － 長野県 － 大阪府 － 香川県 － 沖縄県 －

茨城県 － 富山県 １ 兵庫県 － 愛媛県 － 無回答他 －

栃木県 １ 石川県 － 奈良県 － 高知県 － 合 計 １５

群馬県 － 福井県 － 和歌山県 － 福岡県 － 
 

８ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

７月１０日 

13:15～13:30  

（１）開会 

主催者あいさつ 

 

内海 房子（ＮＷＥＣ理

事長） 

 

13:30～14:30 （２）講演「女性の活躍を創出す

るために ～成功のカギは働き方

改革と男性の家庭進出～」    

 女性の活躍推進が社会的な大き

な流れになる一方で、日本ではな

かなか進まない現実から、その問

題点について国際的視野から分析

しつつ、女性活躍の創出に必要な

ものについて学ぶ。 

講師：パク・スックチャ

（アパショナータInc.

代表） 

講師からは海外での勤務経験

等も踏まえ、ビジネスや雇用形

態の変化から、ワークライフバ

ランスとダイバーシティを進め

なければいけない状況にあるこ

とが強調された。また、日本は

両立支援等制度的には手厚い

が、女性活躍は進んでいないこ

との原因として、会社は労働時

間ではなく成果で評価するこ

と、家庭での夫の家事参画が遅

れていることが指摘された。 
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14:30～15:10 （３）パクさんを囲んで 

 講師を囲み、ダイバーシティ推

進について参加者の課題も踏まえ

て意見交換を行う。 

講師：パク・スックチャ 多くの参加者から、「時短勤

務」の考え方や「両立支援から

活躍支援」に進まない現状、「家

庭内での夫の家事分担」等活発

な意見が出された。 

講師からは「性別に関わらな

い長時間労働の是正」「柔軟な勤

務形態」「評価制度の改革」が必

要であり、「男性が家庭責任を果

たせるようになること」は個人、

組織、社会のすべてに良いこと

であるとの指摘があった。 

15:30～17:00  （４）ディスカッションⅠ 

 グループに分かれて、参加者同

士の背景や問題意識を共有するた

めにディスカッションを行う。 

 

コーディネーター： 

早川 枝里（ＮＷＥＣ事

業課客員研究員） 

ファシリテーター： 

引間 紀江（ＮＷＥＣ事

業課専門職員）  

佐伯加寿美（ＮＷＥＣ事

業課専門職員） 

櫻田今日子（ＮＷＥＣ事

業課長） 

リーダーにとって必要とされ

るコミュニケーション能力を高

める目的で「アクションラーニ

ング」の手法を学び、体験した。

会議の際に短時間で結論を出せ

る手法としての有用性を知るこ

とができた。 

グループごとの討論から参加

者同士のコミュニケーションも

深まり、問題が共有できた。 

17:30～18:00 （５）女性教育情報センター見学

 

案内：森  未知（ＮＷ

ＥＣ情報課専門職員） 

女性関連の情報が数多く所蔵

されている専門図書館を見学

し、情報活用の方法を学んだ。

18:30～20:00  （６）情報交流会 

（希望者のみ参加）        

 事例発表者をはじめ、他企業か

らの出席者とのネットワークを構

築する。 

 リラックスした雰囲気の中

で、参加者同士による情報交換

やネットワークづくりができ

た。 

７月１１日 

9:00～10:00 

（７）情報提供 

統計データを基に、女性の活躍

と男女共同参画の現状を把握す

る。 

講師：洲脇みどり（ＮＷ

ＥＣ事業課客員研究員）

国際的なデータを用いて最新

の情報を知るとともに、他の国

々との比較をしながら、企業の

成長に女性の活躍が不可欠であ

ることを理解した。 

10:10～12:00 （８）ディスカッションⅡ  

ダイバーシティ推進リーダーが

リーダーシップをとる際に必要と

なるコミュニケーション能力を高

めるための手法「アクションラー

ニング」について理解・体験する。

コーディネーター： 

堀本麻由子（ＮＷＥＣ事

業課客員研究員） 

ファシリテーター： 

早川 枝里 

引間 紀江 

「アクションラーニング」を

用いて各企業の課題解決に向

け、新たな気づきと、効率のよ

い会議の手法を学んだ。 

13:00～15:00  （９）ディスカッションⅢ  

「アクションラーニング」を用

いて、企業においてダイバーシテ

ィを推進する際に課題となる問題

と、その解決策についてディスカ

ッションを行う。 

コーディネーター： 

堀本麻由子 

ファシリテーター： 

早川 枝里 

引間 紀江 

「アクションラーニング」の

手法を活用し、参加者一人ひと

りが各企業の課題に向き合い、

課題解決の方策を探った。ダイ

バーシティを推進していく上で

の悩み、課題を共有した。 

15:00～15:15 （１０）閉会・アンケート記入   

 

 
９ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

  本リーダー会議は、「企業を成長に導く女性活躍促進セミナー」実施に向けて、企業における課題を把握し、 

その解決方策を探るための会議として、企業関係者の参加を募り、開催した。 

  企業におけるダイバーシティのリーダーに向けて、ワークライフコンサルタントのパク・スックチャ氏によ 

る働き方改革と男性の家事進出をキーワードとした国際的な視点も踏まえた講演を実施した。 

  また、ダイバーシティ推進の現場で多忙な中、多くの会議を進める参加者にとって、効率的な会議の手法を 

 知ることは興味深い。ワークショップでは短時間に、より大きな成果を生み出すことを目的として「アクショ 

 ンラーニング」の手法を採用した。参加者は多様な視点からの問いかけによって、自然に考えを広げたり深め 

 たりすることができ、今まで気づかなかった課題や思い込みを発見し、問題解決につなげることができる。 

  この「アクションラーニング」の手法は、各参加者が自社に持ち帰り、課題把握やマネジメントでも活用で 

きるメリットもある。 

  

１０ プログラム全体で得られた知見 

  参加者は、講演により両立支援のみでなく、活躍支援を含めた双方の取組の必要性が理解できた。また、女 

性活躍推進の取組はしているものの、なかなか進まない原因として、組織においては企業の評価制度、家庭に

おいては男性の家事分担意識の低さが影響しているとの解説があった。人事評価を労働時間でなく労働の質や

成果で行うことや、男性社員へのワークライフバランス、イクメンなどの意識啓発を進める取組等、組織に戻

っての実践につながるヒントが得られた。 

情報提供によって、世界から見た日本の現状を踏まえて、女性活躍推進は企業の成長に大きく影響している 

ことを具体的なデータから理解した。 

ディスカッションを通して、ダイバーシティを推進するために各企業内での課題や方向性を見出すことがで 

き、効果的な会議の手法「アクションラーニング」の知識の取得と体験をすることができた。また、情報交流

会において、参加者同士による情報交換やネットワークづくりができた。 

 

１１ プログラムの成果 

（１） 参加者の全体の満足度     １００.０％（非常に満足 ８４.６％、満足 １５.４％） 

（２） 参加者のプログラムの有用度  １００.０％（非常に有用 ７６.９％、有用 ２３.１％） 

 

１２ 今後の課題及び展望 

  昨年度までは独立して実施していた事業であるが、本年度は「企業を成長に導く女性活躍促進セミナー」 
（以下、企業セミナー）の企画に資する会議として位置付けて実施した。幅広い女性活躍推進担当者を対象と

した企業セミナーに比べ、ダイバーシティ推進リーダーに参加者を絞り、企業での課題を提示してもらうこと

を目的とし、実際に現場の声を聞くことができたことは収穫であった。 
また、１泊２日としたことで、参加者同士のコミュニケーションも深まり、今後のネットワークづくりにも 

つながることが期待できる。 
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  また、ダイバーシティ推進の現場で多忙な中、多くの会議を進める参加者にとって、効率的な会議の手法を 
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 たりすることができ、今まで気づかなかった課題や思い込みを発見し、問題解決につなげることができる。 

  この「アクションラーニング」の手法は、各参加者が自社に持ち帰り、課題把握やマネジメントでも活用で 

きるメリットもある。 

  

１０ プログラム全体で得られた知見 

  参加者は、講演により両立支援のみでなく、活躍支援を含めた双方の取組の必要性が理解できた。また、女 

性活躍推進の取組はしているものの、なかなか進まない原因として、組織においては企業の評価制度、家庭に

おいては男性の家事分担意識の低さが影響しているとの解説があった。人事評価を労働時間でなく労働の質や

成果で行うことや、男性社員へのワークライフバランス、イクメンなどの意識啓発を進める取組等、組織に戻

っての実践につながるヒントが得られた。 

情報提供によって、世界から見た日本の現状を踏まえて、女性活躍推進は企業の成長に大きく影響している 

ことを具体的なデータから理解した。 

ディスカッションを通して、ダイバーシティを推進するために各企業内での課題や方向性を見出すことがで 

き、効果的な会議の手法「アクションラーニング」の知識の取得と体験をすることができた。また、情報交流

会において、参加者同士による情報交換やネットワークづくりができた。 

 

１１ プログラムの成果 

（１） 参加者の全体の満足度     １００.０％（非常に満足 ８４.６％、満足 １５.４％） 

（２） 参加者のプログラムの有用度  １００.０％（非常に有用 ７６.９％、有用 ２３.１％） 

 

１２ 今後の課題及び展望 

  昨年度までは独立して実施していた事業であるが、本年度は「企業を成長に導く女性活躍促進セミナー」 
（以下、企業セミナー）の企画に資する会議として位置付けて実施した。幅広い女性活躍推進担当者を対象と

した企業セミナーに比べ、ダイバーシティ推進リーダーに参加者を絞り、企業での課題を提示してもらうこと

を目的とし、実際に現場の声を聞くことができたことは収穫であった。 
また、１泊２日としたことで、参加者同士のコミュニケーションも深まり、今後のネットワークづくりにも 

つながることが期待できる。 
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講演「女性の活躍を創出するために            パクさんを囲んで 

～成功のカギは働き方改革と男性の家庭進出～」                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報提供                        ディスカッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 女子中高生夏の学校２０１５ ～科学・技術・人との出会い～ 

 

１ 趣 旨   女子中高生が「科学・技術にふれる」、科学・技術の世界で生き生きと活躍する女性たちと「つ 

ながる」、科学・技術に関心のある仲間や先輩とともに「将来を考える」ための機会として「女子 

中高生夏の学校２０１５ ～科学・技術・人との出会い～」を開催する。 

 

２ 特 徴   ２泊３日の合宿研修を通じて、女子中高生と研究者・技術者、大学生・大学院生等が少人数を 

単位に親密に交流し、理系進路選択の魅力を伝えるものである。 

また、女子中高生の進路選択について、身近な支援者である保護者や教員向けのプログラムも 

それぞれ設定している。子どもの将来像が描けるよう、よきアドバイスができるように理系進路

選択についての理解を深める。 

 

３ 主 催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 

 

４ 共 催  日本学術会議 

 

５ 後 援  男女共同参画学協会連絡会 

 

６ 会 場  ＮＷＥＣ 

 

７ 期 日  平成２７年８月６日（木）～８月８日（土） ２泊３日 

 

８ 対 象  科学・技術の分野に興味・関心のある女子 

       （中学校３年生、高等学０校１～３年生、高等専門学校１～３年生） 

       保護者・教員 

 

９ 参加者  女子中高生 １１３名、保護者・教員 ２１名   計１３４名 

 

１０ 都道府県別参加者数                                   （名） 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

北海道 ２ 埼玉県 １１ 岐阜県 １ 鳥取県 － 佐賀県 ５

青森県 － 千葉県 ３ 静岡県 ２ 島根県 ２ 長崎県 ２
岩手県 １ 東京都 １３ 愛知県 ８ 岡山県 ４ 熊本県 ２

宮城県 １ 神奈川県 １０ 三重県 ３ 広島県 １ 大分県 －

秋田県 ３ 山梨県 ２ 滋賀県 － 山口県 ２ 宮崎県 －

山形県 ４ 新潟県 ２ 京都府 ５ 徳島県 － 鹿児島県 －

福島県 ４ 長野県 ６ 大阪府 ５ 香川県 ６ 沖縄県 ５

茨城県 ８ 富山県 － 兵庫県 － 愛媛県 １ 無回答他 －

栃木県 ５ 石川県 － 奈良県 － 高知県 － 合 計 １３４

群馬県 ５ 福井県 － 和歌山県 － 福岡県 －  

 

１１ プログラムデザイン 

別紙添付 
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４ 女子中高生夏の学校２０１５ ～科学・技術・人との出会い～ 

 

１ 趣 旨   女子中高生が「科学・技術にふれる」、科学・技術の世界で生き生きと活躍する女性たちと「つ 

ながる」、科学・技術に関心のある仲間や先輩とともに「将来を考える」ための機会として「女子 

中高生夏の学校２０１５ ～科学・技術・人との出会い～」を開催する。 

 

２ 特 徴   ２泊３日の合宿研修を通じて、女子中高生と研究者・技術者、大学生・大学院生等が少人数を 

単位に親密に交流し、理系進路選択の魅力を伝えるものである。 

また、女子中高生の進路選択について、身近な支援者である保護者や教員向けのプログラムも 

それぞれ設定している。子どもの将来像が描けるよう、よきアドバイスができるように理系進路

選択についての理解を深める。 

 

３ 主 催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 

 

４ 共 催  日本学術会議 

 

５ 後 援  男女共同参画学協会連絡会 

 

６ 会 場  ＮＷＥＣ 

 

７ 期 日  平成２７年８月６日（木）～８月８日（土） ２泊３日 

 

８ 対 象  科学・技術の分野に興味・関心のある女子 

       （中学校３年生、高等学０校１～３年生、高等専門学校１～３年生） 

       保護者・教員 

 

９ 参加者  女子中高生 １１３名、保護者・教員 ２１名   計１３４名 

 

１０ 都道府県別参加者数                                   （名） 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

北海道 ２ 埼玉県 １１ 岐阜県 １ 鳥取県 － 佐賀県 ５

青森県 － 千葉県 ３ 静岡県 ２ 島根県 ２ 長崎県 ２

岩手県 １ 東京都 １３ 愛知県 ８ 岡山県 ４ 熊本県 ２

宮城県 １ 神奈川県 １０ 三重県 ３ 広島県 １ 大分県 －

秋田県 ３ 山梨県 ２ 滋賀県 － 山口県 ２ 宮崎県 －

山形県 ４ 新潟県 ２ 京都府 ５ 徳島県 － 鹿児島県 －

福島県 ４ 長野県 ６ 大阪府 ５ 香川県 ６ 沖縄県 ５

茨城県 ８ 富山県 － 兵庫県 － 愛媛県 １ 無回答他 －

栃木県 ５ 石川県 － 奈良県 － 高知県 － 合 計 １３４

群馬県 ５ 福井県 － 和歌山県 － 福岡県 －  

 

１１ プログラムデザイン 

別紙添付 
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１２ プログラムの構成・得られた成果 

【女子中高生用】 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

８月６日 

13:00～13:30 

 

【保護者・教

員共通】 

（１）開校式 

①開会宣言 

 

②あいさつ 

 

 

 

 

③オリエンテーション 

 

①柏原 賢二（実行委員

長・日本数学会） 

②内海 房子（ＮＷＥＣ

理事長） 

嶋田  透（東京大学大

学院農学生命科学教

授・日本学術会議会員）

③古澤 亜紀(茨城県立

水戸農業高等学校教諭)

 

13:30～14:00 

 

【保護者・教

員共通】 

（２）サイエンスアンバサダー 

「自分の将来について考えよう」

夏学への参加にあたり、合宿研

修のオリエンテーションやグルー

プ内での自己紹介、学生ＴＡ（テ

ィーチングアシスタント）の講話

等から、合宿研修のねらいや目的

を理解するとともに、主体的に研

修に参加する気持ちを高める。 

鳥養 映子(山梨大学教

授・日本物理学会) 

工藤 悠希(北海道大学

大学院) 

概要及び各プログラムへの取

組方法、合宿研修終了後のアンバ

サダーとしての活動等について

の説明。特に、参加にあたっての

心構え等について、参加者と年齢

の近い学生企画委員が説明する

ことにより、参加者である女子中

高生にとっては身近に感じるこ

とができた。 

14:15～15:45 

 

【保護者・教

員共通】 

（３）キャリア講演 

 過去の夏学卒業生でもあり、学

生ＴＡや夏学の企画運営に長く携

わった女性や女子中高生にとって

知名度のある企業で働く２人の女

性から、現在の生活や仕事のこと

等、理系進路の魅力について話を

聞き、将来理系で学ぶこと、働く

ことの意義や多様な理系の進路に

ついて理解を深める。 

木村 知代（株式会社ち

ふれ化粧品綜合研究所

研究員） 

福田 陽子（東京大学大

学院理学系研究科博士

課程３年） 

仕事内容の紹介だけでなく、理

系の道を目指した理由や仕事以外

の話等幅広い話であり、女子中高

生にとって、将来に対する考え方

の視野を広げる機会となった。 

16:00～17:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）学生企画「サイエンスバト

ル！？」 

グループで協力し合い、学生ス

タッフが出題する課題やクイズに

答えるスタンプラリーに挑戦しな

がら、グループの親交を深める。

 

 

 

 

学生企画委員 

 

学生ＴＡが用意した７つのブ

ースを回って、体力、思考力、想

像力、チームワークの良さ等を試

す理系に関する課題やクイズに

グループで協力して答えるゲー

ムを、学生の企画により行った。

グループは異なる地域、学年の参

加者で構成されており、３日間の

合宿研修を共にするグループ内

の仲間意識を醸成し、班付きの学

生ＴＡとも親しくなる場となっ

た。 

19:15～20:45 （５）学生企画「i future ～理

系人生を体験しよう～」 

 理系大学に進学した場合を想定

した疑似体験を通じて、自分自身

の将来を、ゲーム感覚で具体的に

学生企画委員 

 

理系大学に進学した女性なら

誰もが直面するような日々の悩

みや疑問について、二者択一の問

いに答えながらゴールを目指す

体験型プログラムを、学生の企画

 

考えられるようにする。 により行った。ゴールは選んだ道

のりによって異なるタイプが複

数用意されており、自分と同じ選

択をしたロールモデルとなる学

生ＴＡと参加者の女子中高生を

マッチングする場となった。 

21:00～22:00 

 

（６）のみ 

【保護者・教

員共通】 

（６）天体観望会 

（希望者のみ参加） 

自然豊かなＮＷＥＣの夏の夜

空を天体望遠鏡で観察する。 

 

 

大朝由美子(埼玉大学教

育学部准教授・日本天文

学会) 

渡邊 千夏 

(埼玉大学大学院院生)

平塚雄一郎 

北島隆太郎 

清水 孝志 

清野 玄太 

中村 一貴 

宮川 遼太 

(埼玉大学学生) 

短時間ではあるが、初めて天体

望遠鏡に触れ、天体を観察したこ

とは、女子中高生にとって天文学

への興味関心を高めるとともに、

貴重な体験となった。 

（７）国際交流「英語相談所」 

  （希望者のみ参加） 

 翌日の国際交流の時間に向け

て、英語で話すことの不安を払拭

するため、女子中高生の相談に留

学生ＴＡが応じる。 

留学生ＴＡ 

鳥養 映子 

中山 敦子 

山本 文子 

湯浅富久子 

(日本物理学会) 

希望者のみではあるが、参加し

た女子中高生にとって翌日の国

際交流の時間に安心して臨める

時間となった。 

（８）夏学スタッフの今 

（希望者のみ参加） 

 夏学に携わっている研究者や技

術者は何かしらの集まり（「学会」）

に所属している。それぞれの関心

事に近い学会を探し、話を聞く機

会を設ける。 

 

 

 

布目 礼子(ＷiN-Japan

会長：原子力発電環境整

備機構内) 

田中 若代（獨協中学・

高等学校教諭） 

古澤 亜紀 

長妻 令子（神奈川県立

生田高等学校教諭） 

森  義仁（お茶の水女

子大学教授） 

これまでのプログラムでは質

問できなかったこと、新たな疑問

や進路の相談などに対応するた

め、希望者による自由な形での懇

談会を行った。研究者や学生ＴＡ

と個人的に直接話をすることで、

理系への進路の現実や自分の考

えの甘さに気づき、改めて将来に

ついて考え、夢の実現に向けての

意欲をもつ機会となった。 

８月７日 

9:00～11:30 

（９）サイエンスアドベンチャー

Ⅰ「ミニ科学者になろう」 

理系の各分野における研究者・

技術者と交流しながら、実験・実

習にじっくりと取り組む。進路を

理系にするか文系にするか迷って

いる生徒向けの不思議体験コース

と専門性の高いチャレンジコース

の２種類の実験を行う。 

 

○実験・実習 

（Ａ～Ｉ：不思議体験コース） 

（Ｊ～Ｐ：チャレンジコース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会等の協力を得て、１６の実

験・実習プログラムを設け、各参

加者の興味関心や能力に応じた

実験・実習を行った。ふだんの学

校生活ではできない実験や、自分

の興味関心のある内容を深く知 

ることにより、理系の面白さに触

れる機会となった。 
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考えられるようにする。 により行った。ゴールは選んだ道

のりによって異なるタイプが複

数用意されており、自分と同じ選

択をしたロールモデルとなる学
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員共通】 
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育学部准教授・日本天文
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渡邊 千夏 

(埼玉大学大学院院生)

平塚雄一郎 

北島隆太郎 

清水 孝志 

清野 玄太 

中村 一貴 

宮川 遼太 

(埼玉大学学生) 

短時間ではあるが、初めて天体

望遠鏡に触れ、天体を観察したこ

とは、女子中高生にとって天文学

への興味関心を高めるとともに、

貴重な体験となった。 

（７）国際交流「英語相談所」 

  （希望者のみ参加） 

 翌日の国際交流の時間に向け

て、英語で話すことの不安を払拭

するため、女子中高生の相談に留

学生ＴＡが応じる。 

留学生ＴＡ 

鳥養 映子 

中山 敦子 

山本 文子 

湯浅富久子 

(日本物理学会) 

希望者のみではあるが、参加し

た女子中高生にとって翌日の国

際交流の時間に安心して臨める

時間となった。 

（８）夏学スタッフの今 

（希望者のみ参加） 

 夏学に携わっている研究者や技

術者は何かしらの集まり（「学会」）

に所属している。それぞれの関心

事に近い学会を探し、話を聞く機

会を設ける。 

 

 

 

布目 礼子(ＷiN-Japan

会長：原子力発電環境整

備機構内) 

田中 若代（獨協中学・

高等学校教諭） 

古澤 亜紀 

長妻 令子（神奈川県立

生田高等学校教諭） 

森  義仁（お茶の水女

子大学教授） 

これまでのプログラムでは質

問できなかったこと、新たな疑問

や進路の相談などに対応するた

め、希望者による自由な形での懇

談会を行った。研究者や学生ＴＡ

と個人的に直接話をすることで、

理系への進路の現実や自分の考

えの甘さに気づき、改めて将来に

ついて考え、夢の実現に向けての

意欲をもつ機会となった。 

８月７日 

9:00～11:30 

（９）サイエンスアドベンチャー

Ⅰ「ミニ科学者になろう」 

理系の各分野における研究者・

技術者と交流しながら、実験・実

習にじっくりと取り組む。進路を

理系にするか文系にするか迷って

いる生徒向けの不思議体験コース

と専門性の高いチャレンジコース

の２種類の実験を行う。 

 

○実験・実習 

（Ａ～Ｉ：不思議体験コース） 

（Ｊ～Ｐ：チャレンジコース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会等の協力を得て、１６の実

験・実習プログラムを設け、各参

加者の興味関心や能力に応じた

実験・実習を行った。ふだんの学

校生活ではできない実験や、自分

の興味関心のある内容を深く知 

ることにより、理系の面白さに触

れる機会となった。 
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Ａ 宇宙の星から学ぶ 

     エネルギー Ｐart.4  

～福島から考える私の未来～ 

                

  

Ｂ 金属の不思議 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ バナナのＤＮＡ抽出実験と水

をきれいにする実験 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 化学への招待  

楽しい化学実験を 

          体験してみよう 

 

 

 

 

 

Ｅ 川を科学する 

 

 

 

 

 

 

Ｆ 身近に生きる 

生物たちの生態 

 

 

Ｇ 荒川を探検しよう！ 

 

 

 

 

 

 

Ｈ 地球惑星科学へようこそ 

（その１） 

～作って・見て・考えよう！

Ａ  中山 榮子 

宮本 霧子 

荒谷 美智 

(日本女性科学者の会)

 

Ｂ 御手洗容子 

  戸田 佳明 

  山下 孝子 

上田 正人 

(日本金属学会) 

(日本鉄鋼協会男女共同

参画委員会) 

 

Ｃ 土屋 賢一  

中野 雅之 

(東京工業高等専門学校)

井上  茜 

鈴木 美華 

鈴木ゆり子 

  (実験ＴＡ) 

 

Ｄ 瀬田  博 

大倉 寛之 

  柏  恭子 

小柳めぐみ 

田村 定義 

渡部 智博 

(日本化学会) 

 

Ｅ 猪又 明子 

  針谷さゆり 

 (日本水環境学会) 

  平川  知乃 

  滝本麻理奈 

  (実験ＴＡ) 

 

Ｆ 鈴木 智之 

  角田 智詞 

(日本生態学会) 

 

Ｇ 南雲 直子 

  羽田 麻美 

(日本地形学連合) 

  有賀 夏希 

林  実花 

  (実験ＴＡ) 

 

Ｈ 畠山 正恒 

  小口 千明 

(日本地球惑星科学連合)

 

神秘の微化石・生命のかたち

の不思議～ 

 

 

Ｉ ゲームとビーズミニストラッ

プ作りで遺伝子発現を体験し

ます 

 

Ｊ 地磁気を測ってみよう 

 

 

 

 

Ｋ ウイルスを知ろう 

ウイルス粒子模型の作製 

 

Ｌ 地球惑星科学へようこそ 

（その２）～真夏の雪実験～ 

 

 

 

 

 

Ｍ コンピュータで探す健康や環

境浄化に関わる遺伝子 

 

 

Ｎ 作って・見て・測って知る、

地球と宇宙の「波」のふしぎ

 

 

 

 

 

Ｏ 結び目のゲームを 

作って遊ぼう 

 

 

 

 

Ｐ 見えないけれど 

こんなに綺麗、 

「複素数」の世界をのぞく 

木野 佳音 

高木 悠花 

  (実験ＴＡ) 

 

Ｉ 横倉 隆和 

吉川 征子 

（日本分子生物学会）

 

Ｊ 近藤 泰洋 

（日本物理学会） 

野村 晶代 

工藤晴美クリスティ

 

Ｋ 下池 貴志 

(日本分子生物学会) 

 

Ｌ 平松 和彦 

紺屋 恵子 

小川 佳子 

（日本地球惑星科学連合）

阿部 華菜 

（学生ＴＡ） 

 

Ｍ 池村 淑道 

上原 啓史 

（日本遺伝学会 外）

 

Ｎ 田所 裕康 

(地球電磁気・地球惑星圏学会) 

内野 宏俊 

  北原 理弘 

久保田結子 

(学生ＴＡ) 

 

Ｏ 大山口菜都美 

清水 理佳 

(日本数学会) 

  森下奈保子 

  (実験ＴＡ) 

 

Ｐ 藤村 雅代 

(日本数学会) 

  大友 咲輝 

今井 涼香 

  守屋 汐里 

  (実験ＴＡ) 
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Ｌ 地球惑星科学へようこそ 

（その２）～真夏の雪実験～ 

 

 

 

 

 

Ｍ コンピュータで探す健康や環

境浄化に関わる遺伝子 
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（日本物理学会） 
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  北原 理弘 
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(学生ＴＡ) 
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13:00～15:50 （１０）サイエンスアドベンチャ

ーⅡ「研究者・技術者と話そう」

 女子中高生に理系進路選択の魅

力を伝えるため、次の①～②のブ

ースを設け、様々な人々との交流

を行う。様々な分野、世代の人と

交流することで、理系進路選択へ

の不安や悩みなどの解決に近づけ

る場とする。 

 

① ポスター展示・キャリア相談

展示ブースを設置して、協力学

会、企業や大学等、様々な立場の

研究者・技術者によるポスター展

示や演示実験を行い、理系の世界

で活躍する人々や最先端の技術に

触れる機会とする。また、研究者・

技術者や女子大学生・大学院生等

が女子中高生の理系進路選択に関

する相談に応じ、女子中高生の進

路に関する不安や悩み等の解決や

理系進路選択について明確な考え

をもてる機会とする。 

 

 

② 国際交流 

 海外から日本に来ている留学生

や科学・技術者に学校生活や日本

での生活、研究内容や母国に帰っ

てからの夢等について、英語を 

使ってインタビューする。女子中

高生のコミュニケーション能力や

語学力の向上に生かす機会とす

る。 

 

○ポスター展示出展者 

１ プラズマ核融合学会

核融合科学研究所 

２ 日本海洋学会 

３ 日本地球惑星科学連合 

４ 新化学技術推進協議会 

５ 地球電磁気・地球惑

星圏学会 

６ 日本バイオイメー

ジング学会 

７ 日本蛋白質科学会 

８ 日本地形学連合 

９ 日本天文学会 

10 日本女性科学者の会 

11 日本女性技術者フ

ォーラム 

12 日本電磁波エネル

ギー応用学会 

13 日本惑星科学会 

14 日本分子生物学会 

15 電気学会 

16 日本生物物理学会 

17 応用物理学会 

18 土木学会 

19 土木技術者女性の会 

20 日本原子力学会 

21 ＷiN-Japan 

22 日本数式処理学会 

23 分野・地域を越えた

実践的情報教育協

働ネットワーク 

24 国立高等専門学校機構 

25 日本発生生物学会 

26 女性技術士の会 

27 日本技術士会 男女

共同参画推進委員会 

28 関東学院大学理工学部

土木系女子学生の会 

29 日本応用数理学会 

30 日本鉄鋼協会 

31 日本金属学会 

32 日本遺伝学会 

33 日本化学会 

34 日本数学会 

35 日本電子株式会社 

36 日本物理学会 

37 日本木材学会 

38 地盤工学会 

39 日立技術士会 

  「チーム・技魔女」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ポスター展示・キャリア相談

３９の協力学会等が展示ブー

スを設置。様々な分野の研究者・

技術者から最先端の技術につい

ての説明を受けたことや、理系の

進路に関する悩みや疑問に答え

てもらったことで、女子中高生の

理系進路選択に対する関心を高

め、明確な考えをもてる機会とな

った。 

 

 

 

 

 

② 国際交流 

参加者にとっては、海外の同世

代の人たちと会話するという貴

重な体験となったとともに、英語

をはじめ、語学力や言葉による表

現力を高める必要があるという

意識をもつきっかけとなった。 

 

 

16:10～17:40 

 

 

（１１）学生企画「Ｇate Ｗay」

 女子中高生が理系の進路につい

てさらに深く知るとともに、進路

選択における悩みを相談できるよ

うに、様々な分野や年代の人々と

話し合い、アドバイスを受ける時

間とする。 

学生企画委員 様々な分野、年代の人々との交

流により、参加者の女子中高生の

進路に対する視野を広げる機会

となった。 

18:00～19:00 （１２）交流会 

 合宿研修最終日を前に、夕食を

とりながら、参加者同士、講師や

実行委員、女子大学生・大学院生

との交流を深める。 

 他のグループとの交流はもち

ろん、講師や学生ＴＡとの交流

等、参加者同士の交流の輪が更に

広がった。 

19:15～20:45 （１３）学生企画「キャリア・プ

ランニング」 

 参加者である女子中高生と研究

者・技術者、学生ＴＡ等とのこれ

までの交流を踏まえ、各グループ

で、自分たちの具体的な進路につ

いての話し合いや研究者・技術者

へのインタビューなどを通じて、

オリジナルの「マインドマップ」

を完成させる。 

学生企画委員 ５年後、１０年後の自分の将来

を表にまとめることで、より具体

的な進路をイメージすることが

できた。 

21:00～22:00 

 

（１４）夏学スタッフの出発点 

（希望者のみ参加） 

 夏学スタッフの出発点の話を聞

くことにより、研究者・技術者や

学生ＴＡ等と更に話をしたいとい

う参加者のため、進学や就職等を

はじめ、将来の進路に関する懇談

会を行う。 

 

布目 礼子 

田中 若代 

古澤 亜紀 

長妻 令子 

森  義仁 

これまでのプログラムでは質

問できなかったこと、新たな疑問

や進路の相談等に対応した。研究

者や学生ＴＡと個人的に直接話

をすることで、理系への進路の現

実や自分の考えの甘さに気づき、

改めて将来について考え、夢の実

現に向けての意欲をもつ機会と

なった。 

 （１５）国際交流「もっと話そう

英語」 

（希望者のみ参加） 

国際交流の時間だけでは英語を

話すことが物足りなかった女子中

高生のために、留学生ＴＡが会話

や質問に応じる。 

 

留学生ＴＡ 

中山 敦子 

山本 文子 

宋  苑瑞 

小口 千明 

初田真知子 

湯浅富久子 

(日本物理学会) 

希望者のみの参加であったが、

語学や海外の様子に関心のある

女子中高生にとっては、有益な時

間となった。 

８月８日 

 9:00～11:00 

（１６）一体感型実験 

 科学的に視野を広げる経験を、

参加者全員で共有できるような実

験を行う。参加者一同が同じテー

マのもと、製作から完成までの過

程を経験し、一体感を味わう。 

柏原 賢二 

 

科学的に視野を広げる経験を

大人数で共有するため、「人間コ

ンピュータ」というテーマで実験

を行った。２進法など、コンピュ

ータのしくみを理解するととも

に、参加者全員で行う一体感を味

わうことができた。 

11:15～12:00 

 

（１７）学生企画「夏学振り返り

と表彰式」 

 参加者が一堂に会し、３日間の

 これまでの活動の様子をスラ

イドで振り返るとともに、グルー

プごとの取組に対する表彰を、学
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16:10～17:40 

 

 

（１１）学生企画「Ｇate Ｗay」

 女子中高生が理系の進路につい

てさらに深く知るとともに、進路

選択における悩みを相談できるよ

うに、様々な分野や年代の人々と

話し合い、アドバイスを受ける時

間とする。 

学生企画委員 様々な分野、年代の人々との交

流により、参加者の女子中高生の

進路に対する視野を広げる機会

となった。 

18:00～19:00 （１２）交流会 

 合宿研修最終日を前に、夕食を

とりながら、参加者同士、講師や

実行委員、女子大学生・大学院生

との交流を深める。 

 他のグループとの交流はもち

ろん、講師や学生ＴＡとの交流

等、参加者同士の交流の輪が更に

広がった。 

19:15～20:45 （１３）学生企画「キャリア・プ

ランニング」 

 参加者である女子中高生と研究

者・技術者、学生ＴＡ等とのこれ

までの交流を踏まえ、各グループ

で、自分たちの具体的な進路につ

いての話し合いや研究者・技術者

へのインタビューなどを通じて、

オリジナルの「マインドマップ」

を完成させる。 

学生企画委員 ５年後、１０年後の自分の将来

を表にまとめることで、より具体

的な進路をイメージすることが

できた。 

21:00～22:00 

 

（１４）夏学スタッフの出発点 

（希望者のみ参加） 

 夏学スタッフの出発点の話を聞

くことにより、研究者・技術者や

学生ＴＡ等と更に話をしたいとい

う参加者のため、進学や就職等を

はじめ、将来の進路に関する懇談

会を行う。 

 

布目 礼子 

田中 若代 

古澤 亜紀 

長妻 令子 

森  義仁 

これまでのプログラムでは質

問できなかったこと、新たな疑問

や進路の相談等に対応した。研究

者や学生ＴＡと個人的に直接話

をすることで、理系への進路の現

実や自分の考えの甘さに気づき、

改めて将来について考え、夢の実

現に向けての意欲をもつ機会と

なった。 

 （１５）国際交流「もっと話そう

英語」 

（希望者のみ参加） 

国際交流の時間だけでは英語を

話すことが物足りなかった女子中

高生のために、留学生ＴＡが会話

や質問に応じる。 

 

留学生ＴＡ 

中山 敦子 

山本 文子 

宋  苑瑞 

小口 千明 

初田真知子 

湯浅富久子 

(日本物理学会) 

希望者のみの参加であったが、

語学や海外の様子に関心のある

女子中高生にとっては、有益な時

間となった。 

８月８日 

 9:00～11:00 

（１６）一体感型実験 

 科学的に視野を広げる経験を、

参加者全員で共有できるような実

験を行う。参加者一同が同じテー

マのもと、製作から完成までの過

程を経験し、一体感を味わう。 

柏原 賢二 

 

科学的に視野を広げる経験を

大人数で共有するため、「人間コ

ンピュータ」というテーマで実験

を行った。２進法など、コンピュ

ータのしくみを理解するととも

に、参加者全員で行う一体感を味

わうことができた。 

11:15～12:00 

 

（１７）学生企画「夏学振り返り

と表彰式」 

 参加者が一堂に会し、３日間の

 これまでの活動の様子をスラ

イドで振り返るとともに、グルー

プごとの取組に対する表彰を、学



32

 

振り返りを、学生スタッフの企画

により行う。 

生の企画により行った。保護者・

教員も、子どもの生き生きとした

表情を見ることができた時間で

あった。  

12:00～12:45 （１８）サイエンスアンバサダー

任命式・閉校式 

 全日程に参加した女子中高生全

員をサイエンスアンバサダーとし

て任命する。任命された女子中高

生は、自分の学校や地域に戻った

後、アンバサダーとして夏学の体

験や魅力等を伝える。 

任命：柏原 賢二 地域や学校で３日間の活動や

成果を報告し、多くの人に広める

アンバサダーとして、参加した女

子中高生全員を企画委員長が任

命した。参加者の女子中高生はア

ンバサダーとしての活動への意

欲と、ＴＡとなって再びこの場へ

戻ってくるという決意を確かに

する場となった。 

 

 

【保護者・教員用】 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

８月６日 

13:00～13:30 

 

【女子中高生

と共通】 

（１）開校式 

 

 

 

 

 

13:30～14:00 

 

【女子中高生

と共通】 

（２）サイエンスアンバサダー

Ⅰ「自分の将来について考えよ

う」 

 

  

14:15～15:45 

 

【女子中高生

と共通】 

（３）キャリア講演  

 

  

16:15～17:45 （４）夏の学校を知る 

今までの夏学の様子をスラ

イドやＤＶＤの視聴、並びに講

師の説明により、３日間の研修

の流れや意義を理解する。 

森  義仁 

古澤 亜紀 

２泊３日の合宿研修の概要

とともに、世界と日本の理系女

子の現状について知る機会と

なった。 

19:15～20:45 （５）サイエンスカフェⅠ 

「日本学術会議、学会、大学、

企業等の研究者・技術者との座

談会」 

 学会、大学、企業等で活躍す

る研究者・技術者との対話やグ

ループ討議等を通じて、理系の

分野での女性の活躍や今後の

期待に対する現状等を知ると

ともに、女子中高生への支援の

在り方について考える。 

松尾由賀利(法政大学理工学

部教授・日本学術会議連携会

員) 

永合由美子 

（ＥＭ Ｄesign研究所・元ラ

イオン㈱ＪＷＥＦ運営委員）

河西奈保子（ＮＴＴ・応用物

理学会男女共同参画委員） 

加藤 聖子（シチズン・応用

物理学会男女共同参画委員）

保護者や教員自身が理系の

楽しさを知るとともに、女子中

高生の理系進路選択を後押し

できるよう、座談会を行った。

保護者、教員それぞれの立場や

考えを理解し合える場となっ

た。 

 

21:00～22:00 

【女子中高生

と共通】 

（６）天体観望会 

（希望者のみ参加） 

 

  

８月７日 

9:00～11:30 

（７）実験・実習の参加・見学

参加者である女子中高生が

取り組んでいるサイエンスア

ドベンチャーⅠ「ミニ科学者に

なろう」の実験や実習を実際に

見学、参加することで研修に取

り組む女子中高生の姿を見た

り、理系進路選択を応援する意

識を高める。 

 女子中高生の理系進路選択

を応援する意識を高めるのに

役立つ貴重な体験となった。 

13:00～14:50 （８）サイエンスカフェⅡ 

【保護者】 

「研究者・技術者、大学生との

座談会」 

女性の科学・技術者、学生Ｔ

Ａとの座談会を通じて、理系進

路選択の現状やその魅力につ

いて知る機会とする。 

 

【教員】 

「中学、高校、大学の教員の連

携」 

中学、高校、大学の教員によ

る連携を促進するために、理科

や数学など、理系科目の授業展

開などについて、講義やグルー

プワークを行う。 

 

 

藤田 直幸（奈良工業高等専

門学校・電気学会） 

長妻 令子 

 

 

 

 

 

森  義仁 

田中 若代 

古澤 亜紀 

 

 

中高生の身近なロールモデ

ルである理系女子学生の高校

生活、受験体験、現在の大学生

活、そして将来の希望について

知る機会となった。 

 

 

 

主に大学教員と、中高の教員

間でどのような協働ができる

かについて、現状の課題を踏ま

えながら前向きに討議できた。

15:00～15:40 

 

（９）サイエンスカフェⅢ 

「企業における女性研究者の

活躍」 

女性の科学・技術者の講演を

通じて、理系進路選択の現状や

その魅力について知る機会と

する。 

 

講師：渡辺美代子 

（国立研究開発法人科学技

術振興機構執行役） 

 

進行：鳥養 映子 

 

保護者にとって、理系進路選

択の現状やその魅力を知ると

ともに、理系進路を考える子ど

もの後押しをしたいと思える

機会となった。 

15:50～17：10 （１０）サイエンスカフェⅣ 

「ポスター展示・キャリア相

談」 

 女子中高生の理系進路選択

支援に向けて、男女共同参画学

協会連絡会や企業、大学等のポ

スターブースを回り、最先端の

科学・技術について知る機会と

する。また、理系の進路につい

て相談することで、我が子や生

徒の進路に関する不安や悩み

等の解決に近づける場とする。

 ３９の協力学会等が展示ブ

ースを設置した。様々な分野の

研究者・技術者による最先端の

技術についての説明や、理系進

路に関する疑問に対する回答

などから、理系進路選択をよく

知る機会となった。 
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21:00～22:00 

【女子中高生

と共通】 

（６）天体観望会 

（希望者のみ参加） 

 

  

８月７日 

9:00～11:30 

（７）実験・実習の参加・見学

参加者である女子中高生が

取り組んでいるサイエンスア

ドベンチャーⅠ「ミニ科学者に

なろう」の実験や実習を実際に

見学、参加することで研修に取

り組む女子中高生の姿を見た

り、理系進路選択を応援する意

識を高める。 

 女子中高生の理系進路選択

を応援する意識を高めるのに

役立つ貴重な体験となった。 

13:00～14:50 （８）サイエンスカフェⅡ 

【保護者】 

「研究者・技術者、大学生との

座談会」 

女性の科学・技術者、学生Ｔ

Ａとの座談会を通じて、理系進

路選択の現状やその魅力につ

いて知る機会とする。 

 

【教員】 

「中学、高校、大学の教員の連

携」 

中学、高校、大学の教員によ

る連携を促進するために、理科

や数学など、理系科目の授業展

開などについて、講義やグルー

プワークを行う。 

 

 

藤田 直幸（奈良工業高等専

門学校・電気学会） 

長妻 令子 

 

 

 

 

 

森  義仁 

田中 若代 

古澤 亜紀 

 

 

中高生の身近なロールモデ

ルである理系女子学生の高校

生活、受験体験、現在の大学生

活、そして将来の希望について

知る機会となった。 

 

 

 

主に大学教員と、中高の教員

間でどのような協働ができる

かについて、現状の課題を踏ま

えながら前向きに討議できた。

15:00～15:40 

 

（９）サイエンスカフェⅢ 

「企業における女性研究者の

活躍」 

女性の科学・技術者の講演を

通じて、理系進路選択の現状や

その魅力について知る機会と

する。 

 

講師：渡辺美代子 

（国立研究開発法人科学技

術振興機構執行役） 

 

進行：鳥養 映子 

 

保護者にとって、理系進路選

択の現状やその魅力を知ると

ともに、理系進路を考える子ど

もの後押しをしたいと思える

機会となった。 

15:50～17：10 （１０）サイエンスカフェⅣ 

「ポスター展示・キャリア相

談」 

 女子中高生の理系進路選択

支援に向けて、男女共同参画学

協会連絡会や企業、大学等のポ

スターブースを回り、最先端の

科学・技術について知る機会と

する。また、理系の進路につい

て相談することで、我が子や生

徒の進路に関する不安や悩み

等の解決に近づける場とする。

 ３９の協力学会等が展示ブ

ースを設置した。様々な分野の

研究者・技術者による最先端の

技術についての説明や、理系進

路に関する疑問に対する回答

などから、理系進路選択をよく

知る機会となった。 
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18:00～19:00 

 

【女子中高生

と共通】 

（１１）交流会 

 

  

19:15～20:45 （１２）サイエンスカフェⅤ 

「海外理工系事情」 

 海外からの留学生と保護

者・教員が交流する場を設け、

それぞれの国の生活、文化、科

学・技術等、諸外国の状況につ

いて理解を深めるとともに、我

が国の現状について再確認す

る機会とする。 

留学生ＴＡ 

 

中山 敦子 

山本 文子 

(日本物理学会) 

宋  苑瑞 

小口 千明 

(日本地球惑星科学連合・

日本地形学連合) 

 諸外国の文化や科学技術の

状況、日本における理系進路の

状況などについて再認識し、日

本と世界との状況の違いにつ

いて知る機会となり、有用な時

間となった。 

21:00～22:00 

 

【女子中高生

と共通】 

（１３）研究者・技術者やＴＡ
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８月８日 
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３日間の合宿研修を踏まえ、

それぞれの学校に戻ったとき

に、この合宿研修の経験をどう

生かすかについて考える機会

として、教員同士のディスカッ

ション等を行う。 
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田中 若代 

古澤 亜紀 
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修を振り返るとともに、保護者
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される時間となった。 

 

 

 

 

 

同業者同士、ゆっくりと意見
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 科学的に視野を広げる経験

を参加者全員で共有できるよ

うな実験に保護者や教員も参

加・見学を行う。 

講師：柏原 賢二 参加者の女子中高生が行う

「人間コンピュータ」というテ

ーマでの実験を見学。研修最終

日まで、プログラムに意欲的に

取り組む我が子や生徒の姿を

見ることができた。 

11:15～12:00 

 

【女子中高生

と共通】 

（１６）学生企画 

「夏学振り返りと表彰式」 

 

  

12:00～12:45 

 

【女子中高生

と共通】 

（１７）サイエンスアンバサダ

ー任命式・閉校式 

 

 

 

 

 

１３ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

・２泊３日の合宿研修終了後も、研修の普及と支援の継続、研修の効果の確認という観点から、参加者に 

よるアンバサダー活動、講師等によるメンター活動、ロールモデル集の作成と配付、フォローアップ調 

査や進路調査を行うこととした。 

・「夏学タイムズ」という機関紙を発行し、参加者への活動報告としてはもちろん、女子中高生の理系進 

路選択支援を広く周知するためのチラシとしても、活用した。 

・キャリア講演の講師は、夏学卒業生でもあり、学生企画委員として企画・運営に長く携わった者、女 

子中高生にとって知名度のある企業で働く女性に依頼した。 

・サイエンスアドベンチャーⅠ「ミニ科学者になろう」での実験・実習の内容は、進路を理系にするか文 

系にするか、選択を迷っている女子中高生にも対応できるよう、科学への興味関心を高める「不思議体 

験コース」とより専門性の高い「チャレンジコース」の２種類を、前回と同様に用意した。 

・女子中高生がプログラムに取り組む様子が分かるよう、サイエンスアドベンチャーⅠ「ミニ科学者にな 

ろう」や「一体感型実験」等、保護者・教員向けに実験・実習の参加・見学の時間を設けた。 

・留学生ＴＡを増員し、女子中高生だけでなく、保護者・教員との交流の時間を設ける等、国際交流プ 

ログラムの充実を図った。 

・参加者である女子中高生に年齢や感覚が近い学生による企画を、積極的に取り入れた。 

 

１４ プログラム全体で得られた知見 

・今回で１１回目の開催となるが、企画委員をはじめとする夏学スタッフ、特に学生ＴＡの活躍を中心と 

して、過去の研修成果とともに、これまでの継続によるノウハウの積み上げを生かし、更に充実した内 

容となった。 

・すでに理系を目指すことを決めている女子中高生とともに、今回から、進路を理系にするか文系にする 

か迷っている女子中高生にも、実験・実習や学生企画プログラム等を通じて理系の進路選択の魅力を 

伝えられる内容としたが、引き続き高い満足度、有用度を得られた。 

・各プロクラムを通じて、全国からの参加者がロールモデルとなる女性研究者・技術者や女子大学生・大 

学院生と交流することにより、理系の女性によるネットワーク形成の機会となった。 

・参加者の「大学生になってＴＡとしてまた戻ってきたい」という感想にあらわれているとおり、参加者(女 

子中高生)→学生ＴＡ(理系女子大学生)→学生企画委員(理系女子大学生・大学院生)→企画委員(女性科 

学・技術者、教員等)というキャリアが形成されている。 

 

１５ プログラムの成果 

（１）  参加者の全体の満足度 

中高生  ９９．１％（非常に満足 ８２．１％、満足１７．０％） 

保護者 １００．０％（非常に満足１００．０％） 

教 員 １００．０％（非常に満足 ７０．０％、満足３０．０％） 

（２）  参加者のプログラムの有用度 

中高生  ９３．９％（非常に有用 ６５．０％、有用２８．９％） 

保護者  ９９．３％（非常に有用 ６９．５％、有用２９．８％） 

教 員  ９４．７％（非常に有用 ３６．８％、有用５７．９％） 

 

１６ 今後の課題及び展望 

・募集期間中、中学１～２年生の参加はできないのか、という問い合わせが数件あった。開催時において 

は、高校３年生はすでに進路が確定している場合が多いと思われるとともに、実際の参加者も５人程度

であることから、募集の対象学年を今後検討していく必要がある。 

・参加者決定について、確保できる学生ＴＡの数や負担等を考えると、「１班５～６人×２０班」以内の人

数が適正であると考える。次回以降も、最高１２０人程度の人数となるように、参加者を決定する。 

・参加者のアンケートを見ると、概ね良好な感想であった。しかし、３日目の「一体感型実験」につい 

ては、「難しく、よく分からなかった」という意見が見られた。今回初めての試みであったため、題材、 

展開等について担当者を中心に実行委員会で再度検討し、改善を加えることが必要である。 

・実験・実習は１６コースであった。参加者にとっては選択肢が増え、少人数で実施できるというメリッ 
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して、過去の研修成果とともに、これまでの継続によるノウハウの積み上げを生かし、更に充実した内 

容となった。 

・すでに理系を目指すことを決めている女子中高生とともに、今回から、進路を理系にするか文系にする 

か迷っている女子中高生にも、実験・実習や学生企画プログラム等を通じて理系の進路選択の魅力を 

伝えられる内容としたが、引き続き高い満足度、有用度を得られた。 

・各プロクラムを通じて、全国からの参加者がロールモデルとなる女性研究者・技術者や女子大学生・大 

学院生と交流することにより、理系の女性によるネットワーク形成の機会となった。 
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中高生  ９９．１％（非常に満足 ８２．１％、満足１７．０％） 

保護者 １００．０％（非常に満足１００．０％） 

教 員 １００．０％（非常に満足 ７０．０％、満足３０．０％） 

（２）  参加者のプログラムの有用度 

中高生  ９３．９％（非常に有用 ６５．０％、有用２８．９％） 
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１６ 今後の課題及び展望 

・募集期間中、中学１～２年生の参加はできないのか、という問い合わせが数件あった。開催時において 

は、高校３年生はすでに進路が確定している場合が多いと思われるとともに、実際の参加者も５人程度

であることから、募集の対象学年を今後検討していく必要がある。 

・参加者決定について、確保できる学生ＴＡの数や負担等を考えると、「１班５～６人×２０班」以内の人

数が適正であると考える。次回以降も、最高１２０人程度の人数となるように、参加者を決定する。 

・参加者のアンケートを見ると、概ね良好な感想であった。しかし、３日目の「一体感型実験」につい 

ては、「難しく、よく分からなかった」という意見が見られた。今回初めての試みであったため、題材、 

展開等について担当者を中心に実行委員会で再度検討し、改善を加えることが必要である。 

・実験・実習は１６コースであった。参加者にとっては選択肢が増え、少人数で実施できるというメリッ 
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トがあったが、施設的には研修棟で実施できるぎりぎりの数であった。使用希望が重複していたパソコ 

ン教室での実習については、大妻嵐山中学校・高等学校の協力により実施することができたが、次回以 

降は、実験・実習のコース数を制限しての募集が必要と考える。また、１学会（団体）で複数申し込ん 

でいるところもあるため、一つに絞って申し込んでもらう必要がある。 

・ポスター展示の参加団体は、ブースの設営ができる広さ、現在ある展示パネルの数からみて、限界の 

  ３９団体であった。これも募集の際には先着３６団体まで、と明示する必要がある。また、各ブースで 

配布してよいものについても明示する。 

・平成２６年度は、台風が接近していたため最終日のプログラムを取りやめ、公共交通機関が動いている 

うちにできるだけ早く帰宅させる対応を取ったことから、今年度は様々な想定に基づくリスク管理を考 

え、参加者の緊急連絡先を提示してもらったり、緊急時の企画委員の動きのマニュアル化を行ったりした。 

・男女共同参画学協会連絡会をはじめ、各学会との連携をさらに強化する。今年度は、日本学術会議との 

共催が実現した。 

・プログラムの充実に伴い、事務量も増えている。開催中の事務局の設置、寄附金の取扱いをはじめとす 

る事務業務の工夫と効率化を進める必要がある。 

・寄附金の募集等については、企画委員会の中に専門委員会を立ち上げた。夏学の自立に向けて、経団連 

等の協力を得られるように動き出しているところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開校式                         サイエンスカフェⅠ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイエンスアドベンチャーⅠ               サイエンスアドベンチャーⅡ 

「実験・実習」                     「ポスター展示・キャリア相談」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生企画 「キャリア・プランニング」          学生企画「Ｇate Way」 
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話
し
合

い
、
理

系
の

進
路

や
自
分
自
身
の
進

路
選
択
に
つ
い
て
、

深
く
知
り
、
考
え
る
。
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夏
学
３
日

間
夏

学
３
日

間
以

降

「
女

子
中

高
生

夏
の

学
校

２
０
１
５
　
～

科
学

・
技

術
・

人
と
の

出
会

い
～

」
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ザ

イ
ン

内 容１ 日 目 内 容 ２ 日 目 内 容 ３ 日 目

キ
ャ
リ
ア
講

演

サ
イ
エ
ン
ス
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
Ⅰ

ミ
ニ
科

学
者

に
な
ろ
う

サ
イ
エ
ン
ス
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
Ⅱ

研
究
者
・
技
術
者
と
話
そ
う

【
学
生
企
画
】

サ
イ
エ
ン
ス
バ
ト
ル
！
？

【
学
生
企
画
】

i f
ut

ur
e

【
学
生
企
画

】

キ
ャ
リ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

一
体

感
型

実
験

サ
イ
エ
ン
ス
ア
ン

バ
サ

ダ
ー

【
学
生
企
画
】

夏
学

振
り
返

り
と
表

彰
式

サ
イ
エ
ン
ス
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

任
命
式

・
理
系
で
活
躍
す
る
女

性
の
姿
を
知
る
。

・
科

学
・
技

術
へ
の
興

味
関
心
を
高

め
る
た

め
、
実

際
に
実

験
・
実

習
を
体

験
す
る
。

・
ク
イ
ズ
・
ゲ
ー
ム
形
式
で
、

理
系
分
野
に
親
し
む
。

・
研
究
者
・
技
術
者
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
等

に
よ
る
ブ
ー
ス
を
設

け
交

流
し
、
進

路

相
談
等
行
う
。

①
研

究
者
・
技
術

者
の
キ
ャ
リ
ア
相
談
、

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

②
大
学
生
・
院
生
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ッ

シ
ョ
ン

③
海
外
か
ら
の
留
学
生
や
科
学
技
術

者
と
の
国
際
交
流

自
分

自
身

の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
。

理
系

分
野

で
活

躍
す
る

女
性
の
実
態
を
知
る
。

理
系

分
野

を
体

験
す
る
。

理
系

分
野

を
体
験
す
る
。

理
系
分
野
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
相
談
す
る
。

・
理

系
の

人
生

を
ゲ
ー
ム
で

疑
似
体
験
す
る
。

・
科

学
的

な
視

野
を
広

げ
る
体

験

を
全

員
で
共
有
す
る
。

・
３
日
間
の
活
動
を
振
り
返
る
。

・
地

域
に
帰

っ
て
理
系

の
楽
し
さ
を
伝
え
る
サ
イ

エ
ン
ス
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

に
任
命
す
る
。

グ
ル

ー
プ
、
学

生
Ｔ
Ａ
、
ス
タ
ッ
フ
等

と
親

交
を
深

め
な
が

ら
、
理

系
分
野

に
親

し
む
。

夏
学

参
加

の
心

構
え
を
学
び
、

参
加

者
同

士
で
話
し
合
う
。

・
グ
ル
ー
プ
で
キ
ャ
リ
ア

に
つ
い
て
話

し
合

い
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の

m
in

d 
m

ap
を
作
成
す
る
。

サ
イ
エ
ン
ス
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
活
動

メ
ン
タ
ー
に
よ
る
相
談
活
動

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
集
の
作
成

・
学
校
、
地

域
に
帰
っ
て
理

系
の

楽
し
さ
、

面
白

さ
を
伝

え
る
。

・
夏
学
に
関
わ
っ
た
研
究
者
、
技
術
者
、

学
生

Ｔ
Ａ
の

協
力

に
よ
り
、
将

来
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
ロ
ー
ル
モ

デ
ル

集
を
作

成
す
る
。

・
３
日

間
終

了
後

も
理

系
進

路
選
択

を
支

援
す
る
た
め
、
女
子

中
高
生

へ

の
相

談
活

動
を
継

続
す
る
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調

査
進

路
調

査

・
夏

学
で
得

た
こ
と
が

、
そ
の
後

の
学

校
生

活
に
役

立
っ
て
い
る
か

、
進

路
選

択
に
影

響
が

あ
っ
た
か

を
調

査
す
る
。

・
自

分
の
将
来
に
つ
い
て
他

の
参
加
者
と
話
し
合
う
。

夏
学
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
理
系
分
野
に
つ
い
て

考
え
、
ま
た
、
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
の

役
割
を
認
識

す
る
。

【
学
生
企
画
】

G
at

e
W

ay

・
様
々
な
分
野
、
年

代
の
人
々
と
話
し
合

い
、
理

系
の

進
路

や
自
分
自
身
の
進

路
選
択
に
つ
い
て
、

深
く
知
り
、
考
え
る
。
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５ 男女共同参画推進フォーラム

 

１ 趣  旨   男女共同参画社会を推進する行政担当者、女性団体やＮＰＯのリーダー及び大学や企業にお

いて組織内のダイバーシティや女性の活躍を推進する担当者等が一堂に会し、課題の共有と課

題解決のための方策を探る研修を実施する。同時に、組織分野を越え、連携・協働して男女共

同参画を推進するためのネットワーク形成を図る。 

 

２ テ ー マ  「一人ひとりの活躍が社会を創る」 

 

３ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 

 

４ 会  場  ＮＷＥＣ 

 

５ 期  日  平成２７年８月２０日（木）～８月２２日（土） ２泊３日 

 

６ 対  象  男女共同参画に関心のある者（行政、企業、大学、ＮＰＯ等の組織において男女共同参画の推

進に携わる者、並びに女性団体、女性／男女共同参画センター職員を含む） 

 

７ 参 加 者  １，２５２名 

 

８ 都道府県別参加者数                                    （名） 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 

北海道 ３３ 埼玉県 ２３２ 岐阜県 ９ 鳥取県 － 佐賀県 ３

青森県 ２ 千葉県 ９６ 静岡県 １４ 島根県 １ 長崎県 ２

岩手県 １３ 東京都 ３３５ 愛知県 １７ 岡山県 ４ 熊本県 １

宮城県 ８ 神奈川県 ５６ 三重県 ３ 広島県 ５ 大分県 ４

秋田県 ７ 山梨県 ５９ 滋賀県 － 山口県 １ 宮崎県 －

山形県 － 新潟県 １７ 京都府 ６ 徳島県 ６ 鹿児島県 ３

福島県 ２２ 長野県 ３５ 大阪府 ２２ 香川県 － 沖縄県 ９

茨城県 ３０ 富山県 ２ 兵庫県 ５ 愛媛県 ２ 無回答他 ９

栃木県 ９４ 石川県 ５ 奈良県 ５ 高知県 １ 合 計 １,２５２

群馬県 ６３ 福井県 １ 和歌山県 １ 福岡県 ９ 

 

９ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

８月２０日 

13:15～13:30 

（１）開会 

主催者あいさつ 

 

内海 房子（ＮＷＥＣ理

事長） 

徳田 正一（文部科学省

生涯学習政策局審議官）

 

13:30～14:40 （２）特別講演「超成熟社会の鍵

は“女性”」 

保育所待機児童対策をはじめ、

女性の活躍支援に精力的に取り組

んでいる林市長が、女性活躍にか

ける思いと今後の展望を語る。 

林  文子（横浜市長） 自身のキャリアや、横浜市の

「待機児童ゼロ」への取組のプ

ロセス、行政トップとしてのリ

ーダーシップ等について語り、

男女がお互いに尊重し合い、強

みを生かし合う風土をつくるに

は、長時間労働等男性中心型の

働き方を変え、本当のワークラ

イフバランスを実現していくこ

とが重要等の提言を示した。 

 

15:30～17:30 （３）ワークショップ１・パネル

展示１ 

・会館提供ワークショップ「男女

共同参画の視点に立つキャリア開

発プログラムを考える」 

ＮＷＥＣが開発したキャリア開

発学習プログラムの紹介と、プロ

グラム企画の基礎となるニーズ及

び課題把握に関する研修修了者の

報告やグループワークから、地域

における男女共同参画の推進と、

男女共同参画の視点をもったキャ

リア開発に向けた学習プログラム

の展開について考える。 

講師： 

神田 道子（東洋大学名

誉教授、ＮＷＥＣ事業課

客員研究員） 

亀田 温子（十文字学園

女子大学人間生活学部

教授） 

松下 光恵（ＮＰＯ法人

男女共同参画フォーラム

しずおか代表理事） 

報告者： 

井上 智美（ＮＷＥＣ学

習オーガナイザー養成研

修１期生） 

ファシリテーター： 

西山恵美子（ＮＷＥＣ事

業課客員研究員） 

講義の中で、男女共同参画及

びキャリア開発の視点から、キ

ャリアを重ねる中で社会的位置

と役割をつかむことの重要性、

プログラム立案時における実態

把握やターゲットの絞り込みが

ポイントであり、男女共同参画

の視点からの事業企画力が求め

られていることが、明らかにな

った。また参加者同士のグルー

プワークにより、キャリア開発

における実際の課題を整理・共

有することで、学習オーガナイ

ザー養成の必要性に対する気運

が高まった。 

 ・募集ワークショップ 

（ワークショップの部１１件、 

パネル展示の部５件） 

  

８月２１日 

10:00～12:00 

（４）ワークショップ２・パネル

展示２ 

・会館提供ワークショップ 

「第５９回国連婦人の地位委員会

（ＣＳＷ）報告会」 

２０１５年３月９日～２０日に

国連本部（ニューヨーク）で開催

された第５９回国連婦人の地位委

員会（ＣＳＷ）では、「北京宣言・

行動綱領及び第２３回国連特別総

会成果文書の実施に関する見直し

と評価」を優先テーマとし、各国

代表や国連関係機関、ＮＧＯ代表

らによるステートメント、大臣級

円卓会合やパネルディスカッショ

ンが行われた。このワークショッ

プでは、優先テーマに関する議論

や、ＮＧＯが実施したサイド・イ

ベント等について、ＣＳＷ参加者

が解説する。 

報告者： 

池永 肇恵（内閣府大臣

官房審議官（男女共同参

画局担当）、男女共同参

画局総務課長） 

源河真規子（厚生労働省

雇用均等・児童家庭局

総務課調査官） 

西鍋 早葵（日本ＢＰＷ

連合会２０１５ＣＳＷ

インターン、山梨県立大

学国際政策学科） 

渡辺 美穂（ＮＷＥＣ研

究国際室研究員） 

報告者兼コーディネー

ター： 

越智 方美（ＮＷＥＣ研

究国際室専門職員） 

ＣＳＷでの議論を総括し、ポ

イントとして、①男性の男女共

同参画分野への参画促進、②女

性施策実施状況に対するモニタ

リング指標としてのジェンダー

統計の重要性、③女性関連事業

に対する適切な予算配分、④次

世代育成の４点を示した。また

「女性の職業生活における活躍

の推進に関する法律」の概要、

第４次男女共同参画基本計画の

策定スケジュール等の最新情報

が示された。 

ＣＳＷは市民社会組織の参画

の長い歴史があり、ＮＧＯブリ

ーフィングやパラレル・イベン

ト等を通じて活発な情報交換が

行われている等、国際的動向に

ついての情報を共有する機会と

なった。 

 ・募集ワークショップ 

（ワークショップの部１２件、 

パネル展示の部６件） 
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15:30～17:30 （３）ワークショップ１・パネル

展示１ 

・会館提供ワークショップ「男女

共同参画の視点に立つキャリア開

発プログラムを考える」 

ＮＷＥＣが開発したキャリア開

発学習プログラムの紹介と、プロ

グラム企画の基礎となるニーズ及

び課題把握に関する研修修了者の

報告やグループワークから、地域

における男女共同参画の推進と、

男女共同参画の視点をもったキャ

リア開発に向けた学習プログラム

の展開について考える。 

講師： 

神田 道子（東洋大学名

誉教授、ＮＷＥＣ事業課

客員研究員） 

亀田 温子（十文字学園

女子大学人間生活学部

教授） 

松下 光恵（ＮＰＯ法人

男女共同参画フォーラム

しずおか代表理事） 

報告者： 

井上 智美（ＮＷＥＣ学

習オーガナイザー養成研

修１期生） 

ファシリテーター： 

西山恵美子（ＮＷＥＣ事

業課客員研究員） 

講義の中で、男女共同参画及

びキャリア開発の視点から、キ

ャリアを重ねる中で社会的位置

と役割をつかむことの重要性、

プログラム立案時における実態

把握やターゲットの絞り込みが

ポイントであり、男女共同参画

の視点からの事業企画力が求め

られていることが、明らかにな

った。また参加者同士のグルー

プワークにより、キャリア開発

における実際の課題を整理・共

有することで、学習オーガナイ

ザー養成の必要性に対する気運

が高まった。 

 ・募集ワークショップ 

（ワークショップの部１１件、 

パネル展示の部５件） 

  

８月２１日 

10:00～12:00 

（４）ワークショップ２・パネル

展示２ 

・会館提供ワークショップ 

「第５９回国連婦人の地位委員会

（ＣＳＷ）報告会」 

２０１５年３月９日～２０日に

国連本部（ニューヨーク）で開催

された第５９回国連婦人の地位委

員会（ＣＳＷ）では、「北京宣言・

行動綱領及び第２３回国連特別総

会成果文書の実施に関する見直し

と評価」を優先テーマとし、各国

代表や国連関係機関、ＮＧＯ代表

らによるステートメント、大臣級

円卓会合やパネルディスカッショ

ンが行われた。このワークショッ

プでは、優先テーマに関する議論

や、ＮＧＯが実施したサイド・イ

ベント等について、ＣＳＷ参加者

が解説する。 

報告者： 

池永 肇恵（内閣府大臣

官房審議官（男女共同参

画局担当）、男女共同参

画局総務課長） 

源河真規子（厚生労働省

雇用均等・児童家庭局

総務課調査官） 

西鍋 早葵（日本ＢＰＷ

連合会２０１５ＣＳＷ

インターン、山梨県立大

学国際政策学科） 

渡辺 美穂（ＮＷＥＣ研

究国際室研究員） 

報告者兼コーディネー

ター： 

越智 方美（ＮＷＥＣ研

究国際室専門職員） 

ＣＳＷでの議論を総括し、ポ

イントとして、①男性の男女共

同参画分野への参画促進、②女

性施策実施状況に対するモニタ

リング指標としてのジェンダー

統計の重要性、③女性関連事業

に対する適切な予算配分、④次

世代育成の４点を示した。また

「女性の職業生活における活躍

の推進に関する法律」の概要、

第４次男女共同参画基本計画の

策定スケジュール等の最新情報

が示された。 

ＣＳＷは市民社会組織の参画

の長い歴史があり、ＮＧＯブリ

ーフィングやパラレル・イベン

ト等を通じて活発な情報交換が

行われている等、国際的動向に

ついての情報を共有する機会と

なった。 

 ・募集ワークショップ 

（ワークショップの部１２件、 

パネル展示の部６件） 
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13:00～15:00 （５）シンポジウム「北京世界女

性会議 －あの時、今、そしてこ

れから」 

※企画・協力 北京＋２０ＮＧＯ

フォーラム実行委員会 

第４回世界女性会議・北京会議

（１９９５年）で採択された「行

動綱領」では女性と貧困等１２の

重大問題領域の下、ジェンダー平

等のための課題が設定された。採

択から２０年を経て、何が達成さ

れ、今なおどのような問題がある

のか、シンポシストがそれぞれ専

門の立場から検証し、これからの

歩みについて提言する。 

パネリスト： 

林  陽子（国連女性差

別撤廃委員会委員長） 

坂東眞理子（学校法人昭

和女子大学理事長） 

船橋 邦子（北京ＪＡＣ

（世界女性会議ロビイ

ングネットワーク）代

表） 

谷口真由美（大阪国際大

学准教授） 

コーディネーター： 

有馬真喜子（ＮＰＯ法人

国連ウィメン日本協会

理事長） 

各パネリストより、北京世界

女性会議後２０年間の政府・Ｎ

ＧＯの国内外の取組報告及びレ

ビューと今後に向けての提言が

あった。総括として、男女共同

参画の課題は日常の生活につな

がっていること、北京世界女性

会議を契機に日本各地で草の根

の活動が広がったように、今回

のシンポジウムの成果も全国各

地に広がり、さらなる目標に向

かって歩むきっかけとしてほし

いとのコメントが寄せられた。

15:30～17:30 （６）ワークショップ３・パネル

展示３ 

・会館提供ワークショップ「リレ

ートーク“東北はいま ～男女共

同参画の視点からの復興”」 

※共催 復興庁男女共同参画班 

男女共同参画の視点による復興

の必要性とノウハウを国内外に発

信する取組について、震災直後か

ら被災地の復興に取り組んできた

当事者による「情報発信」を共有

し、新たな連携や支援の創出と復

興の加速化を目指す。 

報告者： 

伊藤 怜子（ＮＰＯ法人

こそだてシップ理事長）

八木 純子（一般社団法

人コミュニティスペー

スうみねこ代表） 

遠藤  惠（ＮＰＯ法人

市民メディア・イコー

ル副代表） 

武川 恵子（内閣府男女

共同参画局長） 

山崎 裕子（ＮＷＥＣ情

報課情報係長（併）専門

職員） 

第一部では、東北被災３県か

らの事例報告として、復興に向

けた人材・場・資金の確保等、

活動から見えてきた地域課題を

報告。報告者より「『分断』から

多様性の尊重へ」との提言があ

った。 

第二部では、政府及びＮＷＥ

Ｃによる国内及び国際的取組に

ついての最新情報を示した。 

会場の隣には３日間を通して

パネル展示を行い、男女共同参

画の視点からの復興について情

報発信する機会となった。 

 ・募集ワークショップ 

（ワークショップの部１０件、 

パネル展示の部５件） 

  

18:30～20:00 （７）懇親会  リラックスした雰囲気の中で

参加者同士による情報交換やネ

ットワークづくりができた。 

８月２２日 

10:00～12:00 

（８）ワークショップ４・パネル

展示４ 

・募集ワークショップ 

（ワークショップの部１０件、 

パネル展示の部５件） 

  

13:00～15:00 （９）映画「人生、いろどり」上

映会 

過疎地に住む女性たちによる、

「葉っぱビジネス」の成功の実話

をモデルとした映画。地域におけ

る男女共同参画の推進、コミュニ

ティビジネスへの女性の参画、農

村女性の経済的自立や女性のエン

パワーメント、家族の在り方、退

職後の生き方等について考える。 

 アンケートでは「女性のエン

パワーメントが自然に描かれて

いてフォーラムにぴったりの内

容だった」「どんなことも年齢に

関係なく一生懸命やればできる

んだ、と勇気をもらった」と男

女共同参画に興味をもち始めた

参加者も気軽に参加できるプロ

グラムとして好評を得た。 

 

１０ ワークショップ・パネル展示一覧（タイトル・実施団体・グループ名） 

 別添参照 

 

１１ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

   ・男女共同参画社会の実現には、ひとにぎりのトップリーダーの活躍だけではなく、社会を構成している

一人ひとりが、それぞれの持ち場、領域で自分のもっている能力・個性を発揮していくことが求められ

ていること、女性の活躍推進は、ごく一部の女性のためだけではないというメッセージを込めた。 

 ・基調講演、シンポジウムに加え、興味関心をもち始めた人も気軽に参加できるプログラムとして、最終

日に映画上映会を実施した。 

   ・事業企画・実施に際し、関係府省・ＮＧＯとの連携を意識した。会館提供ワークショップの１つを復興

庁男女共同参画班と共催、シンポジウムは北京＋２０ＮＧＯフォーラム実行委員会の協力を得て実施し、

企画・運営・集客面に協力を得たほか、女性教育情報センター前で開催した資料展示において、アーカ

イブ資料の提供を受けた。このフォーラム全体を、外務省主催「女性が輝く社会に向けた国際シンポジ

ウム（ＷＡＷ！２０１５）」の趣旨に賛同する「シャイン・ウィークス」公式サイドイベントとして登録

し、フォーラムの趣旨や内容を広くアピールした。 

 

１２ プログラム全体で得られた知見 

   「第３次男女共同参画基本計画」に示されている施策を参考に設定した８つのテーマ（①女性のキャリア 

形成支援、②企業における女性の活躍推進、③学校教育における男女共同参画、④男性にとっての男女共同 

参画、⑤安全・安心と男女共同参画、⑥地域づくりにおける男女共同参画、⑦男女共同参画センターの役割、 

⑧国際的連携）に沿ったワークショップ、展示、特別講演、シンポジウム、映画上映会を実施し、最新の情 

報提供や参加者同士の交流推進に努めた。 

   募集ワークショップ（ワークショップの部及びパネル展示の部）の実施は、運営団体にとって、他団体の 

実践者や研究者などから貴重な意見を聞き視野を広めるとともに、新たな協働関係やネットワークづくりの 

きっかけを得る場となった。 

 

１３ プログラムの成果 

（１） 参加者全体の満足度  ９６.０％（とても満足 ４６.２％、満足 ４９.８％） 

（２） 参加者のプログラム別満足度  

     ・特別講演「超成熟社会の鍵は“女性”」９１.７％（とてもよかった ６０.６％、よかった  

３１.１％） 

・シンポジウム「北京世界女性会議 －あのとき、今、そしてこれから」９１.６％（とてもよかった 

５５.２％、よかった ３６.４％） 

・映画「人生、いろどり」上映会９７.７％（とてもよかった ７２.７％、よかった ２５.０％） 

 （３） 「募集ワークショップ（ワークショップの部及びパネル展示の部）運営者」の満足度 ９５.７％ 

（とてもよかった ７６.６％、よかった １９.１％） 

  （４） 「募集ワークショップ運営者フォローアップアンケート（２０１６年２月実施）」の有用度 

９５.９％（非常に役立った ５９.２％、役立った ３６.７％） 

 

１４ 今後の課題及び展望 

特別講演、シンポジウムは、６００席の講堂が満席となり、大盛況であった。今後も社会的知名度の高い 

  講師によるプログラムを盛り込むことで、男女共同参画推進の波及効果を高めたい。映画上映は講座やセミ 

ナーと違う切り口で、男女共同参画について考える機会となった。参加者アンケートでは、全体を通じて一 

般向けの内容を求める声がある一方、ナショナルセンターならではの専門的かつ高度な内容のプログラムへ 

の期待も寄せられている。フォーラムの趣旨や今後の男女共同参画推進の方向性を踏まえ、どちらに重点を 

置くのか、今後検討の必要性がある。 

   参加者全体に対する「研究者・大学教員」の割合は５５名（４．４％）、「会社員・企業関係者」は３２名 

（２．６％）と少ないが、募集ワークショップをみると、大学ゼミ授業の成果発表として学生自身によるワ 

ークショップが実施される等、本フォーラムが大学やダイバーシティ先進企業等における男女共同参画推進 

の成果報告の場として活用され、連携の可能性も少しずつ広がっている。男女共同参画推進の次世代リーダ 
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一人ひとりが、それぞれの持ち場、領域で自分のもっている能力・個性を発揮していくことが求められ

ていること、女性の活躍推進は、ごく一部の女性のためだけではないというメッセージを込めた。 

 ・基調講演、シンポジウムに加え、興味関心をもち始めた人も気軽に参加できるプログラムとして、最終

日に映画上映会を実施した。 

   ・事業企画・実施に際し、関係府省・ＮＧＯとの連携を意識した。会館提供ワークショップの１つを復興

庁男女共同参画班と共催、シンポジウムは北京＋２０ＮＧＯフォーラム実行委員会の協力を得て実施し、

企画・運営・集客面に協力を得たほか、女性教育情報センター前で開催した資料展示において、アーカ

イブ資料の提供を受けた。このフォーラム全体を、外務省主催「女性が輝く社会に向けた国際シンポジ

ウム（ＷＡＷ！２０１５）」の趣旨に賛同する「シャイン・ウィークス」公式サイドイベントとして登録

し、フォーラムの趣旨や内容を広くアピールした。 

 

１２ プログラム全体で得られた知見 

   「第３次男女共同参画基本計画」に示されている施策を参考に設定した８つのテーマ（①女性のキャリア 

形成支援、②企業における女性の活躍推進、③学校教育における男女共同参画、④男性にとっての男女共同 

参画、⑤安全・安心と男女共同参画、⑥地域づくりにおける男女共同参画、⑦男女共同参画センターの役割、 

⑧国際的連携）に沿ったワークショップ、展示、特別講演、シンポジウム、映画上映会を実施し、最新の情 

報提供や参加者同士の交流推進に努めた。 

   募集ワークショップ（ワークショップの部及びパネル展示の部）の実施は、運営団体にとって、他団体の 

実践者や研究者などから貴重な意見を聞き視野を広めるとともに、新たな協働関係やネットワークづくりの 

きっかけを得る場となった。 

 

１３ プログラムの成果 

（１） 参加者全体の満足度  ９６.０％（とても満足 ４６.２％、満足 ４９.８％） 

（２） 参加者のプログラム別満足度  

     ・特別講演「超成熟社会の鍵は“女性”」９１.７％（とてもよかった ６０.６％、よかった  

３１.１％） 

・シンポジウム「北京世界女性会議 －あのとき、今、そしてこれから」９１.６％（とてもよかった 

５５.２％、よかった ３６.４％） 

・映画「人生、いろどり」上映会９７.７％（とてもよかった ７２.７％、よかった ２５.０％） 

 （３） 「募集ワークショップ（ワークショップの部及びパネル展示の部）運営者」の満足度 ９５.７％ 

（とてもよかった ７６.６％、よかった １９.１％） 

  （４） 「募集ワークショップ運営者フォローアップアンケート（２０１６年２月実施）」の有用度 

９５.９％（非常に役立った ５９.２％、役立った ３６.７％） 

 

１４ 今後の課題及び展望 

特別講演、シンポジウムは、６００席の講堂が満席となり、大盛況であった。今後も社会的知名度の高い 

  講師によるプログラムを盛り込むことで、男女共同参画推進の波及効果を高めたい。映画上映は講座やセミ 

ナーと違う切り口で、男女共同参画について考える機会となった。参加者アンケートでは、全体を通じて一 

般向けの内容を求める声がある一方、ナショナルセンターならではの専門的かつ高度な内容のプログラムへ 

の期待も寄せられている。フォーラムの趣旨や今後の男女共同参画推進の方向性を踏まえ、どちらに重点を 

置くのか、今後検討の必要性がある。 

   参加者全体に対する「研究者・大学教員」の割合は５５名（４．４％）、「会社員・企業関係者」は３２名 

（２．６％）と少ないが、募集ワークショップをみると、大学ゼミ授業の成果発表として学生自身によるワ 

ークショップが実施される等、本フォーラムが大学やダイバーシティ先進企業等における男女共同参画推進 

の成果報告の場として活用され、連携の可能性も少しずつ広がっている。男女共同参画推進の次世代リーダ 
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ーとなる学生や若手研究者等に今後更にフォーラムを活用してもらえるよう、積極的な広報に努めた 

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特別講演「超成熟社会の鍵は“女性”」         シンポジウム「北京世界女性会議 －あの時、今、 

そしてこれから」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料展示「北京世界女性会議」              会館提供ワークショップ「男女共同参画の視点に立つキャ

リア開発プログラムを考える」 
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れ
た

原
発

事
故

か
ら

学
ん

だ
こ

と
～

一
般

社
団

法
人

国
際

女
性

教
育

振
興

会
福

島
県

支
部

7
若

者
の

性
意

識
と

デ
ー

ト
D

V
～

互
い

を
思

い
や

る
豊

か
な

関
係

を
め

ざ
し

て
～

N
P

O
法

人
S

E
A

N
（
シ

ー
ン

）
2
3

2
0
6

社
会

的
弱

者
を

支
え

る
”
ま

さ
か

”
の

時
に

つ
な

が
る

「
地

域
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

～
外

国
人

の
防

災
を

考
え

る
会

の
取

り
組

み
か

ら
得

た
も

の
は

？
～

特
定

非
営

利
活

動
法

人
み

ん
な

の
ま

ち
草

の
根

ネ
ッ

ト
の

会
4
2

北
京

会
議

か
ら

2
0
年

！
い

ま
だ

に
つ

づ
く
男

女
賃

金
差

別
！

！
均

等
待

遇
ア

ク
シ

ョ
ン

２
１

1
4

も
っ

と
数

字
で

勝
負

だ
！

－
デ

ー
タ

解
析

に
基

づ
い

た
男

女
共

同
参

画
の

ス
ス

メ
－

政
策

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
　

小
林

敦
子

2
9

2
0
7

女
性

活
躍

の
武

器
と

し
て

、
経

営
数

値
に

強
く
な

る
！

株
式

会
社

ビ
ー

エ
ム

エ
ー

3
1

与
謝

野
晶

子
を

羽
ば

た
か

せ
た

、
偉

大
な

夫
、

寛
与

謝
野

晶
子

を
語

る
会

4
0

脱
暴

力
支

援
と

複
合

的
援

助
の

有
効

性
メ

ン
ズ

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
協

会
1
2

2
0
8

非
正

規
で

働
く
3
5
歳

以
上

の
シ

ン
グ

ル
女

性
の

現
状

と
支

援
の

あ
り

方
を

考
え

る
公

益
財

団
法

人
横

浜
市

男
女

共
同

参
画

推
進

協
会

2
4

ま
な

ぶ
　

み
が

く
　

つ
な

が
る

　
→

一
歩

前
へ

！
　

「
お

茶
大

女
性

ビ
ジ

ネ
ス

リ
ー

ダ
ー

育
成

塾
：
徽

音
塾

」
お

茶
の

水
女

子
大

学
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
研

究
所

1
5

源
氏

物
語

に
学

ぶ
男

女
共

同
参

画
　

式
部

の
思

い
こ

そ
原

点
源

リ
ウ

会
2
7

大
会

議
室

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
　

女
性

の
力

で
変

革
を

～
男

女
共

同
参

画
と

災
害

リ
ス

ク
削

減
～

男
女

共
同

参
画

と
災

害
・
復

興
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（
J
W

N
D

R
R

)・
（
公

財
）
日

本
女

性
学

習
財

団
（
J
A

W
E
)

3
4

女
性

差
別

撤
廃

条
約

と
選

択
議

定
書

・
調

査
制

度
―

メ
キ

シ
コ

ケ
ー

ス
を

事
例

に
―

国
際

女
性

の
地

位
協

会
3
0

「
北

京
+
2
0
」
前

へ
！

～
世

界
の

潮
流

は
「
男

女
5
0
・
5
0
」
へ

ク
オ

ー
タ

制
を

推
進

す
る

会
1
0

3
0
1

学
校

教
育

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

―
学

校
教

育
で

育
て

た
い

「
道

徳
」
っ

て
？

―
男

女
平

等
を

す
す

め
る

教
育

全
国

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

4
3

「
北

京
+
2
0
以

後
の

課
題

と
戦

略
」

J
A

W
W

（
日

本
女

性
監

視
機

構
）

2
8

安
全

確
保

と
意

思
表

示
～

体
と

心
を

守
る

女
性

の
た

め
の

護
身

と
は

～
イ

ン
パ

ク
ト

東
京

(N
P

O
法

人
ラ

イ
フ

ラ
イ

ツ
）

3
7

3
0
3

～
減

災
と

克
災

～
と

男
女

共
同

参
画

と
よ

は
し

女
性

フ
ォ

ー
ラ

ム
4
4

『
ピ

ー
タ

ー
ラ

ビ
ッ

ト
』
か

ら
読

み
解

く
女

性
の

社
会

進
出

・
男

女
共

同
参

画
・
環

境
保

全
他

ヌ
エ

ッ
ク

・
ポ

タ
ー

ノ
ッ

ト
の

会
4
1

暮
し

と
キ

ャ
リ

ア
の

デ
ザ

イ
ン

～
し

つ
も

ん
で

未
来

を
拓

く
～

働
く
人

の
応

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

～
卓

育
の

す
す

め
～

暮
ら

し
と

キ
ャ

リ
ア

の
デ

ザ
イ

ン
研

究
会

＆
食

空
間

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
協

会
関

東
甲

信
越

支
部

1
3

3
0
4

男
女

共
同

参
画

ス
タ

デ
ィ

ツ
ア

ー
学

ん
だ

先
進

国
の

女
性

と
男

性
の

生
き

方
を

語
合

う
と

ち
ぎ

つ
ば

さ
の

会
2

花
作

り
で

環
境

と
男

女
共

同
参

画
問

題
を

解
決

八
万

花
の

会
2
6

3
0
6

男
女

共
同

参
画

社
会

の
啓

発
活

動
を

分
析

す
る

i-
さ

ん
か

く
座

（
あ

い
さ

ん
か

く
ざ

）
2
2

学
生

の
視

点
か

ら
見

る
男

女
共

同
参

画
～

結
婚

っ
て

何
だ

ろ
う

？
～

岩
手

大
学

男
女

共
同

参
画

推
進

学
生

委
員

会
2
5

女
性

関
連

施
設

の
成

果
っ

て
何

だ
ろ

う
？

－
「
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
等

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
の

調
査

」
報

告
会

－
特

定
非

営
利

活
動

法
人

リ
ソ

ー
ス

・
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
R

E
N

1
7

ど
ん

な
人

間
に

も
住

み
や

す
い

「
世

間
」
へ

～
男

女
共

同
参

画
と

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
ー

～
つ

る
が

し
ま

落
語

会
3

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
タ

イ
ト

ル
運

営
団

体
･グ

ル
ー

プ
名

N
o

パ
ネ

ル
展

示
タ

イ
ト

ル
運

営
団

体
･グ

ル
ー

プ
名

N
o

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

会
　

　
　

場

1
1
0

メ
デ

ィ
ア

と
格

闘
す

る
ア

ー
キ

ビ
ス

ト
た

ち
～

実
践

と
報

告
よ

り
N

W
E
C

ア
ー

キ
ビ

ス
ト

の
会

3
9

子
育

て
を

切
り

口
と

し
た

男
女

共
同

参
画

推
進

活
動

『
パ

パ
と

赤
ち

ゃ
ん

と
の

ベ
ビ

ー
ダ

ン
ス

』
一

般
社

団
法

人
日

本
ベ

ビ
ー

ダ
ン

ス
協

会
1

　
　

　
　

　
　

　
本

館
ロ

ビ
ー

（
総

合
受

付
と

な
り

）

1
0
1

暴
力

の
な

い
世

界
を

創
る

若
年

層
の

た
め

の
グ

ロ
ー

バ
ル

プ
ロ

グ
ラ

ム
公

益
社

団
法

人
ガ

ー
ル

ス
カ

ウ
ト

日
本

連
盟

3
8

『
災

害
と

女
性

』
ね

り
ま

ジ
ェ

ン
ダ

ー
研

究
会

2
　

　
　

　
　

　
　

本
館

ロ
ビ

ー
（
総

合
受

付
と

な
り

）

1
0
9

”
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

”
 を

語
ら

う
カ

フ
ェ

～
多

様
な

人
々

の
個

性
を

尊
重

し
組

織
を

伸
ば

す
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

の
魅

力
を

学
ぶ

～

”
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

”
の

本
質

と
魅

力
を

学
ぶ

会
3
5

筑
波

大
学

に
お

け
る

女
子

中
高

生
の

理
系

進
路

選
択

支
援

の
取

り
組

み
と

課
題

筑
波

大
学

　
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

推
進

室
3

　
　

　
　

　
　

　
本

館
ロ

ビ
ー

（
総

合
受

付
と

な
り

）

2
0
1

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
　

子
ど

も
た

ち
を

災
害

か
ら

守
る

～
防

災
寺

子
屋

（
so

le
）
の

活
動

～
N

P
O

法
人

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

な
が

れ
や

ま
・
流

山
子

育
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
ジ

ェ
ン

ダ
ー

を
探

そ
う

＠
L
ib

ra
ry

 ～
L
o
o
k 

at
 Y

o
u
r 

L
ib

ra
ry

 w
it
h
 g

e
n
d
e
r 

p
e
rs

p
e
c
ti
ve

～
図

書
館

員
の

キ
ャ

リ
ア

研
究

フ
ォ

ー
ラ

ム
4

　
　

　
　

　
　

　
本

館
2
階

　
　

　
　

　
　

　
　

 女
性

教
育

情
報

セ
ン

タ
ー

前

2
0
6

「
日

本
を

変
え

た
１

０
人

の
女

性
音

楽
家

」
ミ

ュ
ー

ジ
ッ

ク
　

ト
ラ

ベ
ル

6
ス

ポ
ー

ツ
と

女
性

埼
玉

県
男

女
共

同
参

画
推

進
セ

ン
タ

ー
5

　
　

　
　

　
　

　
本

館
ロ

ビ
ー

（
総

合
受

付
と

な
り

）

2
0
7

「
3
.1

1
 福

島
原

発
事

故
」
と

男
女

共
同

参
画

社
会

婦
人

国
際

平
和

自
由

連
盟

（
W

IL
P

F
)日

本
支

部
1
6

「
ク

オ
ー

タ
制

」
は

鍵
な

り
　

～
女

性
参

政
権

 こ
れ

ま
で

＆
こ

れ
か

ら
～

ク
オ

ー
タ

制
の

実
現

を
め

ざ
す

会
6

　
　

　
　

　
　

　
本

館
ロ

ビ
ー

（
総

合
受

付
と

な
り

）

2
0
8

安
心

・
安

全
な

「
対

話
を

醸
す

土
壌

を
作

る
」
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

紹
介

働
く
女

性
の

全
国

セ
ン

タ
ー

5
北

京
世

界
女

性
会

議
　

資
料

展
示

「
北

京
世

界
女

性
会

議
―

あ
の

時
、

今
、

そ
し

て
こ

れ
か

ら
」

国
立

女
性

教
育

会
館

（
企

画
・
協

力
：
北

京
＋

2
0
 N

G
O

フ
ォ

ー
ラ

ム
実

行
委

員
会

）
A

　
　

　
　

　
　

　
本

館
2
階

　
　

　
　

　
　

　
　

 女
性

教
育

情
報

セ
ン

タ
ー

前

3
0
1

東
京

か
ら

発
信

す
る

メ
ッ

セ
ー

ジ
「
こ

れ
で

い
い

の
か

！
男

女
平

等
条

例
制

定
」
～

渋
谷

区
と

台
東

区
の

実
情

～
東

京
男

女
平

等
条

例
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
2
0

男
女

共
同

参
画

の
視

点
か

ら
の

復
興

復
興

庁
男

女
共

同
参

画
班

B
　

　
　

　
　

　
　

研
修

棟
1
1
0
研

修
室

横

3
0
3

幻
の

染
「
紅

板
締

め
」
復

元
活

動
か

ら
得

た
文

化
と

女
性

史
－

内
に

秘
め

た
紅

の
パ

ワ
ー

を
現

代
に

受
け

継
ぐ

－
た

か
さ

き
紅

の
会

1
8

　

3
0
6

若
い

世
代

が
読

む
北

京
行

動
綱

領
－

行
動

綱
領

で
目

指
し

た
も

の
を

振
り

返
り

、
今

の
課

題
を

洗
い

出
そ

う
特

定
非

営
利

活
動

法
人

ア
ジ

ア
女

性
資

料
セ

ン
タ

ー
2
1

平
成

２
７

年
度

「
男

女
共

同
参

画
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

・
パ

ネ
ル

展
示

一
覧

　
　

　
　

　
　

　
　

日
時

会
場

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（
1
）
　

8
月

2
0
日

（
木

）
　

1
5
:3

0
～

1
7
:3

0
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
2
）
　

8
月

2
1
日

（
金

）
　

1
0
:0

0
～

1
2
:0

0
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
3
）
　

8
月

2
1
日

（
金

）
　

1
5
:3

0
～

1
7
:3

0

1 階 ２ 階

◆
実

技
研

修
棟

前
　

：
 情

報
交

換
コ

ー
ナ

ー
  

 参
加

者
の

皆
さ

ま
が

、
ご

所
属

団
体

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

チ
ラ

シ
な

ど
の

資
料

や
書

籍
な

ど
を

自
由

に
交

換
・
販

売
す

る
コ

ー
ナ

ー
を

設
置

し
ま

す
の

で
、

ご
利

用
く
だ

さ
い

。
資

料
の

運
搬

、
陳

列
、

金
銭

の
取

扱
い

な
ど

は
、

各
自

の
責

任
で

お
願

い
し

ま
す

。

研 修 棟

響
書

院

３ 階1 階 ２ 階

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（
4
）
　

8
月

2
2
日

（
土

）
　

1
0
:0

0
～

1
2
:0

0

３ 階

研 修 棟　
　

　
　

　
　

　
　

日
時

会
場

8
月

2
0
日

（
木

）
15

:3
0～

17
:3

0

パ
ネ

ル
展

示

8
月

2
1
日

（
金

）
10

:0
0～

12
:0

0
8
月

2
1
日

（
金

）
15

:3
0～

17
:3

0
8
月

2
2
日

（
土

）
10

:0
0～

12
:0

0
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ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
タ

イ
ト

ル
運

営
団

体
･グ

ル
ー

プ
名

N
o

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
タ

イ
ト

ル
運

営
団

体
･グ

ル
ー

プ
名

N
o

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
タ

イ
ト

ル
運

営
団

体
･グ

ル
ー

プ
名

N
o

1
1
0

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
つ

キ
ャ

リ
ア

開
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

考
え

る
会

館
提

供
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

N
1

第
5
9
回

国
連

婦
人

の
地

位
委

員
会

（
C

S
W

）
報

告
会

会
館

提
供

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
N

2
リ

レ
ー

ト
ー

ク
「
東

北
は

い
ま

～
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
復

興
」

会
館

提
供

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（
共

催
：
復

興
庁

男
女

共
同

参
画

班
）

N
3

1
0
1

大
学

生
に

よ
る

デ
ー

ト
D

V
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

－
寸

劇
・
歌

・
ダ

ン
ス

－
明

治
大

学
情

報
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

学
部

堀
口

悦
子

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
（
2
年

・
3
年

）
9

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
　

「
働

く
女

性
の

意
識

改
革

」
－

企
業

、
上

司
、

女
性

自
身

の
立

場
で

考
え

る
－

公
益

財
団

法
人

２
１

世
紀

職
業

財
団

1
9

女
性

差
別

撤
廃

条
約

と
日

本
ー

日
本

審
査

に
向

け
て

日
本

女
性

差
別

撤
廃

条
約

N
G

O
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
8

1
0
9

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

の
役

割
と

機
能

、
地

域
や

利
用

者
と

の
連

携
・
協

働
山

梨
県

立
男

女
共

同
参

画
推

進
セ

ン
タ

ー
（
ぴ

ゅ
あ

）
3
2

行
列

が
で

き
る

講
座

の
企

画
と

思
わ

ず
手

に
と

る
チ

ラ
シ

の
つ

く
り

方
～

人
が

集
ま

る
講

座
の

企
画

・
実

施
で

男
女

共
同

参
画

の
地

域
づ

く
り

を
！

～
講

座
企

画
塾

　
吉

田
清

彦
1

北
京

＋
2
0
「
世

代
間

対
話

ー
い

ま
の

視
点

か
ら

北
京

行
動

綱
領

を
読

む
」

北
京

J
A

C
（
世

界
女

性
会

議
ロ

ビ
イ

ン
グ

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
）

3
6

2
0
1

突
然

の
災

害
か

ら
地

域
や

た
い

せ
つ

な
人

を
守

る
た

め
の

「
エ

セ
ナ

お
お

た
版

避
難

所
運

営
ゲ

ー
ム

」
体

験
特

定
非

営
利

活
動

法
人

男
女

共
同

参
画

お
お

た
3
3

日
米

高
校

生
と

の
交

流
報

告
～

ジ
ェ

ン
ダ

ー
の

視
点

を
い

れ
た

原
発

事
故

か
ら

学
ん

だ
こ

と
～

一
般

社
団

法
人

国
際

女
性

教
育

振
興

会
福

島
県

支
部

7
若

者
の

性
意

識
と

デ
ー

ト
D

V
～

互
い

を
思

い
や

る
豊

か
な

関
係

を
め

ざ
し

て
～

N
P

O
法

人
S

E
A

N
（
シ

ー
ン

）
2
3

2
0
6

社
会

的
弱

者
を

支
え

る
”
ま

さ
か

”
の

時
に

つ
な

が
る

「
地

域
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

～
外

国
人

の
防

災
を

考
え

る
会

の
取

り
組

み
か

ら
得

た
も

の
は

？
～

特
定

非
営

利
活

動
法

人
み

ん
な

の
ま

ち
草

の
根

ネ
ッ

ト
の

会
4
2

北
京

会
議

か
ら

2
0
年

！
い

ま
だ

に
つ

づ
く
男

女
賃

金
差

別
！

！
均

等
待

遇
ア

ク
シ

ョ
ン

２
１

1
4

も
っ

と
数

字
で

勝
負

だ
！

－
デ

ー
タ

解
析

に
基

づ
い

た
男

女
共

同
参

画
の

ス
ス

メ
－

政
策

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
　

小
林

敦
子

2
9

2
0
7

女
性

活
躍

の
武

器
と

し
て

、
経

営
数

値
に

強
く
な

る
！

株
式

会
社

ビ
ー

エ
ム

エ
ー

3
1

与
謝

野
晶

子
を

羽
ば

た
か

せ
た

、
偉

大
な

夫
、

寛
与

謝
野

晶
子

を
語

る
会

4
0

脱
暴

力
支

援
と

複
合

的
援

助
の

有
効

性
メ

ン
ズ

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
協

会
1
2

2
0
8

非
正

規
で

働
く
3
5
歳

以
上

の
シ

ン
グ

ル
女

性
の

現
状

と
支

援
の

あ
り

方
を

考
え

る
公

益
財

団
法

人
横

浜
市

男
女

共
同

参
画

推
進

協
会

2
4

ま
な

ぶ
　

み
が

く
　

つ
な

が
る

　
→

一
歩

前
へ

！
　

「
お

茶
大

女
性

ビ
ジ

ネ
ス

リ
ー

ダ
ー

育
成

塾
：
徽

音
塾

」
お

茶
の

水
女

子
大

学
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
研

究
所

1
5

源
氏

物
語

に
学

ぶ
男

女
共

同
参

画
　

式
部

の
思

い
こ

そ
原

点
源

リ
ウ

会
2
7

大
会

議
室

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
　

女
性

の
力

で
変

革
を

～
男

女
共

同
参

画
と

災
害

リ
ス

ク
削

減
～

男
女

共
同

参
画

と
災

害
・
復

興
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（
J
W

N
D

R
R

)・
（
公

財
）
日

本
女

性
学

習
財

団
（
J
A

W
E
)

3
4

女
性

差
別

撤
廃

条
約

と
選

択
議

定
書

・
調

査
制

度
―

メ
キ

シ
コ

ケ
ー

ス
を

事
例

に
―

国
際

女
性

の
地

位
協

会
3
0

「
北

京
+
2
0
」
前

へ
！

～
世

界
の

潮
流

は
「
男

女
5
0
・
5
0
」
へ

ク
オ

ー
タ

制
を

推
進

す
る

会
1
0

3
0
1

学
校

教
育

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

―
学

校
教

育
で

育
て

た
い

「
道

徳
」
っ

て
？

―
男

女
平

等
を

す
す

め
る

教
育

全
国

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

4
3

「
北

京
+
2
0
以

後
の

課
題

と
戦

略
」

J
A

W
W

（
日

本
女

性
監

視
機

構
）

2
8

安
全

確
保

と
意

思
表

示
～

体
と

心
を

守
る

女
性

の
た

め
の

護
身

と
は

～
イ

ン
パ

ク
ト

東
京

(N
P

O
法

人
ラ

イ
フ

ラ
イ

ツ
）

3
7

3
0
3

～
減

災
と

克
災

～
と

男
女

共
同

参
画

と
よ

は
し

女
性

フ
ォ

ー
ラ

ム
4
4

『
ピ

ー
タ

ー
ラ

ビ
ッ

ト
』
か

ら
読

み
解

く
女

性
の

社
会

進
出

・
男

女
共

同
参

画
・
環

境
保

全
他

ヌ
エ

ッ
ク

・
ポ

タ
ー

ノ
ッ

ト
の

会
4
1

暮
し

と
キ

ャ
リ

ア
の

デ
ザ

イ
ン

～
し

つ
も

ん
で

未
来

を
拓

く
～

働
く
人

の
応

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

～
卓

育
の

す
す

め
～

暮
ら

し
と

キ
ャ

リ
ア

の
デ

ザ
イ

ン
研

究
会

＆
食

空
間

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
協

会
関

東
甲

信
越

支
部

1
3

3
0
4

男
女

共
同

参
画

ス
タ

デ
ィ

ツ
ア

ー
学

ん
だ

先
進

国
の

女
性

と
男

性
の

生
き

方
を

語
合

う
と

ち
ぎ

つ
ば

さ
の

会
2

花
作

り
で

環
境

と
男

女
共

同
参

画
問

題
を

解
決

八
万

花
の

会
2
6

3
0
6

男
女

共
同

参
画

社
会

の
啓

発
活

動
を

分
析

す
る

i-
さ

ん
か

く
座

（
あ

い
さ

ん
か

く
ざ

）
2
2

学
生

の
視

点
か

ら
見

る
男

女
共

同
参

画
～

結
婚

っ
て

何
だ

ろ
う

？
～

岩
手

大
学

男
女

共
同

参
画

推
進

学
生

委
員

会
2
5

女
性

関
連

施
設

の
成

果
っ

て
何

だ
ろ

う
？

－
「
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
等

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
の

調
査

」
報

告
会

－
特

定
非

営
利

活
動

法
人

リ
ソ

ー
ス

・
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
R

E
N

1
7

ど
ん

な
人

間
に

も
住

み
や

す
い

「
世

間
」
へ

～
男

女
共

同
参

画
と

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
ー

～
つ

る
が

し
ま

落
語

会
3

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
タ

イ
ト

ル
運

営
団

体
･グ

ル
ー

プ
名

N
o

パ
ネ

ル
展

示
タ

イ
ト

ル
運

営
団

体
･グ

ル
ー

プ
名

N
o

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

会
　

　
　

場

1
1
0

メ
デ

ィ
ア

と
格

闘
す

る
ア

ー
キ

ビ
ス

ト
た

ち
～

実
践

と
報

告
よ

り
N

W
E
C

ア
ー

キ
ビ

ス
ト

の
会

3
9

子
育

て
を

切
り

口
と

し
た

男
女

共
同

参
画

推
進

活
動

『
パ

パ
と

赤
ち

ゃ
ん

と
の

ベ
ビ

ー
ダ

ン
ス

』
一

般
社

団
法

人
日

本
ベ

ビ
ー

ダ
ン

ス
協

会
1

　
　

　
　

　
　

　
本

館
ロ

ビ
ー

（
総

合
受

付
と

な
り

）

1
0
1

暴
力

の
な

い
世

界
を

創
る

若
年

層
の

た
め

の
グ

ロ
ー

バ
ル

プ
ロ

グ
ラ

ム
公

益
社

団
法

人
ガ

ー
ル

ス
カ

ウ
ト

日
本

連
盟

3
8

『
災

害
と

女
性

』
ね

り
ま

ジ
ェ

ン
ダ

ー
研

究
会

2
　

　
　

　
　

　
　

本
館

ロ
ビ

ー
（
総

合
受

付
と

な
り

）

1
0
9

”
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

”
 を

語
ら

う
カ

フ
ェ

～
多

様
な

人
々

の
個

性
を

尊
重

し
組

織
を

伸
ば

す
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

の
魅

力
を

学
ぶ

～

”
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

”
の

本
質

と
魅

力
を

学
ぶ

会
3
5

筑
波

大
学

に
お

け
る

女
子

中
高

生
の

理
系

進
路

選
択

支
援

の
取

り
組

み
と

課
題

筑
波

大
学

　
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

推
進

室
3

　
　

　
　

　
　

　
本

館
ロ

ビ
ー

（
総

合
受

付
と

な
り

）

2
0
1

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
　

子
ど

も
た

ち
を

災
害

か
ら

守
る

～
防

災
寺

子
屋

（
so

le
）
の

活
動

～
N

P
O

法
人

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

な
が

れ
や

ま
・
流

山
子

育
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
ジ

ェ
ン

ダ
ー

を
探

そ
う

＠
L
ib

ra
ry

 ～
L
o
o
k 

at
 Y

o
u
r 

L
ib

ra
ry

 w
it
h
 g

e
n
d
e
r 

p
e
rs

p
e
c
ti
ve

～
図

書
館

員
の

キ
ャ

リ
ア

研
究

フ
ォ

ー
ラ

ム
4

　
　

　
　

　
　

　
本

館
2
階

　
　

　
　

　
　

　
　

 女
性

教
育

情
報

セ
ン

タ
ー

前

2
0
6

「
日

本
を

変
え

た
１

０
人

の
女

性
音

楽
家

」
ミ

ュ
ー

ジ
ッ

ク
　

ト
ラ

ベ
ル

6
ス

ポ
ー

ツ
と

女
性

埼
玉

県
男

女
共

同
参

画
推

進
セ

ン
タ

ー
5

　
　

　
　

　
　

　
本

館
ロ

ビ
ー

（
総

合
受

付
と

な
り

）

2
0
7

「
3
.1

1
 福

島
原

発
事

故
」
と

男
女

共
同

参
画

社
会

婦
人

国
際

平
和

自
由

連
盟

（
W

IL
P

F
)日

本
支

部
1
6

「
ク

オ
ー

タ
制

」
は

鍵
な

り
　

～
女

性
参

政
権

 こ
れ

ま
で

＆
こ

れ
か

ら
～

ク
オ

ー
タ

制
の

実
現

を
め

ざ
す

会
6

　
　

　
　

　
　

　
本

館
ロ

ビ
ー

（
総

合
受

付
と

な
り

）

2
0
8

安
心

・
安

全
な

「
対

話
を

醸
す

土
壌

を
作

る
」
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

紹
介

働
く
女

性
の

全
国

セ
ン

タ
ー

5
北

京
世

界
女

性
会

議
　

資
料

展
示

「
北

京
世

界
女

性
会

議
―

あ
の

時
、

今
、

そ
し

て
こ

れ
か

ら
」

国
立

女
性

教
育

会
館

（
企

画
・
協

力
：
北

京
＋

2
0
 N

G
O

フ
ォ

ー
ラ

ム
実

行
委

員
会

）
A

　
　

　
　

　
　

　
本

館
2
階

　
　

　
　

　
　

　
　

 女
性

教
育

情
報

セ
ン

タ
ー

前

3
0
1

東
京

か
ら

発
信

す
る

メ
ッ

セ
ー

ジ
「
こ

れ
で

い
い

の
か

！
男

女
平

等
条

例
制

定
」
～

渋
谷

区
と

台
東

区
の

実
情

～
東

京
男

女
平

等
条

例
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
2
0

男
女

共
同

参
画

の
視

点
か

ら
の

復
興

復
興

庁
男

女
共

同
参

画
班

B
　

　
　

　
　

　
　

研
修

棟
1
1
0
研

修
室

横

3
0
3

幻
の

染
「
紅

板
締

め
」
復

元
活

動
か

ら
得

た
文

化
と

女
性

史
－

内
に

秘
め

た
紅

の
パ

ワ
ー

を
現

代
に

受
け

継
ぐ

－
た

か
さ

き
紅

の
会

1
8

　

3
0
6

若
い

世
代

が
読

む
北

京
行

動
綱

領
－

行
動

綱
領

で
目

指
し

た
も

の
を

振
り

返
り

、
今

の
課

題
を

洗
い

出
そ

う
特

定
非

営
利

活
動

法
人

ア
ジ

ア
女

性
資

料
セ

ン
タ

ー
2
1

平
成

２
７

年
度

「
男

女
共

同
参

画
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

・
パ

ネ
ル

展
示

一
覧

　
　

　
　

　
　

　
　

日
時

会
場

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（
1
）
　

8
月

2
0
日

（
木

）
　

1
5
:3

0
～

1
7
:3

0
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
2
）
　

8
月

2
1
日

（
金

）
　

1
0
:0

0
～

1
2
:0

0
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
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６ 企業を成長に導く女性活躍促進セミナー 

 

１ 趣  旨   企業における女性の活躍推進を図り、男女共同参画社会の形成に資するため、企業における

ダイバーシティ（女性の活躍促進）の推進者、管理職、リーダーを対象に実施する。 

         講演及びパネルディスカッションでは、労働経済学の視点から、働く女性を取り巻く状況に

ついて分析するとともに、女性活躍促進に有効な対応策について具体的に考える。グループワ

ークでは、参加者の直面する疑問や課題に向き合い、解決の方向を探り、情報交流会において

参加者同士による情報交換やネットワークづくりの場を提供する。 

 

２ 主  催  ＮＷＥＣ 

 

３ 後  援  経済産業省、厚生労働省 

 

４ 会  場  １日目（１０月１５日）放送大学東京文京学習センター 
        ２日目（１０月１６日）ＮＷＥＣ 

         
５ 期  日  平成２７年１０月１５日（木）～１０月１６日（金）１泊２日 

 

６ 対  象  企業におけるダイバーシティ（女性の活躍促進）の推進者、管理職及びリーダー 

        官公庁・独立行政法人からの参加も可 

 

７ 参 加 者  ９６名 

 

８ 都道府県別参加者数                                    （名） 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

北海道 － 埼玉県 ７ 岐阜県 １ 鳥取県 － 佐賀県 －

青森県 － 千葉県 ５ 静岡県 １ 島根県 － 長崎県 １

岩手県 － 東京都 ５４ 愛知県 ２ 岡山県 － 熊本県 －

宮城県 ２ 神奈川県 １２ 三重県 － 広島県 １ 大分県 －

秋田県 － 山梨県 － 滋賀県 － 山口県 － 宮崎県 －

山形県 １ 新潟県 － 京都府 － 徳島県 － 鹿児島県 －

福島県 １ 長野県 － 大阪府 ２ 香川県 － 沖縄県 －

茨城県 ４ 富山県 － 兵庫県 － 愛媛県 １ 無回答他 －

栃木県 － 石川県 １ 奈良県 － 高知県 － 合 計  ９６

群馬県 － 福井県 － 和歌山県 － 福岡県 －  
 

９ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１０月１５日 

13:00～13:10 

（１）開会            

主催者あいさつ      

 

内海 房子（ＮＷＥＣ理

事長）  

 

13:10～14:10 （２）講演「なぜ日本は女性の活躍

が進まないのか ～労働経済学の

視点から女性活躍推進の現状を探

る～」 

女性活躍推進の現状について労

働経済学の視点から分析し、女性活

躍を推進するための方向性や対応

講師： 

川口 大司（一橋大学大

学院経済学研究科教授）

 

国の成長戦略の柱でもある

「女性活躍推進」の取組は各企

業で行っているものの、なかな

か進まない現状について、最新

の統計データ等を使って、労働

経済学の視点からの解説があっ

た。「統計的差別」や「予言の自

 
策を探る。 己成就」などの影響により、女

性はこうであるだろうとの予測

が仕事の分担や登用に影響して

いる、との指摘があった。今後

は女性が働き続けられる仕組み

づくりや男性の働き方改革等、

社会システムの変化の必要性が

指摘された。 

14:20～15:00 （３）解説「女性活躍推進法」につ

いて 

 

講師： 

中込 左和（厚生労働省

雇用均等・児童家庭局

雇用均等政策課均等業

務指導室室長補佐）  

平成２７年８月に成立した

「女性活躍推進法」の具体的な

内容についての解説・質疑応答

があった。 

15:10～17:00 （４）パネルディスカッション 

「『女性活躍』に“本気”で取り組

む」               

 内海理事長コーディネートのも

と、『女性活躍推進』を“本気”で

取り組む企業３社のパネリストか

ら先進企業の成功事例と、自身の経

験も交えた女性活躍における課題

や方向性について議論する。 

パネリスト： 

山内 千鶴（日本生命執

行役員ＣＳＲ推進部長）

小嶋美代子（株式会社日

立ソリューションズ人

事総務統括本部ダイバ

ーシティ推進センタ長）

鳥取  桂（株式会社大

塚製薬常務執行役員） 

コメンテーター： 

川口 大司 

コーディネーター： 

内海 房子 

パネリストからは、女性活躍

を経営戦略にのせて取り組むこ

と、トップからのメッセージの

重要性、ダイバーシティの視点

から企業のイノベーションが生

まれること等の紹介があった。

女性活躍を更に進めるために

は、ＳＮＳやＨＰを使ってイク

メンや女性登用の成功例を社内

外に周知する工夫等のヒントの

提示があった。 

17:00～17:10 （５）１日目閉会（１日目のみ参加

者アンケート記入及び回収） 

  

17:30～18:30 （６）情報交流会 

（希望者のみ参加） 

 全国からの参加者と交流し、参加

者同士のネットワークづくりを行

う。※立食形式で夕食を兼ねる。 

※２日目参加者は専用バスにてＮ

ＷＥＣへ移動 

 リラックスした雰囲気の中

で、講師や参加者同士による情

報交換やネットワークづくりが

すすめられた。 

１０月１６日 

9:00～10:00 

 

 

（７）ＮＷＥＣからの情報提供   

統計データを用いた国際比較を

通じて、女性の活躍と男女共同参画

の推進を分かりやすく解説する。 

講師： 

中野 洋恵（ＮＷＥＣ研

究国際室長）  

国内外のデータを基に、日本

における女性活躍促進の現状に

ついて詳しく知り、課題把握を

することができた。 

10:15～12:00 

 

 

（８）グループワーク１      

グループに分かれて、リーダーシ

ップをとる際に必要なコミュニケ

ーション手法（アクションラーニン

グ）について学ぶ。 

アクションラーニングを用いて、

参加者同士の背景や問題意識を共

有し、講演やパネルディスカッショ

ンで得たことの相互理解を深める。

 

 

コーディネーター： 

堀本麻由子（ＮＷＥＣ事

業課客員研究員） 

ファシリテーター： 

早川 枝里（ＮＷＥＣ事

業課客員研究員）  

洲脇みどり（ＮＷＥＣ事

業課客員研究員） 

佐伯加寿美（ＮＷＥＣ事

業課専門職員） 

小井川 聡（ＮＷＥＣ事

業課専門職員） 

自己紹介に時間をかけること

で、各自が所属する企業の取組

や課題について、お互いに十分

理解することができた。 

他業種ではあるが、組織とし

ての共通の課題に気づくことが

できた。「アクションラーニン

グ」の手法を活用し、参加者一

人ひとりが各企業の課題に向き

合い、課題解決の方策を探った。
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策を探る。 己成就」などの影響により、女

性はこうであるだろうとの予測

が仕事の分担や登用に影響して

いる、との指摘があった。今後

は女性が働き続けられる仕組み

づくりや男性の働き方改革等、

社会システムの変化の必要性が

指摘された。 

14:20～15:00 （３）解説「女性活躍推進法」につ

いて 

 

講師： 

中込 左和（厚生労働省

雇用均等・児童家庭局

雇用均等政策課均等業

務指導室室長補佐）  

平成２７年８月に成立した

「女性活躍推進法」の具体的な

内容についての解説・質疑応答

があった。 

15:10～17:00 （４）パネルディスカッション 

「『女性活躍』に“本気”で取り組

む」               

 内海理事長コーディネートのも

と、『女性活躍推進』を“本気”で

取り組む企業３社のパネリストか

ら先進企業の成功事例と、自身の経

験も交えた女性活躍における課題

や方向性について議論する。 

パネリスト： 

山内 千鶴（日本生命執

行役員ＣＳＲ推進部長）

小嶋美代子（株式会社日

立ソリューションズ人

事総務統括本部ダイバ

ーシティ推進センタ長）

鳥取  桂（株式会社大

塚製薬常務執行役員） 

コメンテーター： 

川口 大司 

コーディネーター： 

内海 房子 

パネリストからは、女性活躍

を経営戦略にのせて取り組むこ

と、トップからのメッセージの

重要性、ダイバーシティの視点

から企業のイノベーションが生

まれること等の紹介があった。

女性活躍を更に進めるために

は、ＳＮＳやＨＰを使ってイク

メンや女性登用の成功例を社内

外に周知する工夫等のヒントの

提示があった。 

17:00～17:10 （５）１日目閉会（１日目のみ参加

者アンケート記入及び回収） 

  

17:30～18:30 （６）情報交流会 

（希望者のみ参加） 

 全国からの参加者と交流し、参加

者同士のネットワークづくりを行

う。※立食形式で夕食を兼ねる。 

※２日目参加者は専用バスにてＮ

ＷＥＣへ移動 

 リラックスした雰囲気の中

で、講師や参加者同士による情

報交換やネットワークづくりが

すすめられた。 

１０月１６日 

9:00～10:00 

 

 

（７）ＮＷＥＣからの情報提供   

統計データを用いた国際比較を

通じて、女性の活躍と男女共同参画

の推進を分かりやすく解説する。 

講師： 

中野 洋恵（ＮＷＥＣ研

究国際室長）  

国内外のデータを基に、日本

における女性活躍促進の現状に

ついて詳しく知り、課題把握を

することができた。 

10:15～12:00 

 

 

（８）グループワーク１      

グループに分かれて、リーダーシ

ップをとる際に必要なコミュニケ

ーション手法（アクションラーニン

グ）について学ぶ。 

アクションラーニングを用いて、

参加者同士の背景や問題意識を共

有し、講演やパネルディスカッショ

ンで得たことの相互理解を深める。

 

 

コーディネーター： 

堀本麻由子（ＮＷＥＣ事

業課客員研究員） 

ファシリテーター： 

早川 枝里（ＮＷＥＣ事

業課客員研究員）  

洲脇みどり（ＮＷＥＣ事

業課客員研究員） 

佐伯加寿美（ＮＷＥＣ事

業課専門職員） 

小井川 聡（ＮＷＥＣ事

業課専門職員） 

自己紹介に時間をかけること

で、各自が所属する企業の取組

や課題について、お互いに十分

理解することができた。 

他業種ではあるが、組織とし

ての共通の課題に気づくことが

できた。「アクションラーニン

グ」の手法を活用し、参加者一

人ひとりが各企業の課題に向き

合い、課題解決の方策を探った。
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島  直子（ＮＷＥＣ研

究国際室研究員） 

櫻田今日子（ＮＷＥＣ事

業課長） 

13:00～14:45 （９）グループワーク２      

引き続き、グループごとにアクシ

ョンラーニングに基づいたディス

カッションを行い、話し合ったこと

を発表して全員で共有する。 

 

コーディネーター： 

堀本麻由子 

ファシリテーター： 

早川 枝里 

洲脇みどり 

佐伯加寿美 

小井川 聡 

島  直子 

櫻田今日子 

自組織での問題を提示し、「ア

クションラーニング」を用いな

がら、解決策を探った。 

参加者が、他のグループの課

題についてもその検討成果を共

有できた。 

14:45～15:00 （10） 閉会・アンケート記入   

 

１０ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

   企業における女性の活躍推進を図るため、関係省庁からの後援を申請した。パネルディスカッションの３

社を経済産業省の「ダイバーシティ経営企業１００選」から選定し、プログラムの「女性活躍推進法」の解

説は厚生労働省に依頼した。 

講演については、労働経済学の視点から、研究者である川口氏に講師を依頼し、データから客観的に見た

日本の現状とその原因について解説する等、参加者にとって新鮮な内容となるよう工夫した。 

パネルディスカッションでは、内海理事長をコーディネーターに、「“本気”で取り組む」をキーワード

に、事例発表とパネリスト自身の経験談を話に盛り込むことにより、ロールモデルとしての存在も含めて、

「女性活躍を更に進めて行くには」をテーマにした課題解決への討議を目指した。 

グループワークについては、効率のよい会議に必須であるアクションラーニングの手法を知り、続いて実

際にアクションラーニングに基づいたディスカッションを体験するプログラムを設定した。 

今回は１日目を東京会場で行うことで、講演とパネルディスカッションだけでも聞きたい者に参加を広げ

るよう工夫した。２日目の情報提供とグループワーク参加者については、東京会場から嵐山まで専用バスを

用意し、スムーズに移動できるよう工夫した。 

情報交流会は東京会場でプログラム終了後、ケータリングサービスを利用して行い、２日間参加できなく

ても、参加者同士の情報交換やネットワークづくりができるような場を提供した。 

   

１１ プログラム全体で得られた知見 

   講演からは、少子高齢化の進むこれからの社会では、女性活躍はイデオロギーの問題でも選択肢の一つで

もなく、日本社会を維持していく上で必須の課題であること、男性と女性とでは未だに賃金格差が大きいこ

と等の問題が洗い出された。企業の課題としては、女性のリテンションと登用、男性同様にフルタイム勤務

を続けること、またその実現のために男性の長時間労働等働き方を変えること等、社会のシステム自体が変

化する必要性について知見を得た。 

パネルディスカッションでは、どの社からも女性活躍を経営戦略にのせて取り組むこと、トップからのメ

ッセージの重要性、ダイバーシティの視点からこそ企業のイノベーションが生まれること等の提示があった。

パネリストから参加者に向けてのメッセージとして、女性活躍先進企業に自ら出向いて情報収集すること、

革新的な者を生み出す土壌、ダイバーシティの視点を醸成すること等具体的な助言があった。 

グループワークについては「アクションラーニング」について学びたいという参加者もおり、質問中心に

進めるこの手法は、短時間で効率よく課題の洗い出しから対策の提案まで行えることに、有意義であったと

の感想が数多く寄せられ、参加者の直面する疑問や課題に向き合い、解決の方向を探ることができた。 
「パネリストの存在が刺激になり、思いやメッセージが心に響いた」「労働経済学という学問的見地から

の分かりやすい解説で、改めて知識を習得できた」「情報・気づき・ネットワーク・運営等あらゆる面で満

足した」「社内の男性上司への説得材料にセミナーで得たデータが有効だと思った」等の意見があった。 
  
 

 
１２ プログラムの成果 

（１） 参加者の全体の満足度     ９７.６％（非常に満足５３.０％、満足４４.６％） 
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平成２６年度から１日目を東京会場としたことは、参加者を募集する上では大きな効果があった。１日目

プログラム終了後の東京会場での情報交流会についても、日帰り参加者も参加できて好評であった。 

   専用バスでの移動も時間のロスがなく大変好評であり、参加者の増加にもつながっている。来年度もこの

形態で開催することが望ましい。 

   昨年度、官公庁や独立行政法人からの参加問い合わせがあったため、今年度は独立行政法人や都道府県に

も広報したところ、企業以外の官公庁等からの申込が２割近くあり、「企業に学べ」という他業種からのニ

ーズが感じられた。新聞社や経済団体に広報の協力も得られているので、今後も引き続き周知に努めたい。 

   ７月に行われた「ダイバーシティリーダー会議」のリピーター、同僚や部下に、本セミナーを案内してく

れた者もおり、参加者のネットワークが構築されてきている。 

   参加者へのデータ配信や動画公開については好評であり、来年度も引き続き行いたい。 
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～労働経済学の視点から女性活躍推進の現状を探る～」 
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７ 大学等における男女共同参画推進セミナー 

 

１ 趣  旨   男女共同参画社会の実現は、国、地方公共団体、国民すべてに課せられた責務であり、高等教育機

関としての大学、短期大学、高等専門学校においても、その一翼を担うべきことが求められている。 

         一方、時代に適合した特色ある大学経営を進めるための経営戦略の一つに「男女共同参画」を位置

付け、取り組むことが大学の研究力を上げ、学生を指導していく上で極めて有効である。 

         本セミナーでは、大学が進むべき方向についての基調講演や講義、これまで各大学が取り組んでき

た女性活躍推進についての具体的な好事例の紹介や、これからの男女共同参画推進を取り巻く状況に

ついての豊富なデータ分析を通じ、学内で男女共同参画に携わる教職員を対象として、専門的・実践

的な研修を行う。 

 

２ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 

 

３ 後  援  一般社団法人国立大学協会、一般社団法人公立大学協会、日本私立大学団体連合会、全国公立短期 

        大学協会、日本私立短期大学協会、独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

４ 会  場  １日目（１２月３日） プラザエフ（主婦会館） 

２日目（１２月４日） ＮＷＥＣ 

         

５ 期  日  平成２７年１２月３日（木）～１２月４日（金） １泊２日 

 

６ 対  象  大学・短期大学・高等専門学校の男女共同参画に携わる教職員及び女性の採用、就労、入学、キャリ

ア教育、就職に関わる総務・人事・入試・就職部門の教職員 

 

７ 参 加 者  参加者数１１５名 

 

８ 都道府県別参加者数                                      （名） 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 

北海道 ２ 埼玉県 ４ 岐阜県 ２ 鳥取県 － 佐賀県 －

青森県 ３ 千葉県 ３ 静岡県 ６ 島根県 － 長崎県 ２

岩手県 ３ 東京都 ３９ 愛知県 ２ 岡山県 ２ 熊本県 １

宮城県 ４ 神奈川県 ４ 三重県 ３ 広島県 ２ 大分県 １

秋田県 － 山梨県 － 滋賀県 － 山口県 １ 宮崎県 －

山形県 ３ 新潟県 ２ 京都府 ３ 徳島県 ２ 鹿児島県 －

福島県 １ 長野県 － 大阪府 ５ 香川県 １ 沖縄県 １

茨城県 １ 富山県 ２ 兵庫県 － 愛媛県 － 無回答他 －

栃木県 １ 石川県 ２ 奈良県 １ 高知県 １ 合 計 １１５

群馬県 １ 福井県 － 和歌山県 １ 福岡県 ３  
 

９ プログラムデザイン 

  別紙添付 

 

１０ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１２月３日 

13:30～13:40   

(１)開会 

①主催者あいさつ 

 

②プログラムの趣旨説明 

 

①内海 房子（ＮＷＥＣ

理事長） 

②佐伯加寿美（ＮＷＥＣ

事業課専門職員） 

 

 
13:45～15:15   （２）基調講演「２１世紀の日本は

女性が救う」        

 ＵＮ Ｗomenにおいて女性が活躍

する世界１０大学の一つに選ばれた

名古屋大学で、平成２７年３月まで

総長であった濵口道成氏による講

演。研究と教育という大学の使命を

踏まえ、学内全体への男女共同参画

意識の浸透や推進体制を構築する

ことの必要性等、大学において男女

共同参画の推進に取り組むことの

意義をテーマとする。 

 

講師：濵口 道成（国立

研究開発法人科学技術振

興機構理事長、名古屋大

学名誉教授、文部科学省

科学技術・学術審議会会

長） 

グローバルな視点で日本を見

たときに、日本の女性の活躍が喫

緊の課題であること、世界の課題

や日本の課題を幅広くとらえること

の大切さについて学んだ。また、

これからの超高齢社会を支える

ために、女性リーダーを育てるこ

との重要性や、大学で男女共同参

画を進めていくために粘り強い

活動が必要なこと、若いお父さん

やお母さんを愛情もって包み込

む社会が必要なこと、自由な発想

が持続可能な社会やイノベーシ

ョンを生み出すこと等が提言さ

れた。 

15:30～17:00 （３）講義「なぜ、女性活躍促進に

取り組むのか？ ～企業の取り組

みの視点から～」 

諸外国をはじめ日本の企業が、今

なぜこれほど熱心に、女性の活躍に

取り組んでいるのか。その意義と効

果について、「日経ＷＯＭＡＮ」編

集長、日本経済新聞社・編集委員と

して多くの取材や記事執筆を手がけ

た野村浩子氏が、その経験と豊富な

データを踏まえ、そのポイントにつ

いて解説する。 

講師：野村 浩子（ジャ

ーナリスト、淑徳大学教

授） 

豊富なデータを基に、「女性活

躍に関しては他国に遅れをとって

いる」との指摘があった。女性活

躍の２つの軸を、「仕事と生活の

両立支援」と「キャリア形成支援」

に置き、改革を進めていくことが

大切であり、様々なタイプのロー

ルモデルを参考にし、小さなグル

ープのまとめ役から、少しずつリ

ーダーとしての成功体験を重ねる

ことの必要性が指摘された。 

17:10～17：40 （４）施策説明「女性活躍推進法に

ついて」 

８月に成立した「女性活躍推進

法」により、女性活躍促進に向けて、

大学等における取組も、より実行力

のある計画が、待ったなしで求めら

れている。「女性活躍推進法」を踏

まえた行動計画等作成のための説

明を行う。 

講師：高橋 雅之（文部

科学省生涯学習政策局男

女共同参画学習課長） 

行動計画を策定する前に、状況

把握や課題分析をすること、フロ

ーチャートで行動計画を分かり

やすく示すこと等の必要性が指

摘された。平成２８年４月から公

表される行動計画作成の指導が

あった。 

17:50～18:50 （５）情報交換会 

（希望者のみ参加） 

 

  自校での課題を解決するヒント

を得ることや、参加者同士のネッ

トワークを広げることを目的とし

た。他校の取組を知り、共通の苦

労や悩みを共有する機会となった。

12月４日 

9:00～9:30 

（６）情報提供「大学における男女

共同参画推進の実態」 

ＮＷＥＣが実施した「大学等にお

ける男女共同参画に関する調査研

究」の成果をとりまとめた『実践ガ

イドブック』（本研修テキスト）を

用いながら、大学を取り巻く状況や

直面する課題について解説する。 

説明：飯島 絵理（ＮＷ
ＥＣ研究国際室研究員）

大学における男女共同参画に

向けた取組に、期待をふくらませ

るものとなった。 
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9:40～12:30 

 

（７）分科会 

大学における男女共同参画推進

の主要な課題について、事例報告を

基にディスカッションを行い、明日

からの具体的な取組につながる知

見を培う。 

 

＜分科会１＞「男女共同参画の視点

に立った職場環境づくり」 

  分科会１では、国立大学と私立大

学の取組事例を基に、ダイバーシテ

ィ促進の上でも不可欠な研究や仕事

と育児・介護というライフイベント

との両立をめざした環境づくりにつ

いて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜分科会２＞「女子学生のキャリア

形成支援」 

分科会２では、国立大学と私立大

学と高等専門学校の取組事例を基に、

大学等における女子学生キャリア

支援について考える。大学は、就職

だけではなく、その後のキャリアを

形成するために、女子学生をどう育

て、どのように社会へ送り出すべき

かを考える機会とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーディネーター： 

長安めぐみ（群馬大学 

男女共同参画推進室コー

ディネーター）    

 

 

 

 

 

事例① 

報告者：渡部  修（関

西大学総務局人事課長）

 

 

 

 

 

 

事例②  

報告者：物部  剛（京

都産業大学学長室戦略企

画担当課長） 

 

 

事例③  

報告者：森永 康子（広

島大学副理事・男女共同

参画推進室長／広島大学

大学院教育学研究科教

授） 

  

コーディネーター： 

上西 充子（法政大学教

授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分科会１では、コーディネータ

ーから参加者のネットワークづ

くりとして、課題解決の源にな

る、顔と顔とのつなぎをつくって

ほしい。また、大学は縦のつなが

りは強いが、是非横のつながりを

強くしてほしい、との提案があっ

た。 

 

事例① 「関西４大学共同宣言」

のもとに「関西大学男女共同参画

に関する基本方針」を策定し、そ

れに基づき、短期的視点から、実

現可能なもの、発信可能なもの、

検討を要するものに区分し、随時、

様々な取組を着実にしていると

の報告があった。 

 

事例② 「男女共同参画宣言」を

独自に掲げ、学長主導の下、意識

啓発、両立支援、研究キャリア支

援等を経営戦略として取り組んで

いるとの報告があった。 

 

事例③ 推進室を早くから立ち

上げ、特に子育て支援と介護支援

の２つに力を入れてきており、保

育所の拡充やセミナー等の開催を

通して、着実な取組をしていると

の報告があった。 

 

分科会２では、コーディネータ

ーから、「キャリア形成支援は、

様々なカリキュラムの中で行われ

る必要がある。就職ガイダンスで

もキャリア形成支援の視点をも

ちたい」と、キャリア形成支援の

大切さについて話があった。 

 

 

 

 

 

 
事例①  

報告者：古瀬 憲弘（立

教大学キャリアセンター

就職支援課）      

 

 

 

 

 

事例②  

報告者：武内真美子（九

州大学男女共同参画推進

室准教授） 

 

 

 

 

 

事例③  

報告者：内田由理子（香

川高等専門学校詫間キャ

ンパス一般教育科教授）

 

事例① 男女共生支援というこ

とで、男女平等を根本理念に据え

て、１年に２～４本のセミナーや

ガイダンス等を行い、ワークショ

ップやパネルディスカッション

をとおしてキャリア形成支援に

取り組んでいることの報告があ

った。 

 

事例② 男女共同参画推進体制

に学生教育等部門を位置づけ、専

任の教員やスタッフがジェンダ

ーキャリア教育等を中心に検討

していること、結果としてグルー

プワークやディスカッションを

取り入れ、工夫した講義になるよ

うにしているとの報告があった。

 

事例③ 女子学生のキャリア支

援のためのワークショップを行

い、夢と希望がもてるような取組

をしているとの報告があった。 

13:45～14:15 （８）全体会 

 各分科会の報告により、参加者の

情報共有を行う。 

分科会報告者： 

長安めぐみ 

上西 充子 

コーディネーター： 

渡辺 美穂（ＮＷＥＣ研

究国際室研究員） 

各分科会での事例発表の内容

やグループ討議の様子等につい

て、全体会で報告し合い、参加者

の情報共有を行う目的で実施し

た。参加者にとっては、自分が参

加していない他の分科会の概要

を把握することができ、自身の研

修内容の幅を広げる機会となっ

た。 

14:15～14:30 （９）閉会・アンケート記入   

 

１１ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

   ・過去２年間、研修参加者募集に苦労したことから、対象者を「大学・短期大学・高等専門学校の男女共同参画

に携わる教職員」から、「大学・短期大学・高等専門学校の男女共同参画に携わる教職員及び女性の採用、就

労入学、キャリア教育、就職に関わる総務・人事・入試・就職部門の教職員」に広げ、学内において男女共同

参画推進を実質的に担う教職員に研修の場を提供するようにした。 

・研究者養成型以外の教育中心の大学や私立大学でも興味・関心をもって参加してもらえるよう、１日目に、濵

口道成氏（前名古屋大学総長・現ＪＳＴ理事長）による、大学における経営戦略の視点から男女共同参画推進

の重要性について考える講義を組んだ。 

・１日目の会場をアクセスのよい四ツ谷にすることで、参加者増を期待した。例年定員を上回るかどうかのとこ

ろで苦労していたが、１００名を超える参加者を得た。 

・大学が、研究・教育の場であると同時に、教職員にとっては働く場であることも踏まえたテーマの分科会を設

定した（分科会１「男女共同参画の視点に立った職場環境づくり」）。 

・女子学生向けのキャリア形成支援の取組は、女子大学のみならず共学においても、高等教育機関の生き残りを

かけた戦略の一つであるという視点から、分科会を設定した（分科会２「女子学生のキャリア形成支援」）。 

・情報提供は、ＮＷＥＣ研究国際室が実施した「大学等における男女共同参画に関する調査研究」のヒアリング
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調査先や調査研究の一環で作成した『実践ガイドブック』掲載事例から行い、調査研究の成果と研修事業の循

環を意識した。 

  

１２ プログラム全体で得られた知見 

   日本の大学教育における男女共同参画度の低さが、人材育成や知の創造等「大学の使命の達成」を阻害する問  

  題点であることを踏まえ、大学間競争の加速を背景に、教員組織と職員組織の連携・協働の必要性が増す中で、研

究者養成はもちろんのこと、トップマネジメント人材やスタッフ人材においても、その発掘・育成には、男女を問

わず広く人材を登用するという男女共同参画の視点が不可欠であることを、基調講演、講義、分科会などの２日間

にわたるプログラムを通して、理解することができた。 

 

１３ プログラムの成果 

（１） 参加者の全体の満足度     ９８.９％（非常に満足６２.２％、満足３６.７％）     

（２） 参加者のプログラムの有用度  ９４.１％（非常に有用５０.１％、有用４４.０％） 

 

１４ 今後の課題及び展望 

・昨年度の反省を生かし、ライフイベントに直面した卒業生支援や、社会貢献としての女性の生涯学習支援への 

大学の貢献、女子高校生に特化した学生募集戦略の工夫等、大学としての「女性」に関する総合的・包括的な

戦略づくりへの支援をコンセプトにした結果、例年より大幅増の１１５名の応募を得た。 

・２日間通しての参加者は５９名ということで、まだまだ多いとは言えない。女性研究者支援に関する他機関・ 

他大学のセミナー等との差別化を図らなければ、全日程の参加者を増やすことは難しい。男女共同参画室の担

当者にとどまらず、教務や広報担当者をも惹きつけるプログラム内容を、今後も考える必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  基調講演「２１世紀の日本は女性が救う」           講義「なぜ、女性活躍促進に取り組むのか？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

分科会１「男女共同参画の視点に立った職場環境づくり」  分科会２「女子学生のキャリア形成支援」 
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の
視
点

本 プ ロ グ ラ ム の 意 味

・ 意 義 を 理 解 す る 。

分
科

会
＜

分
科

会
１
＞

「
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
立
っ
た
職
場
環
境
づ
く
り
」

＜
分

科
会

２
＞

「
女
子
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
支

援
」

全
体

会

平
成
２
７
年

度
「
大

学
等

に
お
け
る
男

女
共

同
参

画
推

進
セ
ミ
ナ
ー
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ザ

イ
ン

対
　
　
象

目
　
　
的

目
　
　
標

課
題

把
握

・
課

題
解

決
に
向

け
た

実
践

力
実

践
へ

の
つ
な
が

り

情
報

交
換

会
ア
ン
ケ
ー
ト
記

入
方
　
　
法

講
演

と
質

疑
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク

講
義

と
質

疑
、
報

告

講
義

「
な
ぜ

、
女

性
活

躍
促

進
に
取

り
組

む
の

か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

企
業

の
取

組
の

視
点

か
ら
～

」

・
今
、
企
業
の
多
く
は
、
組
織
の
生
き
残
り
を
か
け
、
女
性
の
活
躍
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
促

進
に
本
気
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
女
性
の
活
躍
促
進
は
、
世
界
的
に
見
て
も
先
進
国
を
中
心

に
目

覚
ま
し
く
進

ん
で
お
り
、
こ
れ

か
ら
の

日
本

を
考

え
る
上

で
極
め
て
重

要
な
課

題
と
な
っ

て
い
る
。
諸
外
国
を
は
じ
め
日
本
の
企
業
が
、
今
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
熱
心
に
、
女
性
の
活
躍
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
そ
の
意
義
と
効
果
に
つ
い
て
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
特
に
女
性
の
活
躍

促
進
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
視
点
か
ら
大
学
の
経
営
戦
略
を
考
え
る
時
間
と
し
た
い
。

　 施
策

説
明

「
女

性
活

躍
推

進
法

に
つ
い
て
」

情
報

提
供

「
大

学
に
お
け
る
男

女
共

同
参

画
推

進
の

実
態

」
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８ 女性情報アーキビスト養成研修（基礎コース）＋（実技コース）

 

１ 趣  旨    女性に関する原資料（女性アーカイブ）の具体的な保存技術や整理方法を体系的に学ぶ最初の一歩 

       として、実務者を対象に基礎情報を提供する。また、関係者相互に情報交換を行いネットワークづく 

       りを進める。基礎コース修了者向けには、実習を取り入れたより実践的なプログラムを提供する。 

 

２ 特  徴   「基礎コース」の修了者を対象に、実務に必要な基本的な技術を学ぶためのより実践的な「実技コ

ース」を実施する。「基礎コース」では、女性アーカイブ概論をはじめ、著作権、資料の保存・活用

に関する知識や情報を提供する講義のほか、アーカイブのネットワークや構築の事例報告を行う。 

「実技コース」では、展示施設の空間づくりについてワークショップがあり、紙資料の修復に関わ 

る技術について実習を行う。 

 

３ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 

 

４ 会  場  ＮＷＥＣ 

 

５ 期  日  平成２７年１２月９日（水）～１２月１１日（金） 

「基礎コース」：平成２７年１２月９日（水）～１２月１０日（木）１泊２日 

（どちらか１日だけの参加も可） 

「実技コース」：平成２７年１２月１０日（木）～１２月１１日（金）１泊２日 

 

６ 対  象  女性関連施設職員、図書館の実務担当者、地域女性史編纂関係者 

基礎コース：３０名  

実技コース：２０名    

 

７ 参 加 者  「基礎コース」：２７名、「実技コース」：１９名 

 

８ 都道府県別参加者数  (内訳  : 基礎コース/実技コース)                             （名） 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

北海道 -/- 埼玉県 6/2 岐阜県 -/- 鳥取県 -/- 佐賀県 -/- 

青森県 -/- 千葉県 3/2 静岡県 -/- 島根県 -/- 長崎県 1/1 

岩手県 -/- 東京都 8/6 愛知県 -/- 岡山県 -/- 熊本県 -/- 

宮城県 1/1 神奈川県 2/2 三重県 -/- 広島県 -/- 大分県 -/- 

秋田県 1/1 山梨県 -/- 滋賀県 -/- 山口県 -/- 宮崎県 -/- 

山形県 1/- 新潟県 -/- 京都府 1/1 徳島県 -/- 鹿児島県 -/- 

福島県 -/- 長野県 1/- 大阪府 -/- 香川県 -/- 沖縄県 -/- 

茨城県 1/2 富山県 -/- 兵庫県 1/1 愛媛県 -/- 無回答他 -/- 

栃木県 -/- 石川県 -/- 奈良県 -/- 高知県 -/- 合  計 27/19 

群馬県 -/- 福井県 -/- 和歌山県 -/- 福岡県 -/-  

 

 

９ プログラムの構成・得られた成果 

＜基礎コース＞ 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１２月９日 

13:05～13:15 

(１)開 会 

・主催者あいさつ 

 

(２)オリエンテーション 

 

内海房子（ＮＷＥＣ理事

長） 

 

 

 
13:15～14:35 (３)アーカイブの実践 

 アーカイブ機関における実践事例

について学ぶ。 

 

山口美代子（市川房枝記

念会女性と政治センタ

ー） 

今村 規子（虎屋文庫）

 

講師の所属組織におけるアー

カイブ展示や保存の事業を詳細

な事例とともに紹介することで、

参加者自身が担当するアーカイ

ブをどのように活用していくか

を考える機会となった。紹介され

たそれぞれの事業も、周知によっ

て発展の可能性が広がった。 

14:50～15:50 (４) アーカイブと著作権・肖像権・

プライバシー            

デジタルアーカイブ構築時に役立

つ著作権・肖像権・プライバシーの基

礎知識を学ぶ。 

小林 利明（骨董通り法

律事務所弁護士） 

 

著作権にかかわる基礎的な知

識とともに、最近の動向や将来の

見通し等の解説によって、業務に

あたって留意すべき点を具体的

に確認できた。 

16:00～17:00 (５)女性アーカイブ概論  

 女性に関わる原資料及び組織の

役割とその可能性について学ぶ。 

小川千代子（国際資料研

究所代表・藤女子大学教

授） 

女性アーカイブズの意義や役

割など、基礎的な事項について情

報が得られた。 

17:15～17:45 (６)女性教育情報センター、女性アー

カイブセンター見学（希望者の

み） 

 アーカイブ資料の保存・提供の

現場を見て、職場で生かせる点や

今後のアーカイブ運営に役に立つ

ことを参加者各自の視点で学ん

だ。 

19:30～20:30 (７) 情報交換会（希望者のみ） 

参加者相互の情報交換やネットワ

ークづくりの場を提供する。 

 講師やＮＷＥＣ職員も交えて情

報交換を行い、幅広く交流する機

会となった。 

１２月１０日 

9:00～10:10 

(８) 女性アーカイブの収集・選定・

活用 

  女性アーカイブの収集・選定方法や

国内外の収集事例について学ぶ。 

青木 玲子（ＮＷＥＣ情
報課客員研究員） 

 

女性アーカイブの事例が講師

自身の豊富な経験に基づいて紹

介され、参加者の所属組織が所蔵

する資料の利活用に対する有効

な手助けとなった。 

10:20～11:30 (９) フィルム・写真の保存とデジタ

ルアーカイブ  

フィルム・写真の管理・保存やデジ

タルアーカイブの構築について、基礎

的な知識を学ぶ。 

肥田  康（株式会社堀
内カラー） 

 

保存・管理に当たって必要な機

材や資料の事例について詳細な知

識を得ることができた。個別の質

問や解説の要望にも答え、参加者

が抱える個別の問題を解決する契

機となった。 

11:30～11:35 (10)閉会   

 

＜実技コース＞ 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１２月１０日 

13:45～14:00 

(１)開会 

 ・主催者あいさつ 

 

・オリエンテーション 

 

内海 房子（ＮＷＥＣ理

事長） 

 

14:00～17:00 (２)アーカイブ展示の手法  

  資料展示のポイントや展示スペー

スデザイン等について、ワークショッ

プや事例紹介を通じて学ぶ。 

尼川 ゆら（空間演出コ

ンサルタント） 

 

前半の講義で基礎的なポイン

トを学び、後半はＮＷＥＣでの今

後の展示企画を素材とした実践

的なワークショップを展開する

ことで、より深い理解につなげた。
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13:15～14:35 (３)アーカイブの実践 

 アーカイブ機関における実践事例

について学ぶ。 

 

山口美代子（市川房枝記

念会女性と政治センタ

ー） 

今村 規子（虎屋文庫）

 

講師の所属組織におけるアー

カイブ展示や保存の事業を詳細

な事例とともに紹介することで、

参加者自身が担当するアーカイ

ブをどのように活用していくか

を考える機会となった。紹介され

たそれぞれの事業も、周知によっ

て発展の可能性が広がった。 

14:50～15:50 (４) アーカイブと著作権・肖像権・

プライバシー            

デジタルアーカイブ構築時に役立

つ著作権・肖像権・プライバシーの基

礎知識を学ぶ。 

小林 利明（骨董通り法

律事務所弁護士） 

 

著作権にかかわる基礎的な知

識とともに、最近の動向や将来の

見通し等の解説によって、業務に

あたって留意すべき点を具体的

に確認できた。 

16:00～17:00 (５)女性アーカイブ概論  

 女性に関わる原資料及び組織の

役割とその可能性について学ぶ。 

小川千代子（国際資料研

究所代表・藤女子大学教

授） 

女性アーカイブズの意義や役

割など、基礎的な事項について情

報が得られた。 

17:15～17:45 (６)女性教育情報センター、女性アー

カイブセンター見学（希望者の

み） 

 アーカイブ資料の保存・提供の

現場を見て、職場で生かせる点や

今後のアーカイブ運営に役に立つ

ことを参加者各自の視点で学ん

だ。 

19:30～20:30 (７) 情報交換会（希望者のみ） 

参加者相互の情報交換やネットワ

ークづくりの場を提供する。 

 講師やＮＷＥＣ職員も交えて情

報交換を行い、幅広く交流する機

会となった。 

１２月１０日 

9:00～10:10 

(８) 女性アーカイブの収集・選定・

活用 

  女性アーカイブの収集・選定方法や

国内外の収集事例について学ぶ。 

青木 玲子（ＮＷＥＣ情
報課客員研究員） 

 

女性アーカイブの事例が講師

自身の豊富な経験に基づいて紹

介され、参加者の所属組織が所蔵

する資料の利活用に対する有効

な手助けとなった。 

10:20～11:30 (９) フィルム・写真の保存とデジタ

ルアーカイブ  

フィルム・写真の管理・保存やデジ

タルアーカイブの構築について、基礎

的な知識を学ぶ。 

肥田  康（株式会社堀
内カラー） 

 

保存・管理に当たって必要な機

材や資料の事例について詳細な知

識を得ることができた。個別の質

問や解説の要望にも答え、参加者

が抱える個別の問題を解決する契

機となった。 

11:30～11:35 (10)閉会   

 

＜実技コース＞ 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１２月１０日 

13:45～14:00 

(１)開会 

 ・主催者あいさつ 

 

・オリエンテーション 

 

内海 房子（ＮＷＥＣ理

事長） 

 

14:00～17:00 (２)アーカイブ展示の手法  

  資料展示のポイントや展示スペー

スデザイン等について、ワークショッ

プや事例紹介を通じて学ぶ。 

尼川 ゆら（空間演出コ

ンサルタント） 

 

前半の講義で基礎的なポイン

トを学び、後半はＮＷＥＣでの今

後の展示企画を素材とした実践

的なワークショップを展開する

ことで、より深い理解につなげた。
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１２月１１日 

 9:00～12:00 

13:00～15:00 

(３)紙資料の修復関連実習 

  実技を通して、紙資料の保存・修復

方法の基礎を学ぶ。 

伊藤 美樹・安藤 早紀
（株式会社資料保存器
材） 

修復の方法は多種多様にわた

るため、すべてを実践することは

難しいが、何ができるのかを認識

することができた。実習にあたっ

ては、参加者全員が実技を行い、

用意されたすべての課題を完成

させた。 

15:00～15:05 (４)閉会   

 

１０ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

毎年参加者から希望の多い「資料保存方法」の講義を実施した。前回とは専門分野・傾向の異なる講師を迎え、 

それぞれ最新のトピックスを取り入れて、過去の講義との差別化を図った。日程全体の流れは、理論的・概念的な

内容から徐々に具体的な内容へと移り、知識や経験の少ない初心者が理解しやすいように配慮した。 

「実技コース」の内容も過去のアンケート結果を反映させ、昨年度も好評だった「資料の展示」及び「資料の修

復」で構成した。 

参加者の意向や担当業務を踏まえて、より個々人の実務に即した内容となるよう、講師と打ち合わせの上調整し

た。また、参加者同士の交流を支援するための情報交換会を設けた。 

 

１１ プログラム全体で得られた知見 

   参加者アンケートでは、「基礎コース」「実技コース」ともに全体の満足度・有用度が９８％以上となり、研修

内容が高く評価された。質疑応答も活発に行われ、女性アーカイブ担当者が現場で生かせる基礎的な知識を得、疑

問を解決するための機会を提供できた。 

 

１２ プログラムの成果 

（１） 参加者の全体の満足度について 

「基礎コース」 １００．０％ (非常に満足 ６８．０％、 満足 ３２．０％） 

「実技コース」 １００．０％（非常に満足 ８２．４％、 満足 １７．６％）  

 

（２） 参加者のプログラムの有用度について 

「基礎コース」   ９８．７％（非常に有用 ７４．５％、 有用 ２５．２％） 

「実技コース」 １００．０％ (非常に有用 ９０．３％、 有用  ９．７％） 

 

１３ 今後の課題及び展望 

参加者にとってより魅力的な研修となるよう、プログラムの内容や全体の流れを見直して改善を図る。基本とな

る内容を維持しながらも、新しいテーマを取り入れる可能性を探り、更に充実したプログラムを目指す。併せて、

広報の範囲や手法をより拡張して本研修の周知に努めたい。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性アーカイブの収集・選定・活用                 女性教育情報センター、女性アーカイブセンター見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙資料の修復関連実習                           アーカイブ展示の手法          
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女性アーカイブの収集・選定・活用                 女性教育情報センター、女性アーカイブセンター見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙資料の修復関連実習                           アーカイブ展示の手法          
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９ 学習オーガナイザー養成研修

 

１ 趣  旨   「男女共同参画の視点に立つキャリア開発」をテーマとした体系化された学習プログラムを

企画・実施する「学習オーガナイザー」の養成を目指す。この研修では、キャリアを個人の発

達と社会参画の両面からとらえ、男女共同参画の基本理念や取組の意義、社会状況や現代的課

題について整理するとともに、学習方法や評価等、事業運営に関する実務的な学びの機会を提

供する。 

 

２ 目  的  （１） 男女共同参画意識の醸成、キャリア開発の基礎的理解、実態・課題把握を踏まえた課

題解決に結びつくプログラムの企画・実践力を形成する。 

（２） 「男女共同参画」と「キャリア開発」の二つの視点に立った学習プログラムを企画・

実施できる人材の育成を通じ、男女共同参画社会の形成を推進する。 

 

３ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 

 

４ 会  場  ＮＷＥＣ 

 

５ 期  日  平成２８年１月１３日（水）～１月１５日（金） ２泊３日 

 

６ 対  象  女性関連施設、公民館、行政、大学、ＮＰＯなどで、研修・学習事業、女性のキャリア開発、

女性の活躍推進に係る事業等の企画・実施経験を有する者 

 

７ 参 加 者  ３５名 

 

８ 都道府県別参加者数                                    （名） 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

北海道 ３ 埼玉県 ３ 岐阜県 － 鳥取県 － 佐賀県 －

青森県 － 千葉県 １ 静岡県 １ 島根県 － 長崎県 －

岩手県 ２ 東京都 ４ 愛知県 － 岡山県 － 熊本県 １

宮城県 － 神奈川県 １ 三重県 － 広島県 － 大分県 １

秋田県 １ 山梨県 － 滋賀県 － 山口県 １ 宮崎県 －

山形県 － 新潟県 － 京都府 － 徳島県 － 鹿児島県 －

福島県 １ 長野県 ２ 大阪府 １ 香川県 － 沖縄県 １

茨城県 １ 富山県 － 兵庫県 ２ 愛媛県 － 無回答他 －

栃木県 ３ 石川県 １ 奈良県 － 高知県 － 合 計 ３５

群馬県 １ 福井県 １ 和歌山県 １ 福岡県 １ 

 

９ 平成２７年度「学習オーガナイザー養成研修」企画委員           

・亀田 温子  十文字学園女子大学人間生活学部教授            

・神田 道子  東洋大学名誉教授、ＮＷＥＣ事業課客員研究員 

  ・西山恵美子  ＮＷＥＣ事業課客員研究員                 

 ・松下 光恵  ＮＰＯ法人男女共同参画フォーラムしずおか代表理事    

 

１０ プログラムデザイン 

別紙添付 

 

 

 

 

１１ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１月１３日 

13:00～13:50 

（１）開会 

①主催者あいさつ 

 

②オリエンテーション 

  

 

①内海 房子（ＮＷＥＣ

理事長） 

②引間 紀江（ＮＷＥＣ

事業課専門職員） 

 

14:00～15:30 （２）講義「男女共同参画の基礎

的理解を深めるために」 

男女共同参画の歴史的経緯や、

個としての女性と社会との関係等

を踏まえ、男女共同参画の今日的

な理解について講義を行う。 

神田 道子（東洋大学名

誉教授、ＮＷＥＣ事業課

客員研究員） 

歴史的・社会的な位置と役割

を把握することの重要性、男女

共同参画社会基本法を柱とした

社会的共通基盤と具体的な実践

が必要であること、また個人の

能力開発にとどまらず社会的人

材の育成を進める必要があるこ

とについて論じられ、そのため

には「自他の尊重」の方向性・

視点をもつこと、単に知る・聞

くだけではなく、オーガナイズ

された学習が重要であるとの基

礎的理解を深めた。 

15:45～17:15 （３）講義「キャリア開発の基礎

的理解を深めるために」 

キャリア開発の基礎的理解及び

その現代的意味についての理解を

深め、またキャリアのもつ個人的

側面と社会的側面について学ぶ。 

亀田 温子（十文字学園

女子大学人間生活学部

教授） 

持続可能な社会の開発に男女

がどうか関わっていくのか、な

ぜ今「キャリア開発」なのか、

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）

を踏まえた理解ができた。変化

する社会の中、あらためて学習

プログラム全体の企画と組立を

する「オーガナイザー」の視点

の重要性について理解を深め

た。 

19:00～20:30 （４）ワークショップ１「キャリ

ア開発上の課題共有」 

年齢・性別・所属等、属性や状

況に起因する課題について、職業

及び社会活動上のキャリアの多様

性を踏まえ、ワールドカフェ形式

で共有する。 

引間 紀江 若年層（大学生、社会人）、中

年期（中断再就職、就業継続）、

高年期の各年代の置かれている

状況、キャリア上の課題、強み

と弱みについて、グループごと

に抽出・共有した。ワークショ

ップを体験し、体験学習のサイ

クルに添った学びとなった。 

１月１４日 

9:00～9:50 

（５）講義「統計から考える男女

共同参画の現状」 

意識調査、国際比較調査等の豊

富な統計データについての解説を

交えながら、日本の男女共同参画

の現状を読み解く。 

渡辺 美穂（ＮＷＥＣ研

究国際室研究員） 

「第４次男女共同参画基本計

画」におけるジェンダー統計の

位置づけ、世界における男女の

現状及び実態等の解説により、

客観的な数値を示すことが事業

や計画作りのプロセスに役立つ

こと、自分の地域データと全国

とを比較して課題を明らかにす

ることの重要性を理解した。 
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１１ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１月１３日 

13:00～13:50 

（１）開会 

①主催者あいさつ 

 

②オリエンテーション 

  

 

①内海 房子（ＮＷＥＣ

理事長） 

②引間 紀江（ＮＷＥＣ

事業課専門職員） 

 

14:00～15:30 （２）講義「男女共同参画の基礎

的理解を深めるために」 

男女共同参画の歴史的経緯や、

個としての女性と社会との関係等

を踏まえ、男女共同参画の今日的

な理解について講義を行う。 

神田 道子（東洋大学名

誉教授、ＮＷＥＣ事業課

客員研究員） 

歴史的・社会的な位置と役割

を把握することの重要性、男女

共同参画社会基本法を柱とした

社会的共通基盤と具体的な実践

が必要であること、また個人の

能力開発にとどまらず社会的人

材の育成を進める必要があるこ

とについて論じられ、そのため

には「自他の尊重」の方向性・

視点をもつこと、単に知る・聞

くだけではなく、オーガナイズ

された学習が重要であるとの基

礎的理解を深めた。 

15:45～17:15 （３）講義「キャリア開発の基礎

的理解を深めるために」 

キャリア開発の基礎的理解及び

その現代的意味についての理解を

深め、またキャリアのもつ個人的

側面と社会的側面について学ぶ。 

亀田 温子（十文字学園

女子大学人間生活学部

教授） 

持続可能な社会の開発に男女

がどうか関わっていくのか、な

ぜ今「キャリア開発」なのか、

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）

を踏まえた理解ができた。変化

する社会の中、あらためて学習

プログラム全体の企画と組立を

する「オーガナイザー」の視点

の重要性について理解を深め

た。 

19:00～20:30 （４）ワークショップ１「キャリ

ア開発上の課題共有」 

年齢・性別・所属等、属性や状

況に起因する課題について、職業

及び社会活動上のキャリアの多様

性を踏まえ、ワールドカフェ形式

で共有する。 

引間 紀江 若年層（大学生、社会人）、中

年期（中断再就職、就業継続）、

高年期の各年代の置かれている

状況、キャリア上の課題、強み

と弱みについて、グループごと

に抽出・共有した。ワークショ

ップを体験し、体験学習のサイ

クルに添った学びとなった。 

１月１４日 

9:00～9:50 

（５）講義「統計から考える男女

共同参画の現状」 

意識調査、国際比較調査等の豊

富な統計データについての解説を

交えながら、日本の男女共同参画

の現状を読み解く。 

渡辺 美穂（ＮＷＥＣ研

究国際室研究員） 

「第４次男女共同参画基本計

画」におけるジェンダー統計の

位置づけ、世界における男女の

現状及び実態等の解説により、

客観的な数値を示すことが事業

や計画作りのプロセスに役立つ

こと、自分の地域データと全国

とを比較して課題を明らかにす

ることの重要性を理解した。 
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10:00～11:00 （６）講義「協働型学習の理論・

方法について」 

協働型学習（グループワーク）

による学びを通した価値意識の差

異の認識と、その意味づけの中か

ら実践につながる「気づき」を得

ることの重要性について、社会教

育の視点から考える。 

笹井 宏益（国立教育政

策研究所生涯学習政策

研究部長） 

国際的には、学校教育だけで

はなく家庭教育・ボランティア

活動・社会教育も含めて「学び」

であること、社会教育の本質と

して実践性・相互性・総合性が

あり、特に成人の学習において

は生活マターであること、課題

解決型学習であることがポイン

トである、との知見を得た。 

11:15～12:00 （７）講義「男女共同参画の視点

に立った事業企画のポイント」 

学習プログラムを企画する上で

の現状把握、実施、評価までのＰ

ＤＣＡサイクルに基づく運営につ

いて、注意点・留意点を学ぶ。 

松下 光恵（ＮＰＯ法人

男女共同参画フォーラ

ムしずおか代表理事） 

地域や時代により課題は異な

るため、現状・ニーズの把握が

必要であり、事業企画の意図・

目的を明確にすること、ＰＤＣ

Ａサイクルに基づく運営の重要

性について理解を深めた。また

静岡市における実際の事例の紹

介もあり、学習プログラム企画

のポイントについて、より具体

に知る機会となった。 

13:30～15:00 （８）キャリア・インタビュー  

ライフコースにおけるキャリア

開発のプロセスについて、個人の

視点と社会参画の視点の双方から、

３名のキャリアモデルからのイン

タビューで学ぶ。 

報告： 

荒谷 信子（元東広島市

教育長、尾道市立大学非

常勤講師） 

井上 智美（ＣＯＲＡＬ

理事、キャリアコンサル

タント） 

佐伯加寿美（ＮＷＥＣ事

業課専門職員） 

 

インタビュアー： 

亀田 温子 

松下 光恵 

３名の職業キャリア及び社会

活動キャリアについて、転機と

危機をどう乗り越えたのか、何

が支援のポイントとなるのか、

そのプロセスについての語りか

ら、家族や上司のアドバイス、

資格取得や講座等の学びが、次

のキャリアにつながるきっかけ

となることが明らかになった。

また、キャリアを重ねるため

に、自分自身が社会参画できる

立場に立つことの重要性を理解

した。 

15:15～17:15 （９）ワークショップ２「キャリ

ア事例分析」 

キャリア・インタビューでの事

例を参考に、キャリア上の転機や

節目の乗り越え方、ライフイベン

トとの関係を具体的につかみ、キ

ャリア開発を進める要因を探る。 

西山恵美子（ＮＷＥＣ事

業課客員研究員） 

６班（各事例２班ずつ）に分

かれ、ワークシートを用いて事

例分析を行い、キャリア開発上

の転機・節目と危機における支

援について整理し討議した。「学

習オーガナイザー」による支援

のポイントとして、固定的性別

役割分業意識の克服、学習の重

要性、人間関係の構築等が重要

であることを理解した。 

18:30～20:00 （１０）情報交換会 

全国からの参加者同士のネット

ワークづくりを図り、交流を深め

る。 

 リラックスした雰囲気の中で

参加者同士による情報交換やネ

ットワークづくりができた。 

 

１月１５日 

9:00～11:30 

（１１）ワークショップ３「キャ

リア開発に向けた事業計画案づくり」

①「男女共同参画の視点に立つキ

ャリア開発プログラム」のための 

プログラムデザインについて 

 

②事業計画案づくり 

 

 

①説明： 

櫻田今日子（ＮＷＥＣ事

業課長） 

 

②ファシリテーター： 

西山恵美子 

学習支援： 

平成２７年度企画委員、

ＮＷＥＣ事業課専門職員

プログラムデザインを作成す

ることで対象・目的などにブレ

のない企画となり、企画者・参

加者双方の共通理解も図れる等、

その利点を学んだ。これを踏ま

えて若年層（大学生、社会人）、

中年層（中断再就職、就労継続）、

高年層（女性、男性）の各班に

分かれ、キャリア開発学習に向

けた事業案としてのプログラム

デザインを作成した。 

13:00～14:30 （１２）まとめと成果の共有 

ワークショップ３で作成した事

業案の発表とプログラムの検証を

行う。また、これまでの学習を踏

まえ、学習オーガナイザーの役割

を再確認する。 

コメンテーター： 

神田 道子 

西山恵美子 

各班の発表に対し、良かった

点と今後の改善点を各自がまと

め、それぞれの班に戻した。こ

のフィードバックを基に、事業

案を再度練り直し完成させた。

自分たちが面白いと思うだけで

はなく「学習オーガナイザー」

として参加する人の立場や状況

を思い企画をすること、成果を

想定し、全体を俯瞰する視点を

もつことの重要性を、再度認識

した。 

 （１３）閉会   

 

１２ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

 ・ＮＷＥＣのキャリア開発に関する研究の知見や研修成果を活用した。 

・企画委員会との協働により「プログラムデザイン」を作成し、各プログラムの内容を検討、運営した。 

・平成２６年度の成果として、平成２７年度「男女共同参画推進フォーラム」において会館提供ワークシ

ョップを実施。その成果（キャリア開発学習のためのプログラムデザイン試案の作成、各年代における

キャリア開発上の課題の抽出）を踏まえ、本研修のプログラムを組み立てた。 

・全体の研修における各プログラムの位置づけを説明しながら研修を進めることで、学習内容を体系づけ、

プログラムデザインを意識できるように努めた。 

 

１３ プログラム全体で得られた知見 

   男女共同参画及びキャリア開発の基礎的理解を深めるとともに、成人学習に関する講義、ＮＷＥＣが開発

したプログラムデザインの解説、ジェンダー統計、事例分析など、ＮＷＥＣに蓄積された知見やノウハウを

存分に盛り込む高度な内容でありながらも、ワークショップなどの参加型学習を多く取り入れたことで、よ

り具体的な理解を促すことができた。 

 

１４ プログラムの成果 

（１） 参加者の全体の満足度     １００.０％（非常に満足 ７８.８％、満足 ２１.２％） 

（２） 参加者のプログラムの有用度  １００.０％（非常に有用 ８４.８％、有用 １５.２％） 

 

１５ 今後の課題及び展望 

   ２回目の試行となり、プログラム内容の精査や運営ノウハウの蓄積も増えつつあるため、試行的な段階か

ら研修事業としての展開が可能と考える。今後は、講義中の分からない部分をeラーニングで補う、研修修

了生による講師・事例報告者への登用、研修成果を生かした事業への協力等、参加者へのフォローアップを

意識し、学習人材の循環と研修成果の更なる普及を目指す。 
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１月１５日 

9:00～11:30 

（１１）ワークショップ３「キャ

リア開発に向けた事業計画案づくり」

①「男女共同参画の視点に立つキ

ャリア開発プログラム」のための 

プログラムデザインについて 

 

②事業計画案づくり 

 

 

①説明： 

櫻田今日子（ＮＷＥＣ事

業課長） 

 

②ファシリテーター： 

西山恵美子 

学習支援： 

平成２７年度企画委員、

ＮＷＥＣ事業課専門職員

プログラムデザインを作成す

ることで対象・目的などにブレ

のない企画となり、企画者・参

加者双方の共通理解も図れる等、

その利点を学んだ。これを踏ま

えて若年層（大学生、社会人）、

中年層（中断再就職、就労継続）、

高年層（女性、男性）の各班に

分かれ、キャリア開発学習に向

けた事業案としてのプログラム

デザインを作成した。 

13:00～14:30 （１２）まとめと成果の共有 

ワークショップ３で作成した事

業案の発表とプログラムの検証を

行う。また、これまでの学習を踏

まえ、学習オーガナイザーの役割

を再確認する。 

コメンテーター： 

神田 道子 

西山恵美子 

各班の発表に対し、良かった

点と今後の改善点を各自がまと

め、それぞれの班に戻した。こ

のフィードバックを基に、事業

案を再度練り直し完成させた。

自分たちが面白いと思うだけで

はなく「学習オーガナイザー」

として参加する人の立場や状況

を思い企画をすること、成果を

想定し、全体を俯瞰する視点を

もつことの重要性を、再度認識

した。 

 （１３）閉会   

 

１２ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

 ・ＮＷＥＣのキャリア開発に関する研究の知見や研修成果を活用した。 

・企画委員会との協働により「プログラムデザイン」を作成し、各プログラムの内容を検討、運営した。 

・平成２６年度の成果として、平成２７年度「男女共同参画推進フォーラム」において会館提供ワークシ

ョップを実施。その成果（キャリア開発学習のためのプログラムデザイン試案の作成、各年代における

キャリア開発上の課題の抽出）を踏まえ、本研修のプログラムを組み立てた。 

・全体の研修における各プログラムの位置づけを説明しながら研修を進めることで、学習内容を体系づけ、

プログラムデザインを意識できるように努めた。 

 

１３ プログラム全体で得られた知見 

   男女共同参画及びキャリア開発の基礎的理解を深めるとともに、成人学習に関する講義、ＮＷＥＣが開発

したプログラムデザインの解説、ジェンダー統計、事例分析など、ＮＷＥＣに蓄積された知見やノウハウを

存分に盛り込む高度な内容でありながらも、ワークショップなどの参加型学習を多く取り入れたことで、よ

り具体的な理解を促すことができた。 

 

１４ プログラムの成果 

（１） 参加者の全体の満足度     １００.０％（非常に満足 ７８.８％、満足 ２１.２％） 

（２） 参加者のプログラムの有用度  １００.０％（非常に有用 ８４.８％、有用 １５.２％） 

 

１５ 今後の課題及び展望 

   ２回目の試行となり、プログラム内容の精査や運営ノウハウの蓄積も増えつつあるため、試行的な段階か

ら研修事業としての展開が可能と考える。今後は、講義中の分からない部分をeラーニングで補う、研修修

了生による講師・事例報告者への登用、研修成果を生かした事業への協力等、参加者へのフォローアップを

意識し、学習人材の循環と研修成果の更なる普及を目指す。 
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講義「協働型学習の理論・方法について」        まとめと成果の共有 

平
成

２
７
年

度
「
学

習
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ

ー
養

成
研

修
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ザ

イ
ン

【
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
特
徴

】
①

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に
立
っ
た
体
系

的
な
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
効

果
的
に
実

践
・
展
開

で
き
る
人

材
の

育
成

を
目

指
す
。

②
キ
ャ
リ
ア
開

発
の

基
礎

的
理
解

を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。

③
学

習
方

法
論

の
基

礎
的
理
解
と
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

④
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

作
成

及
び
実

施
能

力
を
高

め
る
こ
と
が

で
き
る
。

⑤
研
修
の
ア
ウ
ト
カ
ム
を
高

め
る
方
法

を
考

え
る
。

（
１
）
男
女
共
同
参
画
意
識
の
醸
成
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
基
礎
的
理
解
、
実
態
課
題
把
握
を
踏
ま
え
た
課
題
解
決
に
結
び
つ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
実
践
力
を
形
成
す
る
。

（
２
）
「
男
女
共
同
参
画
」
と
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
」
の
二
つ
の
視
点
に
立
っ
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
実
施
で
き
る
人
材
の
育
成

を
通
じ
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

を
推
進
す
る
。

（
２
）

講
義

「
男

女
共

同
参
画
の
基
礎
的
理

解
を
深
め
る
た
め

に
」

・
歴

史
的

経
緯

、
個
と

し
て
の

女
性

と
社

会
と

の
関

係
を
踏

ま
え
、
今

日
的

な
理

解
を
深

め
る
。

・
学

習
オ
ー
ガ
ナ
イ

ザ
ー
の

意
義

と
役

割
を
学

ぶ
。

（
３
）

講
義

「
キ
ャ
リ
ア
開

発
の
基
礎
的
理
解

を
深
め
る
た
め
に
」

・
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
基

礎
的

理
解

と
現

代
的

意
味

に
つ
い
て
学

ぶ
。

・
キ
ャ
リ
ア
の
も
つ
個

人
的

側
面

と
社

会
的

側
面

に
つ
い
て
学

ぶ
。

（
９
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２

「
キ
ャ
リ
ア
事

例
分
析
」

・
キ
ャ
リ
ア
上

の
転

機
・
節

目
と
そ
の

乗
り

越
え
方
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
の

関
係

を
具

体
的
に
つ
か

み
、
キ
ャ
リ
ア
開
発

を
進

め
る

要
因
を
探
る
。

研
修
・
学
習
事
業
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
開

発
、
女
性
の
活
躍
推
進
に
か
か
る
事
業
等
の
企
画
・
実
施
経
験
を
有
す
る
者

３
０
名

対
象

目
的

内
容

方
法

（
1
2
）

ま
と
め
と

成
果
の
共
有

事
例
分
析
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

ま
と
め

企
画

Pl
a
n

↓

実
行

Do

↓
個

人
へ
の
影

響

評
価

Ch
ec

k

↓
社

会
へ
の
影

響

改
善

Ac
ti

o
n

（ １ ） 開 会 ・ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

（
４
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
１

「
キ
ャ
リ
ア
開

発
上

の
課

題
共

有
」

・
キ
ャ
リ
ア
の
多
様
性

を
踏

ま
え
て
、
課

題
を

社
会

的
に
と
ら
え
直

す
。

（
８
）

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・
キ
ャ
リ
ア
開

発
の

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、

個
人
の
視
点

・
社

会
参

画
の

視
点
双

方
か

ら
、
キ
ャ
リ
ア
モ
デ
ル
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

形
式

で
探

る
。

（
1
1
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
３

「
キ
ャ
リ
ア
開

発
に
向

け
た
事

業
計

画
案

づ
く
り
」

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て

・
事

業
計

画
案

づ
く
り

講
義
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

講
義
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

目
標

基
点
・
基
軸
の
形
成

（
男
女
共
同
参
画
）

（
キ
ャ
リ
ア
開
発
）

課
題
・
現
状
の
把
握

（
対
象
・
現
状
）

（
理
論
・
方
法
）

企
画
力
・
実
践
力
の
形
成

（
事
例
分
析
）

（
計
画
案
づ
く
り
）

講
義
：
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
知
識
の
提
示
と
理
解

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
：
主
体
的
な
学
習
、
連
携
協
働
関
係
の
形
成

事
例
分
析
：
日
常
経
験
か
ら
の
相
互
学
習
、
事
例
の
重
視

【
趣

旨
】

男
女

共
同

参
画

社
会

を
推
進

す
る
た
め

に
は
、

学
習
者
に

対
し

て
効

果
的

な
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
求

め
ら

れ
る

が
、

男
女

共
同

参
画

の
視
点

に
立
っ
た

学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム

の
企

画
・

運
営

に
つ

い
て

十
分

な
力

量
を

も
っ

た
人

材
は

限
ら

れ
て

お
り

、
そ
の

養
成
は
課

題
と
な

っ
て
い
る

。
個

人
の

側
か

ら
社

会
へ

の
主

体
的

ア
プ

ロ
ー

チ
と

し
て

の
キ

ャ
リ

ア
開

発
の
立

場
に
立
ち

、
男
女

共
同
参
画

の
視

点
か

ら
の

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

企
画

・
展

開
す

る
「

学
習

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ
ー

」
養
成
を

通
じ
て

、
男
女
共

同
参

画
社

会
形

成
の

推
進

を
図

る
。

（
５
）

講
義

「
統

計
か

ら
考

え
る
男

女
共

同
参

画
の

現
状

」
・
時

間
的

・
空

間
的

位
置
の
把
握

（
６
）

講
義

「
協

働
型

学
習

の
理

論
・

方
法

に
つ
い
て
」

・
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク

の
体

験
か

ら
、
実

践
に
つ
な
が

る
「
気

づ
き
」
を
得

る
こ
と

の
重

要
性

に
つ
い

て
、
社

会
教

育
の

視
点
か
ら
考
え
る
。

（
７
）

講
義

「
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
立

っ
た
事

業
企

画
の

ポ
イ
ン
ト
」

・
現
状
把
握
、
実
施
、

評
価

ま
で
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く

運
営

に
つ
い
て
、
注

意
点
を
学
ぶ
。

（ 1
0

） 情 報 交 換 会

本
研

修
で
の

実
施

部
分

参
加

者
が

組
織

・
地

域
等

に
持

ち
帰

っ
て
実

践
・
活

動
に
結
び
つ
け
る
。
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平
成

２
７
年

度
「
学

習
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ

ー
養

成
研

修
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ザ

イ
ン

【
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
特
徴

】
①

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に
立
っ
た
体
系

的
な
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
効

果
的
に
実

践
・
展
開

で
き
る
人

材
の

育
成

を
目

指
す
。

②
キ
ャ
リ
ア
開

発
の

基
礎

的
理
解

を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。

③
学

習
方

法
論

の
基

礎
的
理
解
と
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

④
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

作
成

及
び
実

施
能

力
を
高

め
る
こ
と
が

で
き
る
。

⑤
研
修
の
ア
ウ
ト
カ
ム
を
高

め
る
方
法

を
考

え
る
。

（
１
）
男
女
共
同
参
画
意
識
の
醸
成
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
基
礎
的
理
解
、
実
態
課
題
把
握
を
踏
ま
え
た
課
題
解
決
に
結
び
つ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
実
践
力
を
形
成
す
る
。

（
２
）
「
男
女
共
同
参
画
」
と
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
」
の
二
つ
の
視
点
に
立
っ
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
実
施
で
き
る
人
材
の
育
成

を
通
じ
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

を
推
進
す
る
。

（
２
）

講
義

「
男

女
共

同
参
画
の
基
礎
的
理

解
を
深
め
る
た
め

に
」

・
歴

史
的

経
緯

、
個
と

し
て
の

女
性

と
社

会
と

の
関

係
を
踏

ま
え
、
今

日
的

な
理

解
を
深

め
る
。

・
学

習
オ
ー
ガ
ナ
イ

ザ
ー
の

意
義

と
役

割
を
学

ぶ
。

（
３
）

講
義

「
キ
ャ
リ
ア
開

発
の
基
礎
的
理
解

を
深
め
る
た
め
に
」

・
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
基

礎
的

理
解

と
現

代
的

意
味

に
つ
い
て
学

ぶ
。

・
キ
ャ
リ
ア
の
も
つ
個

人
的

側
面

と
社

会
的

側
面

に
つ
い
て
学

ぶ
。

（
９
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２

「
キ
ャ
リ
ア
事

例
分
析
」

・
キ
ャ
リ
ア
上

の
転

機
・
節

目
と
そ
の

乗
り

越
え
方
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
の

関
係

を
具

体
的
に
つ
か

み
、
キ
ャ
リ
ア
開
発

を
進

め
る

要
因
を
探
る
。

研
修
・
学
習
事
業
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
開

発
、
女
性
の
活
躍
推
進
に
か
か
る
事
業
等
の
企
画
・
実
施
経
験
を
有
す
る
者

３
０
名

対
象

目
的

内
容

方
法

（
1
2
）

ま
と
め
と

成
果
の
共
有

事
例
分
析
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

ま
と
め

企
画

Pl
a
n

↓

実
行

Do

↓
個

人
へ
の
影

響

評
価

Ch
ec

k

↓
社

会
へ
の
影

響

改
善

Ac
ti

o
n

（ １ ） 開 会 ・ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

（
４
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
１

「
キ
ャ
リ
ア
開

発
上

の
課

題
共

有
」

・
キ
ャ
リ
ア
の
多
様
性

を
踏

ま
え
て
、
課

題
を

社
会

的
に
と
ら
え
直

す
。

（
８
）

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・
キ
ャ
リ
ア
開

発
の

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、

個
人
の
視
点

・
社

会
参

画
の

視
点
双

方
か

ら
、
キ
ャ
リ
ア
モ
デ
ル
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

形
式

で
探

る
。

（
1
1
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
３

「
キ
ャ
リ
ア
開

発
に
向

け
た
事

業
計

画
案

づ
く
り
」

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て

・
事

業
計

画
案

づ
く
り

講
義
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

講
義
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

目
標

基
点
・
基
軸
の
形
成

（
男
女
共
同
参
画
）

（
キ
ャ
リ
ア
開
発
）

課
題
・
現
状
の
把
握

（
対
象
・
現
状
）

（
理
論
・
方
法
）

企
画
力
・
実
践
力
の
形
成

（
事
例
分
析
）

（
計
画
案
づ
く
り
）

講
義
：
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
知
識
の
提
示
と
理
解

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
：
主
体
的
な
学
習
、
連
携
協
働
関
係
の
形
成

事
例
分
析
：
日
常
経
験
か
ら
の
相
互
学
習
、
事
例
の
重
視

【
趣

旨
】

男
女

共
同

参
画

社
会

を
推
進

す
る
た
め

に
は
、

学
習
者
に

対
し

て
効

果
的

な
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
求

め
ら

れ
る

が
、

男
女

共
同

参
画

の
視
点

に
立
っ
た

学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム

の
企

画
・

運
営

に
つ

い
て

十
分

な
力

量
を

も
っ

た
人

材
は

限
ら

れ
て

お
り

、
そ
の

養
成
は
課

題
と
な

っ
て
い
る

。
個

人
の

側
か

ら
社

会
へ

の
主

体
的

ア
プ

ロ
ー

チ
と

し
て

の
キ

ャ
リ

ア
開

発
の
立

場
に
立
ち

、
男
女

共
同
参
画

の
視

点
か

ら
の

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

企
画

・
展

開
す

る
「

学
習

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ
ー

」
養
成
を

通
じ
て

、
男
女
共

同
参

画
社

会
形

成
の

推
進

を
図

る
。

（
５
）

講
義

「
統

計
か

ら
考

え
る
男

女
共

同
参

画
の

現
状

」
・
時

間
的

・
空

間
的

位
置
の
把
握

（
６
）

講
義

「
協

働
型

学
習

の
理

論
・

方
法

に
つ
い
て
」

・
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク

の
体

験
か

ら
、
実

践
に
つ
な
が

る
「
気

づ
き
」
を
得

る
こ
と

の
重

要
性

に
つ
い

て
、
社

会
教

育
の

視
点
か
ら
考
え
る
。

（
７
）

講
義

「
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
立

っ
た
事

業
企

画
の

ポ
イ
ン
ト
」

・
現
状
把
握
、
実
施
、

評
価

ま
で
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く

運
営

に
つ
い
て
、
注

意
点
を
学
ぶ
。

（ 1
0

） 情 報 交 換 会

本
研

修
で
の

実
施

部
分

参
加

者
が

組
織

・
地

域
等

に
持

ち
帰

っ
て
実

践
・
活

動
に
結
び
つ
け
る
。



64

１０ 女子大学生キャリア形成セミナー 

 

１ 趣  旨   日本の女性を取り巻く状況は、かつてよりはるかに改善されてきたが、男女平等は未だ

に実現されていない。働く女性及び担当者レベルでの女性リーダーは増えてきたが、組織

における意思決定に関わる女性の割合は極めて低いままである。しかし、男女共同参画社

会を実現するためには、女性が職業活動に参加するだけでなく、様々な組織において管理

的地位に就き、その意思決定に関わる等、組織活動の中枢へ参画することが必要である。 

         そこで、自らのキャリアを模索する女子大学生を対象に、以下の３つを学ぶ機会を提供

することで、将来、社会や組織を支える女性リーダーを育成し、男女共同参画の推進を図

るものとする。 

① 仕事をもち、自らの人生の選択権をもつことが豊かな人生設計に重要であること 

          （自主自立） 

         ②女性の人生設計に関わる様々な出来事をあらかじめ知っておくこと 

          （ライフプランニング） 

② キャリアの構築が単に個人の自己実現にとどまらず、よりよい社会づくりにつなが

るという視点をもつこと 

（社会を変える・支える志） 

 

２ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 

 

３ 共  催  リーダーシップ111 

 

４ 会  場  ＮＷＥＣ 

 

５ 期  日  平成２８年２月２０日（土）～２月２１日（日） １泊２日 

 

６ 対  象  女子大学生 

 

７ 参 加 者  ２１名 

 

８ 都道府県別参加者数 ※案内送付先（関東甲信越静）                   （名） 

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

北海道 － 埼玉県 １ 岐阜県 － 鳥取県 － 佐賀県 －

青森県 － 千葉県 ２ 静岡県 － 島根県 － 長崎県 －

岩手県 － 東京都 ７ 愛知県 － 岡山県 － 熊本県 －

宮城県 － 神奈川県 ５ 三重県 － 広島県 － 大分県 －

秋田県 － 山梨県 ２ 滋賀県 － 山口県 － 宮崎県 －

山形県 － 新潟県 － 京都府 － 徳島県 － 鹿児島県 －

福島県 － 長野県 ３ 大阪府 － 香川県 － 沖縄県 －

茨城県 １ 富山県 － 兵庫県 － 愛媛県 － 無回答他 －

栃木県 － 石川県 － 奈良県 － 高知県 － 合 計 ２１

群馬県 － 福井県 － 和歌山県 － 福岡県 －  

 

９ プログラムデザイン  

 別紙添付 

 

 

１０ プログラムの構成・得られた成果  

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

２月２０日 

13:15～14:00 

（１）開会 

①主催者あいさつ 

 

②趣旨説明 

 

①内海 房子(Ｎ

ＷＥＣ理事長) 

②佐伯加寿美(Ｎ

ＷＥＣ事業課専門

職員) 

 

14:00～14:50 （２）講義「働く女性を取り巻く

環境 ～国際データ比較と女子大

学生追跡ヒアリング調査を通して

～」 

 統計データを用いた国際比較

と、昨年度大学を卒業した女性の

入社後の意識変化を通じて、女性

の活躍と男女共同参画の推進を分

かりやすく解説する。 

島  直子(ＮＷ

ＥＣ研究国際室研

究員) 

様々な意識調査や諸外国との比

較データから、社会に出てから直

面する男女共同参画に関する日本

の現状や社会の中で、女性が置か

れている状況について具体的に知

る機会となった。また女子大学生

の就業前と後の意識調査からは、

仕事の継続意欲の高まりを知り、

社会と積極的に関わることを学ん

だ。 

15:00～16:30 （３）パネルディスカッション 

「先輩の声を聞く」 

 人生経験を重ねたパネリストの

話から、働く女性の現状や課題、

女性の人生設計に関わる様々な出

来事や、働くことの面白さ、課題

を乗り越えるための視点を学ぶ。

パネリスト 

平野こずえ(ＥＭ

Ｇマーケティング

合同会社人事総務

統括部総務部アド

バイザー) 

萩原 貴子（株式

会社グリーンハウ

ス執行役員） 

中光 理惠(ＮＷ

ＥＣ事業課専門職

員) 

コーディネーター

猪俣由美子(エン

パワーマネジメン

ト研究所代表兼人

材育成コンサルタ

ント) 

多彩な経験をもつ３名のパネリ

ストが社会人となってから今日ま

での歩み、働く上での２０歳代の

過ごし方、働くことの面白さ、課

題を乗り越えるための視点等につ

いて、アドバイスを交えつつ語っ

た。パネリストやコーディネータ

ーの話から、参加者は具体的な

「働く女性」の姿をみることがで

きた。 

16:40～18:10 （４）パネリストに聞こう 

 パネリストを囲んで、もっと聞

いてみたいこと、知りたいこと等

を直接質問し、パネリストの体験

の背景や考え方について、より深

く理解する。 

パネリスト 

同 上 

 

質問の時間を十分に確保したこ

とで、パネリストのキャリア形成

の背景、過程、考え方、環境等に

ついて、より理解を深めることが

できた。 

19:30～21:00 （５）交流会 

 パネリスト、コーディネータ

ー、ＯＧ企画委員も交え、小グル

ープで意見交換を行う。いろいろ

な立場からの話を聞くことで、自

 小さいグループでの意見交換を

複数ラウンド行うことで、女性の

キャリア形成に関する理解が更に

深まり、モチベーションアップの

手助けとなった。また、今回は直
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１０ プログラムの構成・得られた成果  

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

２月２０日 

13:15～14:00 

（１）開会 

①主催者あいさつ 

 

②趣旨説明 

 

①内海 房子(Ｎ

ＷＥＣ理事長) 

②佐伯加寿美(Ｎ

ＷＥＣ事業課専門

職員) 

 

14:00～14:50 （２）講義「働く女性を取り巻く

環境 ～国際データ比較と女子大

学生追跡ヒアリング調査を通して

～」 

 統計データを用いた国際比較

と、昨年度大学を卒業した女性の

入社後の意識変化を通じて、女性

の活躍と男女共同参画の推進を分

かりやすく解説する。 

島  直子(ＮＷ

ＥＣ研究国際室研

究員) 

様々な意識調査や諸外国との比

較データから、社会に出てから直

面する男女共同参画に関する日本

の現状や社会の中で、女性が置か

れている状況について具体的に知

る機会となった。また女子大学生

の就業前と後の意識調査からは、

仕事の継続意欲の高まりを知り、

社会と積極的に関わることを学ん

だ。 

15:00～16:30 （３）パネルディスカッション 

「先輩の声を聞く」 

 人生経験を重ねたパネリストの

話から、働く女性の現状や課題、

女性の人生設計に関わる様々な出

来事や、働くことの面白さ、課題

を乗り越えるための視点を学ぶ。

パネリスト 

平野こずえ(ＥＭ

Ｇマーケティング

合同会社人事総務

統括部総務部アド

バイザー) 

萩原 貴子（株式

会社グリーンハウ

ス執行役員） 

中光 理惠(ＮＷ

ＥＣ事業課専門職

員) 

コーディネーター

猪俣由美子(エン

パワーマネジメン

ト研究所代表兼人

材育成コンサルタ

ント) 

多彩な経験をもつ３名のパネリ

ストが社会人となってから今日ま

での歩み、働く上での２０歳代の

過ごし方、働くことの面白さ、課

題を乗り越えるための視点等につ

いて、アドバイスを交えつつ語っ

た。パネリストやコーディネータ

ーの話から、参加者は具体的な

「働く女性」の姿をみることがで

きた。 

16:40～18:10 （４）パネリストに聞こう 

 パネリストを囲んで、もっと聞

いてみたいこと、知りたいこと等

を直接質問し、パネリストの体験

の背景や考え方について、より深

く理解する。 

パネリスト 

同 上 

 

質問の時間を十分に確保したこ

とで、パネリストのキャリア形成

の背景、過程、考え方、環境等に

ついて、より理解を深めることが

できた。 

19:30～21:00 （５）交流会 

 パネリスト、コーディネータ

ー、ＯＧ企画委員も交え、小グル

ープで意見交換を行う。いろいろ

な立場からの話を聞くことで、自

 小さいグループでの意見交換を

複数ラウンド行うことで、女性の

キャリア形成に関する理解が更に

深まり、モチベーションアップの

手助けとなった。また、今回は直
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分のキャリアについて掘り下げ、

整理し、また参加者同士の交流か

ら自身のネットワークを広げる機

会とする。 

近の先輩として本セミナーのＯＧ

４名が参加したことは、参加者に

とって不安や悩みの共有ができ、

パネルディスカッションでの目的

が更に深まった。 

２月２１日 

9:00～ 9:45 

（６）情報提供「女性情報ポータ

ルＷinetの紹介と女性教育情報セ

ンター見学」 

 女性情報ポータルＷinetの活用

方法の説明と女性教育情報センタ

ーの見学等を通じて、女性のキャ

リア形成に関する資料や情報の探

し方を学ぶ。 

森  未知(ＮＷ

ＥＣ情報課専門職

員) 

 

 男女共同参画及び女性・家庭・

家族に関する専門図書館である女

性教育情報センターの見学と、女

性情報ポータルＷinetを使った情

報検索の方法について学んだ。 

10:00～12:00 

 

 

 

（７）グループワーク① 

 ここまで学んだ内容を踏まえな

がら、自分の思いを整理する。ま

た自分自身を客観的に見つめると

ともに、参加者同士で思いを共有

し、ネットワークづくりを進め

る。 

佐伯加寿美 参加者から、前日のパネリスト

からのキーワードや交流会で気づ

いた点等が相次いで出され、それ

を共有することで更に新たな気づ

きへとつながった。続いて「これ

から社会に出て大切にしたいこと

は何か？」をテーマにグループワ

ークを行った。ワールドカフェの

手法も用いながらお互いの価値観

を知り、続いて「それはどんな社

会？」というテーマから主体的に

社会に関わる視点をもつ機会が提

供され、新たな気づきのみられる

時間となった。 

13:00～15:00 （８）グループワーク② 

 各自でキャリアシートの作成を

行いながら、自分のキャリアデザ

インを描く。討議内容の発表、パ

ネリスト等によるコメントを通

じ、翌日から具体的に行動できる

方策を検討する。 

佐伯加寿美 今後のキャリアを見据えながら

ワークシートを記入した。このワ

ークシートに自分の進路、強み、

仕事のモチベーション、不安、解

決方法、社会との関わりを通じ自

分に必要な行動、これからの夢を

書き出した。その後、シートに基

づく話し合いとグループ内での共

有を行い、明日からの一歩として

アクションプランの発表を行っ

た。参加者一人ひとりから具体的

な宣言が出され、その後パネリス

ト、オブザーバーからのコメント

があり、各自にとって成果のフィ

ードバックとなった。 

15:00～15:20 （９）閉会 

①修了証授与 

②主催者あいさつ 

 

 

 

16:00～17:00 （10）懇親会 

（希望者のみ参加） 

軽食をとりながら２日間の研修

 

 

リラックスした雰囲気の中で、

参加者同士による情報交換やネッ

トワークづくりができた。 

 

１１ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

 ・これまでＮＷＥＣが実施した調査研究の成果やプログラム開発の実績を活用し、「どうしたら就職

できるか」といったいわゆる就活セミナーとは一線を画した「仕事をもってから先の自分」という

長いスパンでのキャリアを考えるプログラムを構成した。 

・１期生、２期生のＯＧから企画委員を募り、チラシ作成、プログラムの内容、当日の運営、グルー

プワークへの参加等事業に参画してもらい、このセミナーが「学びの循環」となる工夫をした。  

   ・学習者が直接質問しキャリアに対する理解を深めるために、パネルディスカッション「先輩の声を

聞く」の後に、「パネリストに聞こう」という質問の時間を十分に確保した。 

・グループワークの時間を十分に取り、参加者同士の学びの場を設定した。グループワークのテーマ

とキャリアシートの見直しを行い、学生の学びをより深めるように企画した。 

・交流会では、パネリスト、ＯＧ企画委員を中心に７つの小グループに分かれ、３ラウンドの情報交

換を行い、お互いがインフォーマルな関係を築き、自分を見つめる時間をつくった。 

 

１２ プログラム全体で得られた知見 

   ・プログラム全体を通して、参加者の自分の将来に対する高い意識が見られた。また、初めは将来や

自分の内面に不安を抱えていた学生も２日目には自己肯定感を高め、自信をつけることができた。 

 ・グループワークのテーマとキャリアシートを工夫したことで、参加者から「主体的に社会に関わ

る」具体的な視点が出された。 

   ・グループワーク等で同世代の考えを聞くことにより、新たな気づきを多く得て、キャリア形成への

モチベーションアップにつながった。 

   ・参加者同士だけでの意見交換ではなく、パネリスト、ＯＧ等の意見が加わることで、参加者の視野

が広がった。 

 ・今年のセミナーでは、大学のキャリア支援をしている先生や職員から問い合わせが数件あり、実際

に大学から２人、企業から１人の見学者があった。また、参加申込みが親の勧めを契機とする事例

が複数あり、本セミナーが、女性のキャリアを長いスパンで考え、女性リーダーを育成するセミナ

ーとして時宜にかなうものであり、認知度も高まってきていることがうかがえる。 

  

１３ プログラムの成果 

   参加者の全体の満足度  １００.０％（非常に満足 ８１.０％、満足 １９.０％） 

 

１４ 今後の課題及び展望 

   ・応募者は前回を上回ったが、募集の広報は引き続き工夫する必要がある。今後は広報する地域の拡

大や、ＳＮＳの活用、大学でキャリア支援をしている先生や職員へのアプローチ等を検討する。 

・年間を通した情報発信（昨年度の成果、本年度の企画・進捗状況等） 

   ・ＯＧ企画委員を来年度も募り、１期生～３期生のつながりと学びの循環を構築する。 

   ・パネリストの人選等、今後もリーダーシップ111との連携を図る。 

・グループワークや交流会等、参加者同士が直接コミュニケーションを図るプログラムを更に充実さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

を振り返るとともに、参加者同士

の交流を更に深める。 
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１１ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

 ・これまでＮＷＥＣが実施した調査研究の成果やプログラム開発の実績を活用し、「どうしたら就職

できるか」といったいわゆる就活セミナーとは一線を画した「仕事をもってから先の自分」という

長いスパンでのキャリアを考えるプログラムを構成した。 

・１期生、２期生のＯＧから企画委員を募り、チラシ作成、プログラムの内容、当日の運営、グルー

プワークへの参加等事業に参画してもらい、このセミナーが「学びの循環」となる工夫をした。  

   ・学習者が直接質問しキャリアに対する理解を深めるために、パネルディスカッション「先輩の声を

聞く」の後に、「パネリストに聞こう」という質問の時間を十分に確保した。 

・グループワークの時間を十分に取り、参加者同士の学びの場を設定した。グループワークのテーマ

とキャリアシートの見直しを行い、学生の学びをより深めるように企画した。 

・交流会では、パネリスト、ＯＧ企画委員を中心に７つの小グループに分かれ、３ラウンドの情報交

換を行い、お互いがインフォーマルな関係を築き、自分を見つめる時間をつくった。 

 

１２ プログラム全体で得られた知見 

   ・プログラム全体を通して、参加者の自分の将来に対する高い意識が見られた。また、初めは将来や

自分の内面に不安を抱えていた学生も２日目には自己肯定感を高め、自信をつけることができた。 

 ・グループワークのテーマとキャリアシートを工夫したことで、参加者から「主体的に社会に関わ

る」具体的な視点が出された。 

   ・グループワーク等で同世代の考えを聞くことにより、新たな気づきを多く得て、キャリア形成への

モチベーションアップにつながった。 

   ・参加者同士だけでの意見交換ではなく、パネリスト、ＯＧ等の意見が加わることで、参加者の視野

が広がった。 

 ・今年のセミナーでは、大学のキャリア支援をしている先生や職員から問い合わせが数件あり、実際

に大学から２人、企業から１人の見学者があった。また、参加申込みが親の勧めを契機とする事例

が複数あり、本セミナーが、女性のキャリアを長いスパンで考え、女性リーダーを育成するセミナ

ーとして時宜にかなうものであり、認知度も高まってきていることがうかがえる。 

  

１３ プログラムの成果 

   参加者の全体の満足度  １００.０％（非常に満足 ８１.０％、満足 １９.０％） 

 

１４ 今後の課題及び展望 

   ・応募者は前回を上回ったが、募集の広報は引き続き工夫する必要がある。今後は広報する地域の拡

大や、ＳＮＳの活用、大学でキャリア支援をしている先生や職員へのアプローチ等を検討する。 

・年間を通した情報発信（昨年度の成果、本年度の企画・進捗状況等） 

   ・ＯＧ企画委員を来年度も募り、１期生～３期生のつながりと学びの循環を構築する。 

   ・パネリストの人選等、今後もリーダーシップ111との連携を図る。 

・グループワークや交流会等、参加者同士が直接コミュニケーションを図るプログラムを更に充実さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

を振り返るとともに、参加者同士

の交流を更に深める。 
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 パネルディスカッション「先輩の声を聞く」        グループワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 交流会                         アクションプランの発表 
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 Ⅱ 調査研究事業 

 

 １１ 男女共同参画の教育・学習支援に関する調査研究 

 １２ 男女共同参画統計に関する調査研究 

 １３ 女性関連施設に関する調査研究 

 １４ 若年男女のキャリア形成に関する意識及び支援に関する調査研究 
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Ⅱ 調査研究事業 

１１ 男女共同参画の教育・学習支援に関する調査研究 

１２ 男女共同参画統計に関する調査研究 

１３ 女性関連施設に関する調査研究 

１４ 若年男女のキャリア形成に関する意識及び支援に関する調査研究 

Ⅱ　
調
査
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１１ 男女共同参画の教育・学習支援に関する調査研究 

 

１ 研究目的 

  女性のキャリア支援に関し、教育・学習支援の対象や内容、メディアを活用した手法等について検討するこ

とを目的とした調査研究を実施する。平成２７年度は、放送大学との連携で作成するオンラインコンテンツの

内容等を検討し、教材を作成する。 

 

２ 研究課題 

（１） 会館の調査研究等の蓄積を生かした教育・学習支援の方法等について検討する。 

（２） オンライン講座の提供について検討する。 

 

３ 研究計画 

（１） オンラインで提供する講座の内容について検討する。 

 （２） 放送大学と共同制作及び実施に関する体制について検討する。 

（３） オンラインで提供する講座のコンテンツを作成する。 

 

４ 研究体制 

  中野 洋恵  研究国際室長 

  渡辺 美穂  研究国際室研究員 

 島  直子  研究国際室研究員 

  森  未知  情報課専門職員 

     

５ 研究期間  平成２７年４月～平成２８年３月 

 

６ 年度実績概要 

（１） 平成２７年４月～８月、放送大学を通じたオンライン授業の内容を検討し、「女性のキャリアデザイン

入門（’１６ ）」のシラバスを作成した。 

（２） 放送大学とオンライン授業「女性のキャリアデザイン入門（’１６ ）」の共同制作及び実施に関する覚 

書協定を締結した。 

（３） 平成２７年９月～１２月、オンライン講座で提供する動画素材のインタビュー、講義の収録、会館施設 

等の収録を行うとともに、学習活動について検討した。 

（４） 平成２８年１月～２月、オンライン講座の学習活動の追加、画面の動作確認や内容確認作業を行った。 

 

７ 研修へのフィードバック 

オンライン講座の作成を通じて得た知見を、今後会館が独自にeラーニング講座を提供していく上で、参考 

にする。 

 

８ 今後の課題・展望 

平成２８年度は、実際にオンライン講座を提供・運用し、その手法や課題等について検討する。また、放送

大学と連携して女性のキャリアデザインの展開に関する講座を作成するとともに、オンライン講座に資する教

材・資料について検討する。 

１２ 男女共同参画統計に関する調査研究 

 

１ 研究目的 

  地域の機関で活用しうる男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する基礎的な研究として、「男女共同参画統計に 

関する調査研究」を実施している。男女共同参画社会の形成に資する女性と男性に関する統計データについて女性関 

連施設等が事業を行う際、企画・運営等で参考となるよう内容や提供の方法等について研究する。 

 

２ 研究課題 

（１）「統計リーフレット」の作成 

（２）「男女共同参画統計ニュースレター」の作成、配信 

 

３ 研究計画 

（１）「統計リーフレット２０１６」を作成する。 

（２）「男女共同参画統計ニュースレター」を年２回作成し、配信する。 

 

４ 研究体制 

  ＜アドバイザー＞ 
杉橋やよい  金沢大学人間社会学域経済学類准教授 
高村  静  内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付上席政策調査員、経済産業研究所コンサルティング 

フェロー、中央大学大学院戦略経営研究科特任研究員 
林  玲子  国立社会保障・人口問題研究所国際関係部長 

 
＜国立女性教育会館＞ 
中野 洋恵  研究国際室長 
渡辺 美穂  研究国際室研究員 
森  未知  情報課専門職員 

 

５ 研究期間  平成２７年４月～平成２８年３月 

 

６ 年度実績概要 

（１） 「統計リーフレット」の作成 

     最新データを基にミニ統計集「日本の女性と男性」のデータを更新して、日本語版と英語版のリーフレットを

作成した。 

（２）  男女共同参画に関する国内外の動き、自治体の取組、データ解説等を内容とする「男女共同参画統計ニュース

レター第１８号」を平成２７年１０月に、「男女共同参画統計ニュースレター第１９号」を平成２８年３月に作

成・配信した。 

第１９号の配信先は２，００９件で、年度目標の２，０００件を達成した。 

（３）  ＮＷＥＣ主催事業で『男女共同参画統計データブック』を活用し、講義やワークショップを実施するとともに、

男女共同参画センターや国際機関等で企画されている研修事業等で、講義やワークショップを実施した。 

 

７ 研修へのフィードバック 

（１） 主催事業へのフィードバック 

・「地域における男女共同参画推進リーダー研修＜女性関連施設・地方自治体・団体＞」「企業を成長に導く

女性活躍促進セミナー」「女子大学生キャリア形成セミナー」「女性関連施設相談員研修」「アジア太平洋地

域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー」「アセアン諸国における人身取引対策協力促進セミナー 」

において、男女共同参画統計データを活用した講義を行った。 

（２）  男女共同参画センター、地方公共団体、大学等の研修へのフィードバック 

埼玉県男女共同参画推進センター、北九州市立男女共同参画センター、婦選会館、茨城県結城市、埼玉県川越市、 

東京都西東京市、全国女性会館協議会、埼玉大学、東京外国語大学、神戸学院大学、福岡女子大学、大分大学
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１２ 男女共同参画統計に関する調査研究 

 

１ 研究目的 

  地域の機関で活用しうる男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する基礎的な研究として、「男女共同参画統計に 

関する調査研究」を実施している。男女共同参画社会の形成に資する女性と男性に関する統計データについて女性関 

連施設等が事業を行う際、企画・運営等で参考となるよう内容や提供の方法等について研究する。 

 

２ 研究課題 

（１）「統計リーフレット」の作成 

（２）「男女共同参画統計ニュースレター」の作成、配信 

 

３ 研究計画 

（１）「統計リーフレット２０１６」を作成する。 

（２）「男女共同参画統計ニュースレター」を年２回作成し、配信する。 

 

４ 研究体制 

  ＜アドバイザー＞ 
杉橋やよい  金沢大学人間社会学域経済学類准教授 
高村  静  内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付上席政策調査員、経済産業研究所コンサルティング 

フェロー、中央大学大学院戦略経営研究科特任研究員 
林  玲子  国立社会保障・人口問題研究所国際関係部長 

 
＜国立女性教育会館＞ 
中野 洋恵  研究国際室長 
渡辺 美穂  研究国際室研究員 
森  未知  情報課専門職員 

 

５ 研究期間  平成２７年４月～平成２８年３月 

 

６ 年度実績概要 

（１） 「統計リーフレット」の作成 

     最新データを基にミニ統計集「日本の女性と男性」のデータを更新して、日本語版と英語版のリーフレットを

作成した。 

（２）  男女共同参画に関する国内外の動き、自治体の取組、データ解説等を内容とする「男女共同参画統計ニュース

レター第１８号」を平成２７年１０月に、「男女共同参画統計ニュースレター第１９号」を平成２８年３月に作

成・配信した。 

第１９号の配信先は２，００９件で、年度目標の２，０００件を達成した。 

（３）  ＮＷＥＣ主催事業で『男女共同参画統計データブック』を活用し、講義やワークショップを実施するとともに、

男女共同参画センターや国際機関等で企画されている研修事業等で、講義やワークショップを実施した。 

 

７ 研修へのフィードバック 

（１） 主催事業へのフィードバック 

・「地域における男女共同参画推進リーダー研修＜女性関連施設・地方自治体・団体＞」「企業を成長に導く

女性活躍促進セミナー」「女子大学生キャリア形成セミナー」「女性関連施設相談員研修」「アジア太平洋地

域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー」「アセアン諸国における人身取引対策協力促進セミナー 」

において、男女共同参画統計データを活用した講義を行った。 

（２）  男女共同参画センター、地方公共団体、大学等の研修へのフィードバック 

埼玉県男女共同参画推進センター、北九州市立男女共同参画センター、婦選会館、茨城県結城市、埼玉県川越市、 

東京都西東京市、全国女性会館協議会、埼玉大学、東京外国語大学、神戸学院大学、福岡女子大学、大分大学
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において、男女共同参画統計データを活用した講義やワークショップを行った。 

 

８ 今後の課題 

  平成２７年度は、大学の教職員を対象とした講義やワークショップを実施する等、対象を広げた。内容や提供方法

は引き続き充実させていきたい。特に、ホームページを活用した統計情報の発信に力を入れたい。 

１３ 女性関連施設に関する調査研究 

 

１ 研究目的 

女性関連施設の機能の充実・強化を図るため、新たな課題の実態把握と分析を５年計画で行う調査研究の５ 

年次として、喫緊の政策課題である「女性の活躍推進」を取り上げる。特に「連携」に着目し、女性関連施設

や地方公共団体等の現状・課題を明らかにする。また、調査研究の成果を踏まえ、地域における女性活躍推進

の実践に役立つ手引書を作成する。 

 

２ 研究課題 

（１） ５年計画５年次のテーマとして、喫緊の政策課題である「女性の活躍推進」を取り上げる。特に「連携」

に着目し、女性関連施設や地方公共団体等の現状・課題を明らかにする。 

（２） 「女性の活躍推進」の取組として近年求められている新たな「連携体制の構築」に関して、各々の機関

の専門性や得意分野を生かして成果を出す、という効果的な連携を行っている女性関連施設や地方公共団

体等の好事例を収集する。 

（３） １年次から４年次までの調査研究で得られた知見を踏まえつつ、「女性の活躍推進」における女性関連施

設や地方公共団体の役割、効果的な連携の方策、事業内容等について検討する。 

 

３ 研究計画 

（１） 各府省や地方公共団体の取組や先行研究について、情報収集を行う。また、会館にて開催する「地域に

おける男女共同参画推進リーダー研修〈女性関連施設・地方自治体・団体〉」において、参加者から情報収

集を行い、地域のニーズや課題を把握し、本調査の枠組や方向性を確認、調整する。 

（２） 「女性関連施設データベース」更新のための調査に質問紙調査票を同封し、女性関連施設における事業

の現状把握や、効果的な連携にかかわる情報収集を行う。 

（３） 地方公共団体の男女共同参画担当部局を対象に、女性の活躍推進を連携して実施した事業にかかわる情

報収集を目的とした、質問紙調査を実施する。 

（４） （２）及び（３）の調査結果から好事例を選定し、ヒアリング調査を行う。また、女性関連施設や地方

公共団体以外において実施されている参考となるプログラム、連携等についても情報収集やヒアリング調

査を行う。 

（５） 有効な取組が行われていない要因や、行われるための条件（課題）、好事例の取組内容や工夫点等を分析

し、取組の普及を図るためのまとめ方について検討する。 

（６） （１）～（５）をまとめ、手引書（ガイドブック）を作成する。 

  

４ 研究体制 

  調査研究の実施にあたっては、検討委員会を組織する。 

＜検討委員会＞ 

荻野 亮吾  国立大学法人東京大学高齢社会総合研究機構特任助教 

高林 直人  静岡県くらし・環境部県民生活局男女共同参画課主査 

近本 聡子  公益財団法人生協総合研究所研究員 

西本 祥子  北九州市立男女共同参画センター所長 

森 ます美  昭和女子大学人間社会学部教授、キャリア支援部長 

 

   ＜国立女性教育会館＞ 

中野 洋恵  研究国際室長 

飯島 絵理  研究国際室研究員 

    森  未知  情報課専門職員 

   

５ 研究期間  平成２７年４月～平成２８年３月 
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１３ 女性関連施設に関する調査研究 

 

１ 研究目的 

女性関連施設の機能の充実・強化を図るため、新たな課題の実態把握と分析を５年計画で行う調査研究の５ 

年次として、喫緊の政策課題である「女性の活躍推進」を取り上げる。特に「連携」に着目し、女性関連施設

や地方公共団体等の現状・課題を明らかにする。また、調査研究の成果を踏まえ、地域における女性活躍推進

の実践に役立つ手引書を作成する。 

 

２ 研究課題 

（１） ５年計画５年次のテーマとして、喫緊の政策課題である「女性の活躍推進」を取り上げる。特に「連携」

に着目し、女性関連施設や地方公共団体等の現状・課題を明らかにする。 

（２） 「女性の活躍推進」の取組として近年求められている新たな「連携体制の構築」に関して、各々の機関

の専門性や得意分野を生かして成果を出す、という効果的な連携を行っている女性関連施設や地方公共団

体等の好事例を収集する。 

（３） １年次から４年次までの調査研究で得られた知見を踏まえつつ、「女性の活躍推進」における女性関連施

設や地方公共団体の役割、効果的な連携の方策、事業内容等について検討する。 

 

３ 研究計画 

（１） 各府省や地方公共団体の取組や先行研究について、情報収集を行う。また、会館にて開催する「地域に

おける男女共同参画推進リーダー研修〈女性関連施設・地方自治体・団体〉」において、参加者から情報収

集を行い、地域のニーズや課題を把握し、本調査の枠組や方向性を確認、調整する。 

（２） 「女性関連施設データベース」更新のための調査に質問紙調査票を同封し、女性関連施設における事業

の現状把握や、効果的な連携にかかわる情報収集を行う。 

（３） 地方公共団体の男女共同参画担当部局を対象に、女性の活躍推進を連携して実施した事業にかかわる情

報収集を目的とした、質問紙調査を実施する。 

（４） （２）及び（３）の調査結果から好事例を選定し、ヒアリング調査を行う。また、女性関連施設や地方

公共団体以外において実施されている参考となるプログラム、連携等についても情報収集やヒアリング調

査を行う。 

（５） 有効な取組が行われていない要因や、行われるための条件（課題）、好事例の取組内容や工夫点等を分析

し、取組の普及を図るためのまとめ方について検討する。 

（６） （１）～（５）をまとめ、手引書（ガイドブック）を作成する。 

  

４ 研究体制 

  調査研究の実施にあたっては、検討委員会を組織する。 

＜検討委員会＞ 

荻野 亮吾  国立大学法人東京大学高齢社会総合研究機構特任助教 

高林 直人  静岡県くらし・環境部県民生活局男女共同参画課主査 

近本 聡子  公益財団法人生協総合研究所研究員 

西本 祥子  北九州市立男女共同参画センター所長 

森 ます美  昭和女子大学人間社会学部教授、キャリア支援部長 

 

   ＜国立女性教育会館＞ 

中野 洋恵  研究国際室長 

飯島 絵理  研究国際室研究員 

    森  未知  情報課専門職員 

   

５ 研究期間  平成２７年４月～平成２８年３月 
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６ 年度実績概要 

（１）  実施概要 

①  「地域における男女共同参画推進リーダー研修〈女性関連施設・地方自治体・団体〉」において、ア

ンケート調査の実施、及び「女性の参画」をテーマとする自由交流の場の運営を通して参加者から情報

収集を行い、本調査の枠組や方向性を確認・調整した。 

②  女性関連施設３８２か所（「女性関連施設データベース」更新のための調査に同封）及び地方公共団

体（都道府県・政令市・中核市・特例市・特別区・その他の県庁所在地、計１７８か所）を対象に、質

問紙調査を実施し、女性の活躍推進にかかわる取組について情報収集を行った。 

③  上記①②の調査結果から好事例を選定し、女性関連施設や地方公共団体の関連部局、その他の関連機

関にヒアリング調査を行った（調査機関数２１か所、同じ地方公共団体の異なる部局を数に含めると、

３１か所）。 

④  上記①-③の分析結果を基に、『地域における女性の活躍推進実践ガイドブック ――地方公共団体や

男女共同参画センターの新たな連携と役割』を作成した。 

    

（２）  得られた知見 

①  女性の活躍推進は、企業における管理職・経営層の意識改革や女性リーダー育成、起業支援、子育て

中の女性への再就職支援、若年無業女性への支援、大学生への支援、地域団体における女性の意思決定

過程への参画、農村漁村女性への支援等多岐にわたっており、様々な関連機関が工夫して取り組んでい

ること、またそれらの工夫の詳細が明らかになった。 

② 上記①の取組において、産業・経済・労働等の分野を含む連携体制を新たに築いている事例が多くあ

ることがわかった。 

③ 一方で、女性の活躍推進にかかわる取組と男女共同参画推進とのつながりや、女性関連施設や地方公

共団体の男女共同参画担当部局の役割については、検討すべき課題があると考えられる地域が少なから

ずあることが確認された。 

 

７ 研修へのフィードバック 

（１） ガイドブックの作成・配付 

調査研究の成果を基に、女性関連施設や地方公共団体の職員等を主な読み手とした実践に役立つガイド

ブックを作成し、関連機関に配付するとともに、ホームページでも公開した。 

（２） 研修のプログラムへの反映・研修での成果の普及 

     平成２８年度「地域における男女共同参画推進リーダー研修〈女性関連施設・地方自治体・団体〉」の企 

画にあたり、事業課と連携し、プログラムの構成や事例報告の選定に反映させた。また本研修では、上記

ガイドブックを研修資料として配付し、調査研究結果やガイドブックの活用方法について情報提供を行い、

成果の普及を図る。 

 

８ 今後の課題・展望 

調査研究の成果は、次年度以降の研修や会館職員への講師依頼において活用し、普及を図る。また、女性関 

連施設や地方公共団体において男女共同参画を推進するために必要な調査研究について、引き続き情報収集や

ニーズの把握に努める。 

 

１４ 若年男女のキャリア形成に関する意識及び支援に関する調査研究 

 

１ 研究目的 

    生涯を見据えた早期からのキャリア形成支援を、男女共同参画の視点に立って行うための方策を探ることを

目的とした調査研究を実施する。平成２７年度は、本年に民間企業の正規職に就いた男女（大学・大学院卒）

を５年間追跡するパネル調査の第一回調査を実施する。５年計画の１年次。 

 

２ 研究課題 

（１） パネル調査の第一回調査の調査方法、調査項目について検討する。 

（２） （１）を踏まえて、第一回調査を実施する。 

 

３ 研究計画 

（１） パネル調査の調査方法、調査項目について検討する。 

（２） 関連組織・機関等に、本調査研究の説明及び協力依頼を行う。 

（３） 若年男女のキャリア形成に関する意識について理解を深めるため、平成２６年に就職先が決定した 

女子大学生に対する追跡ヒアリング調査を実施する。 

（４） パネル調査の第一回調査を実施する。 

 

４ 研究体制 

  外部有識者と館内メンバーによる検討委員会を組織し、質問紙調査の実施方法について検討する。 

   ＜外部有識者＞ 

安斎  徹  群馬県立女子大学准教授 

小川 尚子  一般社団法人日本経済団体連合会政治社会本部上席主幹 

大槻 奈巳  聖心女子大学教授 

高見 具広  労働政策研究・研修機構研究員 

永井 暁子  日本女子大学准教授 

 

 ＜国立女性教育会館＞ 

中野 洋恵  研究国際室長    

島  直子  研究国際室研究員 

    渡辺 美穂  研究国際室研究員 

   

５ 研究期間  平成２７年４月～平成２８年３月 

 

６ 年度実績概要 

（１） 「若年男女のキャリア形成に関する意識及び支援に関する調査研究」検討委員会及びメール会議におい

て、関連領域の先行研究及び先行調査を踏まえて、調査票を策定した。 

（２） 平成２７年４月～９月に、日本経済団体連合会女性の活躍推進委員会企画部会に所属する企業や、「若

年男女のキャリア形成に関する意識及び支援に関する調査研究」検討委員会委員から紹介のあった企業、

「企業を成長に導く女性活躍促進セミナー」参加企業などを訪問し、本調査への協力を依頼した。これら

の結果、１７社の参加を得てパネル調査を実施することとなった。 

（３） 平成２７年７月～平成２８年１月に、パネル調査参加企業を対象として、新入社員の採用方針や、平成

２７年度新入社員の実態、新入社員の育成、女性の活躍推進に関する取組等についてヒアリング調査を実

施した（１７社中、１５社から協力を得た）。 

（４） 平成２７年１１月～１２月に、若年男女のキャリア形成に関する意識について理解を深めるため、平成

２６年に就職先が決定した女子大学生に対する追跡ヒアリング調査を実施した。 
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１４ 若年男女のキャリア形成に関する意識及び支援に関する調査研究 

 

１ 研究目的 

    生涯を見据えた早期からのキャリア形成支援を、男女共同参画の視点に立って行うための方策を探ることを

目的とした調査研究を実施する。平成２７年度は、本年に民間企業の正規職に就いた男女（大学・大学院卒）

を５年間追跡するパネル調査の第一回調査を実施する。５年計画の１年次。 

 

２ 研究課題 

（１） パネル調査の第一回調査の調査方法、調査項目について検討する。 

（２） （１）を踏まえて、第一回調査を実施する。 

 

３ 研究計画 

（１） パネル調査の調査方法、調査項目について検討する。 

（２） 関連組織・機関等に、本調査研究の説明及び協力依頼を行う。 

（３） 若年男女のキャリア形成に関する意識について理解を深めるため、平成２６年に就職先が決定した 

女子大学生に対する追跡ヒアリング調査を実施する。 

（４） パネル調査の第一回調査を実施する。 

 

４ 研究体制 

  外部有識者と館内メンバーによる検討委員会を組織し、質問紙調査の実施方法について検討する。 

   ＜外部有識者＞ 

安斎  徹  群馬県立女子大学准教授 

小川 尚子  一般社団法人日本経済団体連合会政治社会本部上席主幹 

大槻 奈巳  聖心女子大学教授 

高見 具広  労働政策研究・研修機構研究員 

永井 暁子  日本女子大学准教授 

 

 ＜国立女性教育会館＞ 

中野 洋恵  研究国際室長    

島  直子  研究国際室研究員 

    渡辺 美穂  研究国際室研究員 

   

５ 研究期間  平成２７年４月～平成２８年３月 

 

６ 年度実績概要 

（１） 「若年男女のキャリア形成に関する意識及び支援に関する調査研究」検討委員会及びメール会議におい

て、関連領域の先行研究及び先行調査を踏まえて、調査票を策定した。 

（２） 平成２７年４月～９月に、日本経済団体連合会女性の活躍推進委員会企画部会に所属する企業や、「若

年男女のキャリア形成に関する意識及び支援に関する調査研究」検討委員会委員から紹介のあった企業、

「企業を成長に導く女性活躍促進セミナー」参加企業などを訪問し、本調査への協力を依頼した。これら

の結果、１７社の参加を得てパネル調査を実施することとなった。 

（３） 平成２７年７月～平成２８年１月に、パネル調査参加企業を対象として、新入社員の採用方針や、平成

２７年度新入社員の実態、新入社員の育成、女性の活躍推進に関する取組等についてヒアリング調査を実

施した（１７社中、１５社から協力を得た）。 

（４） 平成２７年１１月～１２月に、若年男女のキャリア形成に関する意識について理解を深めるため、平成

２６年に就職先が決定した女子大学生に対する追跡ヒアリング調査を実施した。 
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７ 研修へのフィードバック 

パネル調査の第一回調査結果については、全調査項目の回答結果を男女別に集計した報告書を作成し、調査

参加企業、各省庁・省庁所管機関、学会などに広く配布した。また各調査参加企業から得たテーマに即し分析

した報告書を作成し、当該企業に配付した。研究成果については、会館リポジトリを通じてＮＷＥＣホームペ

ージ上に公開し、研究成果を発信する。ＮＷＥＣが有するネットワークを通じて、全国の企業・大学に研究成

果をフィードバックし、ＮＷＥＣが実施する大学や企業を対象とする各種研修プログラムやキャリア教育プロ

グラムの企画・実施にも研究成果を生かす。 

 

８ 今後の課題・展望 

平成２８年度はパネル調査の第二回調査を実施し、調査結果を踏まえて報告書を作成する。また、平成２６

年に就職先が決定した女子大学生に対する追跡ヒアリング調査（第三回調査）を実施する。 

 

 Ⅲ 情報事業 

 

 １５ 情報資料の収集・整理・提供 

 １６ 女性情報ポータル及びデータベースの整備充実 

 １７ 図書のパッケージ貸出 

 １８ 女性アーカイブ機能の充実と全国の女性アーカイブとのネットワー

クの強化 
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 Ⅲ 情報事業 

 

 １５ 情報資料の収集・整理・提供 

 １６ 女性情報ポータル及びデータベースの整備充実 

 １７ 図書のパッケージ貸出 

 １８ 女性アーカイブ機能の充実と全国の女性アーカイブとのネットワー

クの強化 

 

 

Ⅲ　
情
報
事
業
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１５ 情報資料の収集・整理・提供 

 

１ 趣旨 

男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する専門図書館として、広域的、専門的な資料・情報を収集し、多様な手

段で広く一般に提供することにより、男女共同参画社会の推進を図る。 

 

２ 年度実績概要 

  男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する専門図書館として、地域レベルでは収集困難な広域的、専門的な資料・

情報の収集を図った。収集した資料を個人向け及び団体向けに館外貸出したほか、レファレンス・サービス、文献複

写サービス、情報研修プログラムの実施等により広く利用に供し、男女共同参画のための情報提供を行った。 

 

３ 成果 

【収集資料】 

  企業や大学のダイバーシティ推進に資する資料の収集を継続して行い、「女性活躍」や「ワークライフバランス」

に関する図書を受け入れた。また大学の刊行する男女共同参画に関するニューズレター等も全国を網羅するよう努め

た。これらは、女性教育情報センターに受け入れ、広く一般の利用に供している。 

 

収集資料統計                               (平成２８年３月末現在) 

項目  
和 洋 計 

年度受入 累計 年度受入 累計 年度受入 累計 

図
書 

図 書 2,062 73,290 590 23,146 2,652 96,436
地方行政資料  381 26,507 0 8 381 26,515
計 (冊数）  2,443 99,797 590 23,154 3,033 122,951

逐
次
刊
行
物 

 
雑 誌 

 

810 
中止  3 

 
3,144

85
中止  1

 
763

(62か国) 

32 
 

 
3,907

新 聞 0 74 0 1 0 75 

そ
の
他 

新聞切り抜き 23,774 411,245 - - 23,774 411,245 
オーディオビジュアル資料※ 18 244 0   18 244

研修貸出用資料※  0 14 0 0 0 14 
※毎年見直しを実施 

 
 

【利用状況】 

  利用状況統計：平成２６年度・平成２７年度      (平成２８年３月３１日現在) 
 平成26年度  平成27年度  

資料等利用者数（人）  9,384 8,138 
貸出資料総数（冊）  10,579 9,499 
   図書資料  9,111 8,157 
   地方行政資料  14 22 
   雑誌類  794 623 
   新聞記事  120 302 
   研修貸出  200 98 
   その他  340 297 
レファレンスサービス件数  443 560 
     内 情報検索利用件数  142 167 
文献複写サービス（件数）  764 909 
情報研修プログラム（件数）  5 3 
情報研修プログラム（人数）  47 13 
相互貸借貸出件数  294 267 
   内 パッケージ貸出件数  7 7 6 5  

 
【学習支援】 

図書資料の展示を年に４回行った。主催事業と連動した展示である「女性と宇宙」等を実施すると同時に、資料リ

ストを女性情報ポータル“Ｗinet”上で公開し、男女共同参画推進のための学習・教育を支援した。 

  さらに、埼玉大学との連携授業「男女共同参画社会を考える」や埼玉県私立短期大学協会との連携事業「平成２７

年度女子大学生のためのキャリア形成講座」の中で、統計を用いた講義、女性教育情報センターを利用した情報検索

の実習等を担当し、レポート作成のための資料情報の収集選択スキルアップの支援を行った。 

 
４ 今後の課題・展望 

男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する専門図書館として新規受入すべき図書が受入対象から漏れないよう、

複数職員による再チェックを行い、選書漏れを防ぐ。 
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【利用状況】 

  利用状況統計：平成２６年度・平成２７年度      (平成２８年３月３１日現在) 
 平成26年度  平成27年度  

資料等利用者数（人）  9,384 8,138 
貸出資料総数（冊）  10,579 9,499 
   図書資料  9,111 8,157 
   地方行政資料  14 22 
   雑誌類  794 623 
   新聞記事  120 302 
   研修貸出  200 98 
   その他  340 297 
レファレンスサービス件数  443 560 
     内 情報検索利用件数  142 167 
文献複写サービス（件数）  764 909 
情報研修プログラム（件数）  5 3 
情報研修プログラム（人数）  47 13 
相互貸借貸出件数  294 267 
   内 パッケージ貸出件数  7 7 6 5  

 
【学習支援】 

図書資料の展示を年に４回行った。主催事業と連動した展示である「女性と宇宙」等を実施すると同時に、資料リ

ストを女性情報ポータル“Ｗinet”上で公開し、男女共同参画推進のための学習・教育を支援した。 

  さらに、埼玉大学との連携授業「男女共同参画社会を考える」や埼玉県私立短期大学協会との連携事業「平成２７

年度女子大学生のためのキャリア形成講座」の中で、統計を用いた講義、女性教育情報センターを利用した情報検索

の実習等を担当し、レポート作成のための資料情報の収集選択スキルアップの支援を行った。 

 
４ 今後の課題・展望 

男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する専門図書館として新規受入すべき図書が受入対象から漏れないよう、

複数職員による再チェックを行い、選書漏れを防ぐ。 
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１６ 女性情報ポータル及びデータベースの整備充実 

 
１ 趣旨 

  「女性情報ポータル“Ｗinet”（Ｗomen’s information network、ウィネット）」は、女性の現状と課題を伝え、女

性の地位向上と男女共同参画社会の形成を目指した情報の総合窓口である。 

  次の３要素で構成され、日々データやコンテンツを継続的に整備充実することにより、政策担当者、研究・学習者、

団体・グループ関係者、メディア関係者等ユーザーのニーズに、迅速・的確に応えるアクセス手段を提供している。 

①  女性情報ナビゲーション（リンク集。インターネット上の有用な資源への道案内） 

②  ＮＷＥＣ作成のデータベース 

③   女性情報ＣＡＳＳ（ＮＷＥＣ作成のデータベース、及び他の関連機関のデータベースの横断検索） 

 

２ 年度実績概要 

（１） 方針 

    女性情報ポータル“Ｗinet”の組織的なデータ更新、充実を図るとともに、利便性の高いポータルサイトを目

指す。今年度もトピックス・ピックアップコンテンツの随時更新を行い、情報更新の一層の見える化、情報発信

力の拡充を図った。 

      ○ データベース化件数：６６９，１００件（３１，３３０件増） 

      ○ アクセス件数   ：３９１，６７２件（２９，９５１件増） 

 

（２） データの更新・充実 

    第３期中期計画期間中の目標値である、アクセス件数３０万件、データベース化件数６０万件は平成２５年度

に既に達成しているが、平成２７年度もアクセス件数は年度目標の３０万件を上回った。 

①  「女性情報ナビゲーション」    分野、リンク先の全面的な見直しを行った。 

②  「文献情報データベース」     総件数５９５，８９０件（２８，４８１件増） 

      新規に受け入れた図書、雑誌、地方行政資料、和雑誌記事、新聞記事等のデータを登録した。 

③  「国立女性教育会館リポジトリ」  総件数６，７５０件（６３件増） 

④  「女性情報レファレンス事例集」  累計２８７事例（７事例増） 

⑤  「女性関連施設データベース」のデータ登録・更新を、Ｗebシステムを活用して、全国の各施設職員が直 

接行った。農村婦人の家は閉館や地域の公民館に移行しているものが多いため、平成２７年度より登録対象 

から外した。登録数施設概要５２５件（内、Ｗeb登録の施設は１４２館）、実施事業（情報・相談以外） 

３５，３３０件（内、平成２７年度開催の事業は３９９件）、情報事業３７１件、相談事業３１６件。 

⑥  「女性と男性に関する統計データベース」は更新された統計について、最新の数値を反映した。また    

『男女共同参画統計ニュースレター』（男女共同参画の推進に向けた統計の活用に関する調査研究によ     

り作成）のバックナンバーと英語目次をホームページに掲載した。 

⑦  「大学等における男女共同参画イベント情報」を、平成２７年９月ホームページ上に開設し、平成２７年 

１０月～平成２８年３月までに９６件のイベントを掲載した。 

 

３ 今後の課題 

  今年度はポータルのコンテンツの一つ「女性情報ナビゲーション」の分野、リンク先の全面的な刷新を行った。次

年度も引き続き、最新の情報が幅広く入手できるよう内容の充実を図り、分かりやすく整理して提供する。 

 
 

１７ 図書のパッケージ貸出

 

１ 趣旨 

  男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する専門図書館として、基本的かつ全国的な資料・情報を計画

的に収集・整理し、各施設における男女共同参画を推進するため、各施設の活動に沿ったテーマごとにパ

ッケージ化した図書の館外への貸出を実施する。 

 

２ 年度実績概要 

平成２２年６月よりサービスを開始した図書のパッケージ貸出サービスは、大学、女性関連施設、公共

図書館、高等専門学校等の機関を対象とし、男女共同参画社会形成を目指した様々なテーマに合致する図

書について、ここ数年以内に出版された比較的新しい図書を中心に、「キャリア・しごと」「家庭・家族」

等複数のジャンルを組み合わせて、原則１００冊のパッケージにまとめ、貸出を行うものである。ＮＷＥ

Ｃであらかじめ用意したパッケージを３か月ごとに入れ替えながら年間を通して貸し出す「年間パッケー

ジ」と、相手館の事業とのタイアップなどに合わせてパッケージ内容をカスタマイズ、一定期間貸し出す

「個別パッケージ」に分けている。 

平成２７年度までの累計利用機関数は７９機関で、第３期中期目標期間数値目標（２０機関以上）を達

成した。 

  平成２７年度は個別パッケージ貸出の申込みが８件あり、前年度の５件から増加した。 

  また平成２７年度は、図書が手に取られた数をカウントしたり、棚から離れている時間を計測したりす

るシステムを搭載したブックトラック「レコピック」を図書と同時に貸出するサービスを試行的に開始し、

２館に対して貸出を行った。 

 

３ 今後の課題・展望 

図書パッケージ貸出業務の効率化と、今後の利用機関の拡大に対応するため、利用機関と連携して業務

の定型化を一層進める。 

 
館種別利用機関数の推移（平成２８年３月３１日現在）            （機関） 

館種 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

大学図書館 20 18 23 20 18 

大学男女共同参画機関 1 1 1 1 1 

男女共同参画センター 4 3 3 2 3 

公立図書館 0 1 0 1 0 

企業 1 1 0 0 0 

高校図書館 0 0 3 6 0 

高専図書館 0 0 1 3 6 

その他 1 0 0 1 0 

合計 27 24 31 34 28 

 
新規利用機関数及び継続利用機関数の推移（平成２８年３月３１日現在）    （機関） 
  平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

利用機関数(継続） 10 18 18 15 15 

利用機関数(新規） 17 6 13 19 13 

利用機関数(年間合計） 27 24 31 34 28 

利用機関数（累計） 28 34 47 66 79 
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１７ 図書のパッケージ貸出

 

１ 趣旨 

  男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する専門図書館として、基本的かつ全国的な資料・情報を計画

的に収集・整理し、各施設における男女共同参画を推進するため、各施設の活動に沿ったテーマごとにパ

ッケージ化した図書の館外への貸出を実施する。 

 

２ 年度実績概要 

平成２２年６月よりサービスを開始した図書のパッケージ貸出サービスは、大学、女性関連施設、公共

図書館、高等専門学校等の機関を対象とし、男女共同参画社会形成を目指した様々なテーマに合致する図

書について、ここ数年以内に出版された比較的新しい図書を中心に、「キャリア・しごと」「家庭・家族」

等複数のジャンルを組み合わせて、原則１００冊のパッケージにまとめ、貸出を行うものである。ＮＷＥ

Ｃであらかじめ用意したパッケージを３か月ごとに入れ替えながら年間を通して貸し出す「年間パッケー

ジ」と、相手館の事業とのタイアップなどに合わせてパッケージ内容をカスタマイズ、一定期間貸し出す

「個別パッケージ」に分けている。 

平成２７年度までの累計利用機関数は７９機関で、第３期中期目標期間数値目標（２０機関以上）を達

成した。 

  平成２７年度は個別パッケージ貸出の申込みが８件あり、前年度の５件から増加した。 

  また平成２７年度は、図書が手に取られた数をカウントしたり、棚から離れている時間を計測したりす

るシステムを搭載したブックトラック「レコピック」を図書と同時に貸出するサービスを試行的に開始し、

２館に対して貸出を行った。 

 

３ 今後の課題・展望 

図書パッケージ貸出業務の効率化と、今後の利用機関の拡大に対応するため、利用機関と連携して業務

の定型化を一層進める。 

 
館種別利用機関数の推移（平成２８年３月３１日現在）            （機関） 

館種 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

大学図書館 20 18 23 20 18 

大学男女共同参画機関 1 1 1 1 1 

男女共同参画センター 4 3 3 2 3 

公立図書館 0 1 0 1 0 

企業 1 1 0 0 0 

高校図書館 0 0 3 6 0 

高専図書館 0 0 1 3 6 

その他 1 0 0 1 0 

合計 27 24 31 34 28 

 
新規利用機関数及び継続利用機関数の推移（平成２８年３月３１日現在）    （機関） 
  平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

利用機関数(継続） 10 18 18 15 15 

利用機関数(新規） 17 6 13 19 13 

利用機関数(年間合計） 27 24 31 34 28 

利用機関数（累計） 28 34 47 66 79 

 



84

１８ 女性アーカイブ機能の充実と全国の女性アーカイブとのネットワークの強化 

 

１ 趣旨 

女性に関する過去の歴史的事実及び現在の状況を検証し、現代の問題へのアプローチを可能にするため、歴史的価

値・研究資料的価値を有する女性関係史・資料を収集・整理・保存し、閲覧・展示・データベース等を通じて提供・公開する。

会館のもつ全国の女性関連施設とのネットワークを生かして東日本大震災に関する史・資料のアーカイブ化を進め、国立

国会図書館が運営するポータルサイトと連携させる。また、他機関と連携して行う企画展示と、アーカイブセンター所蔵資料

を用いる所蔵展示を実施する。 

 

２ 年度実績概要 

（１）  資料の収集・デジタル化（年度目標１，０００点以上） 

新規受入 １，５１４点 

資料選定委員会の助言に基づいて、資料の新規受入を行い、「女性デジタルアーカイブシステム」を通じて、目録 

データと一部の画像データをインターネット上に公開した。 

 

（２）  展示室利用（平成２７年度までの累積目標５万件以上） 

累計５１，４１８件 （うち平成２７年度１０，２９５件） 

企画展示「宇宙をめざす～チャレンジした女性たちからチャレンジする女性たちへ」（８～１２月。入場者数６，５０６ 

人）、所蔵展示「男女雇用機会均等法から３０年」（１～７月。平成２７年度分の入場者数１，４２４人）を実施した。この他

に、平成２６年度所蔵展示「喜美子さんちの家計簿」を平成２７年度にかけて実施した（２～７月。平成２７年度分の入場

者数２，３６５人）。 

企画展示は、様々な分野においてチャレンジした女性たちのあゆみから日本の男女共同参画社会を考えるシ 

リーズの第８回目として開催した。１８～１９世紀に天文学の研究で大きな成果をあげた欧米の女性たちから、現ＪＡＸ 

Ａ（宇宙航空研究開発機構）や国立天文台などで活躍中の女性たちまで、様々な資料を通して彼女たちの足跡を紹 

介した。また、連動企画として向井万起男氏講演会を９月に実施した。 

 

（３）  企画展示における他機関との連携ｊ 

５機関の企業・団体等と連携し、資料提供等の協力を得た。 

 

（４）   「ＮＷＥＣ災害復興支援女性アーカイブ(http://w-archive.nwec.jp/il/meta_pub/G0000337wd)」の連携 

女性の視点からの災害復興支援活動記録を収集・保存し公開する「ＮＷＥＣ災害復興支援女性アーカイブ」におい

て、引き続き７機関と連携して登録データを取得した。それ以外にも、複数の女性関連施設がデータ登録作業中であ

る。 

 

３ 今後の課題・展望 

引き続き、会館のもつネットワークを生かして、「ＮＷＥＣ災害復興支援女性アーカイブ」の参加機関を増やし、公開する

資料を充実させていく。「女性デジタルアーカイブシステム」は、他機関のシステム等との連携により、検索の利便性を高め

ると同時に、アクセス数の増加を図る。資料収集にあたっては、寄贈の申入れへの対応にとどまらず、コレクションの構築及

び充実に向けて自発的に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性デジタルアーカイブシステムトップページ 企画展示「宇宙をめざす」展示室 
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女性デジタルアーカイブシステムトップページ 企画展示「宇宙をめざす」展示室 



 

 Ⅳ 国際連携事業 

 

 １９ アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー 

 ２０ NWEC国際シンポジウム 

 ２１ 課題別研修「アセアン諸国における人身取引対策協力促進セミナー」 
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 Ⅳ 国際連携事業 

 

 １９ アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー 

 ２０ NWEC国際シンポジウム 

 ２１ 課題別研修「アセアン諸国における人身取引対策協力促進セミナー」 

 

 Ⅳ　
国
際
連
携
事
業



88

１９ アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー

 

１ 趣  旨   「アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー」は、開発途上国において男

女共同参画の政策策定・政策提言を行う立場にある女性行政・教育担当者、ＮＧＯのリーダーを対象

に、女性の能力開発を目的とする集団研修である。 

 

２ 主  題  女性の起業と経済的エンパワーメント 

 

３ 特  徴   本研修では、日本国内の関連機関の視察や専門家による講義に加え、研修生同士がテーマに関する

好事例を学び合うことを目指したカリキュラム構成としている。 

 

４ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
 

５ 会  場  ＮＷＥＣ、経済産業省、昭和女子大学 ほか 

         
６ 期  日  平成２７年９月２８日(月)～１０月２日(金) 

 （受入期間 ９月２７日(日)～１０月３日(土)） 

         

７ 対  象  行政担当者・ＮＧＯの指導者  

 

８ 参 加 者  １０名（カンボジア、インド、ベトナム、フィリピン、ミャンマー 各２名） 

 

９ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

９月２７日 日本到着    

９月２８日 

10:00～10:45 

開講あいさつ 内海 房子（ＮＷＥＣ理事

長） 
 

11:00～12:00 プログラムオリエンテーション＆ア

イスブレーク 

越智 方美（ＮＷＥＣ研究

国際室専門職員） 
 

14:00～15:00 ＮＷＥＣ概要説明「国立女性教育会館

について」 

渡辺 美穂（ＮＷＥＣ研究

国際室研究員） 

 女性教育のナショナルセンター

としてのＮＷＥＣの歴史、機能と役

割について学んだ。 

15:15～16:00 情報提供「若年男女のキャリア形成に

関する意識及び支援に関する調査研

究」 

島  直子（ＮＷＥＣ研究

国際室研究員） 

 企業で就労する若年男女の意識

調査の報告。 

 

16:15～16:45 視察 

女性教育情報センターと女性アー 

カイブセンター 

森  未知（ＮＷＥＣ情報

課専門職員） 

 ＮＷＥＣの情報機能について、知

識を得た。 

９月２９日 

9:00～15:00 

カントリーレポートの発表 

研修生による事例の発表と討議 

ファシリテーター： 

越智 方美 

 アジア太平洋５か国におけるジ

ェンダー平等政策と女性の起業支

援に関する取組について好事例を

共有した。 

15:00～15:30 理事長室表敬訪問   

16:00～17:00 ポスターセッション ファシリテーター： 

越智 方美 

 研修生による事例の発表と討議 

により、ジェンダー平等政策と女性

の起業支援に関する取組について 

理解を深めた。 

９月３０日 

10:30～12:00 

講義「女性の起業支援等に関する施

策」 

坂井  萌（経済産業省経

済社会政策室室長補佐） 

 日本における女性の起業支援等

に関する施策について学んだ。 

13:30～15:30 講義「農山漁村女性の起業支援」 

 

安倍 澄子（農山漁村女性

・生活活動支援協会会長理

事） 

 女性農業従事者の経済的自立を

めぐる歴史と課題について理解し

た。 

16:00～17:00 研修の振り返り 研修生･ＮＷＥＣ職員  研修前半の振り返り。 

１０月１日 

10:00～10:45 

講義「女性起業ＵＰルームの成果と課

題」 

 

吉武恵美子（男女共同参画

センター横浜事業課） 

 男女共同参画センター横浜の女

性起業支援事業について学んだ。 

10:45～11:45 施設見学 

 男女共同参画センター横浜 

吉武恵美子  男女共同参画センター横浜の取

組について学んだ。 

13:00～15:00 講義とディスカッション 

女性起業家との意見交換  

吉枝ゆき子（ソフィットウ

ェブプランニング代表） 

樋口 ユミ（株式会社ヒュ

ーマン・クオリティ代表取

締役） 

佐久間矩子（Natural  

Sweets Toitoi代表） 

 起業たまご塾卒業生の報告と意

見交換により、起業家のロールモデ

ルを学んだ。 

１０月２日 

10:00～12:00 

講義「昭和女子大学 キャリアカレッ

ジ “起業家・新規事業創造コースに

ついて”」 

  

熊平 美香(株式会社エイ

テッククマヒラ代表取締

役） 

松尾由紀子（Stan 

Communications） 

扇谷まどか（The Opener株

式会社代表取締役） 

 女性のキャリア形成を支援する

高等教育のカリキュラムについて

学び、女性の起業をめぐる課題を認

識した。 

14:00～15:00 評価会・閉講式 研修生・ＮＷＥＣ職員  研修内容についての評価 

１０月３日 帰国   

 

１０ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

研修成果を国内外で活用できるよう、研修生が研修から学んだ知見を基に国別報告をまとめ、『２０１６Ｎ

ＷＥＣリーダーセミナーレポート』として日本語と英語で刊行した。 

 

１１ プログラム全体で得られた知見 

研修生は男女共同参画センター横浜や昭和女子大学の視察を通じて、日本国内の女性関連施設や高等教育機関が

女性の生涯学習を支援し、学びを起業という実学につなぐ役割を果たしていることを理解した。また、日本人女性

起業家との意見交換は、ロールモデルの提示という点からも高い評価を得た。 

 

１２ プログラムの成果 

（１） 参加者の全体の満足度     １００.０％（非常に満足９０.０％、満足１０.０％） 

（２） 参加者のプログラムの有用度  １００.０％ (非常に有用７０.０％、有用３０.０％） 

 

１３ 今後の課題及び展望 

研修生より「講師が全員女性であったので男性の専門家の講義も受講したかった」との意見が出された。

男女共同参画への男性の関心を高めることは、日本を含むアジア諸国における共通の課題の一つであるた

め、次年度以降は男性講師による講義も検討していきたい。 
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９月３０日 

10:30～12:00 

講義「女性の起業支援等に関する施

策」 

坂井  萌（経済産業省経

済社会政策室室長補佐） 

 日本における女性の起業支援等

に関する施策について学んだ。 

13:30～15:30 講義「農山漁村女性の起業支援」 

 

安倍 澄子（農山漁村女性

・生活活動支援協会会長理

事） 

 女性農業従事者の経済的自立を

めぐる歴史と課題について理解し

た。 

16:00～17:00 研修の振り返り 研修生･ＮＷＥＣ職員  研修前半の振り返り。 

１０月１日 

10:00～10:45 

講義「女性起業ＵＰルームの成果と課

題」 

 

吉武恵美子（男女共同参画

センター横浜事業課） 

 男女共同参画センター横浜の女

性起業支援事業について学んだ。 

10:45～11:45 施設見学 

 男女共同参画センター横浜 

吉武恵美子  男女共同参画センター横浜の取

組について学んだ。 

13:00～15:00 講義とディスカッション 

女性起業家との意見交換  

吉枝ゆき子（ソフィットウ

ェブプランニング代表） 

樋口 ユミ（株式会社ヒュ

ーマン・クオリティ代表取

締役） 

佐久間矩子（Natural  

Sweets Toitoi代表） 

 起業たまご塾卒業生の報告と意

見交換により、起業家のロールモデ

ルを学んだ。 

１０月２日 

10:00～12:00 

講義「昭和女子大学 キャリアカレッ

ジ “起業家・新規事業創造コースに

ついて”」 

  

熊平 美香(株式会社エイ

テッククマヒラ代表取締

役） 

松尾由紀子（Stan 

Communications） 

扇谷まどか（The Opener株

式会社代表取締役） 

 女性のキャリア形成を支援する

高等教育のカリキュラムについて

学び、女性の起業をめぐる課題を認

識した。 

14:00～15:00 評価会・閉講式 研修生・ＮＷＥＣ職員  研修内容についての評価 

１０月３日 帰国   

 

１０ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

研修成果を国内外で活用できるよう、研修生が研修から学んだ知見を基に国別報告をまとめ、『２０１６Ｎ

ＷＥＣリーダーセミナーレポート』として日本語と英語で刊行した。 

 

１１ プログラム全体で得られた知見 

研修生は男女共同参画センター横浜や昭和女子大学の視察を通じて、日本国内の女性関連施設や高等教育機関が

女性の生涯学習を支援し、学びを起業という実学につなぐ役割を果たしていることを理解した。また、日本人女性

起業家との意見交換は、ロールモデルの提示という点からも高い評価を得た。 

 

１２ プログラムの成果 

（１） 参加者の全体の満足度     １００.０％（非常に満足９０.０％、満足１０.０％） 

（２） 参加者のプログラムの有用度  １００.０％ (非常に有用７０.０％、有用３０.０％） 

 

１３ 今後の課題及び展望 

研修生より「講師が全員女性であったので男性の専門家の講義も受講したかった」との意見が出された。

男女共同参画への男性の関心を高めることは、日本を含むアジア諸国における共通の課題の一つであるた

め、次年度以降は男性講師による講義も検討していきたい。 
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カントリーレポートの報告                          昭和女子大学視察 

  

 

２０ ＮＷＥＣ国際シンポジウム

 

１ 趣  旨   女性の人権、女性の能力開発、人材育成等地球規模の課題をテーマに海外専門家を招へいし、アジ

ア太平洋地域の課題分析を行い、海外の研究者や行政関係者、女性団体等指導者との交流を深めると

ともに、ネットワークづくりを進める。 

 

２ 主  題  ジェンダー平等と女性の経済的エンパワーメント 

 

３ 特  徴   海外の研究機関や国際機関、企業でリーダーとして活躍している専門家/実践家を招へいし、基調

講演やポスター展示、パネルディスカッションを通じて、アジア太平洋諸国における男女平等政策の

現状を学び、喫緊の課題について多様な視点から議論を行う。 

 

４ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
 
５ 後  援  文部科学省 
 

６ 会  場  主婦会館プラザエフ  

         
７ 期  日  平成２８年２月１２日（金） １３：３０～１７：００ 

 

８ 対  象  男女共同参画・女性教育・家庭教育等の行政担当者、女性関連施設職員、女性団体等のリーダー、 
研究者、国際交流・開発援助に関わる者、企業関係者等 

  

９ 参 加 者  ６３名 

 

１０ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

13:00～13:15 開会 

主催者あいさつ 

 

来賓あいさつ 

 

内海 房子（ＮＷＥＣ理事

長） 

徳田 正一（文部科学省大

臣官房審議官）  

 

13:15～15:10 基調講演「女性の経済的エンパワ

ーメントに相乗効果をもたらすジ

ェンダーに対応したフィリピンの

取組」 

 

エミリン・Ｌ・ヴェルゾー

サ（フィリピン女性委員会

委員長） 

 

カナダ政府の支援を得てフィ

リピン女性委員会が実施した経

済団体、地方自治体、民間部門の

活動の相乗効果を通じて、女性の

経済活動を支援する同委員会の

取組について知識を得た。 

15:25～17:25 パネルディスカッション「女性の

経済的エンパワーメント ～その

課題と挑戦」 

コーディネーター： 

矢島 洋子（三菱ＵＦＪリ

サーチ＆コンサルティン

グ株式会社経済・社会政策

部主席研究員兼女性推

進・ダイバーシティマネジ

メント戦略室室長） 

パネリスト： 

エミリン・Ｌ・ヴェルゾーサ

起業を支援する側と、起業する

側の異なる立場からの報告がな

され、女性躍進のために何が求め

られているかについて、議論を深

めた。 
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２０ ＮＷＥＣ国際シンポジウム

 

１ 趣  旨   女性の人権、女性の能力開発、人材育成等地球規模の課題をテーマに海外専門家を招へいし、アジ

ア太平洋地域の課題分析を行い、海外の研究者や行政関係者、女性団体等指導者との交流を深めると

ともに、ネットワークづくりを進める。 

 

２ 主  題  ジェンダー平等と女性の経済的エンパワーメント 

 

３ 特  徴   海外の研究機関や国際機関、企業でリーダーとして活躍している専門家/実践家を招へいし、基調

講演やポスター展示、パネルディスカッションを通じて、アジア太平洋諸国における男女平等政策の

現状を学び、喫緊の課題について多様な視点から議論を行う。 

 

４ 主  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 
 
５ 後  援  文部科学省 
 

６ 会  場  主婦会館プラザエフ  

         
７ 期  日  平成２８年２月１２日（金） １３：３０～１７：００ 

 

８ 対  象  男女共同参画・女性教育・家庭教育等の行政担当者、女性関連施設職員、女性団体等のリーダー、 
研究者、国際交流・開発援助に関わる者、企業関係者等 

  

９ 参 加 者  ６３名 

 

１０ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

13:00～13:15 開会 

主催者あいさつ 

 

来賓あいさつ 

 

内海 房子（ＮＷＥＣ理事

長） 

徳田 正一（文部科学省大

臣官房審議官）  

 

13:15～15:10 基調講演「女性の経済的エンパワ

ーメントに相乗効果をもたらすジ

ェンダーに対応したフィリピンの

取組」 

 

エミリン・Ｌ・ヴェルゾー

サ（フィリピン女性委員会

委員長） 

 

カナダ政府の支援を得てフィ

リピン女性委員会が実施した経

済団体、地方自治体、民間部門の

活動の相乗効果を通じて、女性の

経済活動を支援する同委員会の

取組について知識を得た。 

15:25～17:25 パネルディスカッション「女性の

経済的エンパワーメント ～その

課題と挑戦」 

コーディネーター： 

矢島 洋子（三菱ＵＦＪリ

サーチ＆コンサルティン

グ株式会社経済・社会政策

部主席研究員兼女性推

進・ダイバーシティマネジ

メント戦略室室長） 

パネリスト： 

エミリン・Ｌ・ヴェルゾーサ

起業を支援する側と、起業する

側の異なる立場からの報告がな

され、女性躍進のために何が求め

られているかについて、議論を深

めた。 
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原田 文代（日本政策投資

銀行女性起業サポートセ

ンター長） 

萩生田 愛（アフリカの花

屋代表） 

17:25～17:30 閉会   

 

１１ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

事前に、基調講演やパネルディスカッションのレジュメを日英両言語で製本した資料集を作成・シンポジウム会

場で配付し、参加者への成果が浸透しやすくなるように配慮した。また基調講演の動画は日本語字幕をつけ、ＮＷ

ＥＣホームページ上で公表し、シンポジウムの成果還元に努めた。 

 

１２ プログラム全体で得られた知見 

   先進的な男女共同参画政策を展開しているフィリピン政府の取組に関する基調講演を受け、日本国内でどのよう 

に女性の経済活動への参画を促進することができるか、議論をした。基調講演とパネルディスカッションを通して、

女性の起業支援に必要な要件が、報告者やシンポジウム参加者の間で共有された。 

 

１３ プログラムの成果 

（１） 参加者の全体の満足度     １００.０％（非常に満足７０.４％、満足２９.６％） 

（２） 参加者のプログラムの有用度  １００.０％（非常に有用６６.６％、有用３３.３％) 

 

１４ 今後の課題及び展望 

「女性活躍推進法」や「第４次男女共同参画計画」が施行され、男女間の実質的な機会の平等を保障する仕組み

が求められている。このことを踏まえ、次年度以降も女性がリーダーシップを発揮するための方策や好事例を紹介

する事業を継続して実施する。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
基調講演                      パネルディスカッション 
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２１ 課題別研修「アセアン諸国における人身取引対策協力促進セミナー」

 
１ 趣  旨   独立行政法人国際協力機構(ＪＩＣＡ)がアジア地域において実施する「人身取引被害者保護・自立

支援促進プロジェクト」のカウンターパート及び近隣地域の人身取引対策に携わる関係者を対象とし

たワークショップ型研修。対象国をアセアン地域に広げた３年計画の第１年次。 

人身取引撲滅と被害者保護は一国のみで対応できる課題ではなく、国境を越えた広域的課題とし

て対応するためにも、アジア地域におけるネットワーク形成が重要である。参加者が各国の人身取

引対策に関する取組について相互理解を深め、特に予防、被害者の保護と自立支援に携わる関係機

関の役割や協力体制等について把握し、機関の機能強化や連携、国を越えたネットワークの強化に

資する方策を検討することを目的として実施した。 
 

２ 特  徴   会館がこれまで行ってきた人身取引の調査研究の知見や女性に対する暴力に関わる女性関連施設

や団体等とのネットワークを生かして実施する研修である。タイの国別研修として平成２２年度から

３年間実施し、平成２４年度からはアジア地域７か国に対象を拡大して実施しており、今年度からア

セアン地域を対象としている。 

     ①海外参加者を対象とした研修、②日本を含めた参加国関係者の情報交換とネットワーク、③日本

の関係諸機関・団体が海外の取組について知る機会、となっている。 

 

３ 主  催  独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ） 

 

４ 共  催  独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ） 

 

５ 会  場  ＮＷＥＣ、ＪＩＣＡ、内閣府、自治体関係機関、婦人相談所、女性関連施設、民間団体等 

         

６ 期  日  平成２７年１０月１９日(月)～１０月３０日(金) 

         

７ 対  象  タイ、ミャンマー、ベトナム、ラオス、カンボジア、フィリピン、マレーシアの人身取引対策に携わ

っている者（中央・地方政府機関行政、シェルター、司法・法執行・入管関係者、ソーシャルワーカ

ー及びＮＧＯ関係者）。年齢３０～５５歳で研修に必要な十分な英語能力をもち、研修後最低２年間

は人身取引対策の分野での勤務が継続する者 

 

８ 参 加 者  ７か国（ミャンマー、ベトナム、ラオス、タイ、カンボジア、フィリピン、マレーシア）より、中央

政府で人身取引対策の政策決定に関わる次官級から各省の担当官や地方行政関係者まで幅広いレベ

ルが参加。所属・担当も内務・警察や法務、検察、労働、ソーシャルワーカー、ホットライン担当等

人身取引問題対策に携わる多分野の関係者が参加 

 

９ 協力機関  内閣官房、外務省、厚生労働省、警察庁、法務省、国際移住機関(ＩＯＭ)、東京都、人身売買禁止ネ

ットワーク(ＪＮＡＴＩＰ)、一般社団法人社会包摂センター、社会福祉法人一粒会ほか  

  

１０ プログラムデザイン  別紙添付 

  

１１ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

１０月１９日 

13：30～14：15 

人身取引問題とアジア：JICA の

取組（導入） 

田中由美子（ＪＩＣＡ専門家） メコン地域におけるＪＩＣＡ

プロジェクトについて学んだ。 

14：30～16：15 自己紹介 研修員 自己紹介と研修に向けた抱負

を共有した。 

16：30～17：30 研修課題に関する基礎講義 渡辺 美穂（ＮＷＥＣ研究国際

室研究員） 

日本の人身取引対策・主な活動

主体の概要を学んだ。 
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１０月２０日 

10：30～11：30 

日本政府の人身取引対策：「人

身取引対策行動計画２０１４に

基づく日本の取組」（内閣官房）

髙塚 洋志（内閣官房参事官補

佐） 

小寺 次郎（内閣官房参事官補

佐） 

日本の人身取引問題の現状と政

府の対策の枠組み、「人身取引対策

行動計画２０１４」の概要を学ん

だ。 

14：00～16：00 日本政府の人身取引対策：  

警察庁 

高坂 精一（警察庁生活安全局

保安課長）  

「人身取引対策行動計画」にお

ける警察の取組、人身取引事犯の

検挙状況、保護の概況、匿名通報

ダイヤル制度、人身取引捜査事例

とその課題について学んだ。 

１０月２１日 

10：00～12：00 

日本政府の人身取引対策： 

厚生労働省 

小林 昌彦（厚生労働省雇用均

等・児童家庭局家庭福祉課専門

官） 

人身取引被害者の保護の流れ、

被害者の取扱方法、保護実績、日

本における児童保護の体制につい

て学んだ。 

12：00～12：30 日本の人身取引対策(自治体）：

施設見学にあたって 

渡辺 美穂 保護施設見学にあたっての諸

注意。 

14：00～16：30 日本の人身取引対策(自治体）：

女性相談所の被害者保護 

平井 陽子（東京都女性相談セ

ンター所長） 

東京都女性相談センターの役

割と業務概況、外国人を含むＤＶ

被害者及び人身取引被害者の保

護の流れ、支援方法、保護実績等

について学ぶとともに、実際の施

設を見学し、説明を受けた。 

18：30～21：30 日本の人身取引対策（民間団

体）：若年女性・女児に対する支

援 

一般社団法人Ｃolabo 夜の街歩きスタディーツアー

に参加し、若年女性・女児が性被

害の対象となりやすい環境につ

いて学んだ。 

１０月２２日 

10：15～10：30 

理事長挨拶 

 

 

ＮＷＥＣ理事長、理事ほか 会館のミッション・概要の説明

を受けた。 

 

10：45～11：45 日本における男女共同参画の

現状と課題 

越智 方美（ＮＷＥＣ研究国際

室専門職員）、研修員 

日本や参加国の男女共同参画

の現状についての意見交換と質

疑応答。 

13：30～14：30 在住外国人支援者の活動紹介 斎藤百合子（明治学院大学准教

授） 

ゲストスピーカー：仁藤 夢乃

（一般社団法人Ｃolabo代表）

前日のスタディーツアーを振

り返りながら、若年女性・女児が

性被害の対象となりやすい環境

について学んだ。 

14：30～15：30 在住外国人支援者の活動紹介 武田ヴィーリン（ＴＮＪ、タイ

ネットワーク in ジャパン代

表) 

在住外国人の支援体制やネッ

トワークとその活動について学

んだ。 

15：30～17：30 グループディスカッション 斎藤百合子 

武田ヴィーリン 

仁藤 夢乃 

成人女性と若年女性の支援につ

いてグループ別に討議し、各国の

状況を共有した。 

１０月２３日 

8：30～9：30 

学習支援者：在住外国人支援

者 

新倉 久乃（女性の家サーラー

理事） 

米国における在住外国人支援の

取組について学んだ。 

9：30～11：30 学習支援者：在住外国人支援

者 

フランク・オカンポス（外国人

ソーシャルワーカー） 

ソーシャルワークの基本知識

を得た。 

13：00～13：30 茶室見学 ＮＷＥＣ職員 お茶室見学、茶道体験で日本文

化を体験した。 

13：30～15：30 グループ寸劇発表（英語） 研修員 各国の被害者保護の在り方につ

いて話し合い、寸劇で共有した。

15：30～16：30 1 週間のまとめ・振り返り 渡辺 美穂 ７か国における人身取引問題の

現状と対策の概要を振り返った。

１０月２４日 

午前 

都内バスツアー Tokyo Morning Tour 都内半日バス観光を行った。 

 
１０月２６日 

9：30～11：30 

日本政府の人身取引対策： 

 厚生労働省 

池田 陽平（厚生労働省職業能

力開発局海外協力課外国人研

修推進室） 

技能実習制度について、沿革と

概要、現在の課題と制度の見直し

内容について学んだ。 

13：30～17：30 グローバル課題：ジェンダーと

移住労働（現状と課題） 

大曲由起子（ＪＮＡＴ、移住労

働者と連帯する全国ネットワー

ク事務局次長） 

吉田 容子（弁護士、立命館大

学教授） 

在住外国人労働者の現状と課題、

ＮＡＧＯの活動、在住外国人の法

的地位とその課題について学ん

だ。 

１０月２７日 

10：00～16：00 

民間の取組：社会福祉法人に

よる地域の外国人支援 

花崎みさを（社会福祉法人一粒

会理事長・統括施設長） 

砥上 正樹（同「野の花の家」

施設長） 

小林 晶子（同「ＦＡＨこすも

す」センター長） 

フランク・オカンポス（同「フ

ァミリーセンター・ヴィオラ」

外国人ソーシャルワーカー） 

鳥海 典子(同「ＦＡＨこすも

す」センター主任・母子指導員)

社会福祉法人一粒会の母子支援

の歩みと取組についての説明を受

ける。母子支援施設と児童養護施

設で提供されている支援の内容を

学び、施設を見学した。 

外国人母子に対する支援内容

（短期、中長期、アウトリーチ）、

支援を必要とする外国人女性の近

年の傾向について話し合った。 

 

１０月２８日 

9：00～12：00 

民間の取組：伴走型支援 

 

遠藤 智子（一般社団法人社会

的包摂センター事務局長） 

和久井みちる（同「よりそいホ

ットライン」全国コーディネー

ター） 

原 ミナ汰（共生社会をつくる

セクシャリティ支援全国ネット

ワーク代表） 

よりそいホットラインの沿革・

ミッションと概要、ホットライン

の制度と仕組み、外国人専用ライ

ンからわかる在住外国人が抱える

課題、同行支援の趣旨と仕組みに

ついて学んだ。 

14：00～17：00 日本政府の人身取引対策： 

法務省入国管理局 

横川なるみ（法務省入国管理局

審判課） 

人身取引対策行動計画における

法務省刑事局及び入国管理局の人

身取引対策、人身売買罪等の人身

取引加害者に対して適用される法

律や刑罰について学んだ。 

日本政府の人身取引対策： 

法務省刑事局 

坪井麻友美（法務省刑事局公安

課） 

１０月２９日 

10：30～16：00 

各国の取組、成果発表と意見

交換会 

関係省庁（外務省、警察庁、法

務省刑事局公安課、東京入国管

理局、厚生労働省）、大使館、

有識者等 

７か国の研修参加者による各国

の取組及び研修の成果について発

表と意見交換会を行った。 

１０月３０日 

10：00～11：30 

評価会・閉講式 研修員、ＪＩＣＡ、ＮＷＥＣ 研修の振り返り 

修了証書の授与 

 

１２ プログラム作成にあたって工夫・留意した点 

研修内容 

（研修の目的） 

本研修の目的は、①日本政府の人身取引対策及び被害者保護支援策について理解し、②日本・参加国における 

人身取引予防・被害者保護・帰還・社会復帰の一連のプロセス及び関連機関の関係を把握し、グッドプラクティス

や課題について共有し、③日本における在住外国人支援団体の取組について学ぶ、④アジア地域における人身取引

対策のネットワーク強化に向けて各国の状況やアプローチを理解し、成果発表を行う、の４項目である。これに沿

って、これまで行ってきた人身取引に関する国別及び地域別研修の課題や留意事項を踏まえて、カリキュラムを企

画した。 

具体的には、実態把握と課題分析力、実践力の向上を柱に、5つの到達目標（①【実態把握・課題把握】日本政 

府の人身取引対策・被害者保護支援策についての理解、②【実態把握・課題把握】参加各国の人身取引対策・被害

者保護支援策についての理解、③【実態把握・課題把握】在住外国人の現状と課題、支援活動の取組についての実

態理解、④【課題分析力の向上】被害者保護・帰還・社会復帰の一連のプロセスにおける課題の把握と関係機関の
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１０月２６日 
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関係の把握及びグッドプラクティスの共有、⑤【課題解決に向けた実践】日本及び参加各国間との討議を通じて自

国の取組を振り返る契機にするとともに、関係者相互のネットワーク強化に向けた相互の実態理解の促進）を達成

するための講義、見学、カントリーレポート発表、ロールプレイ及び討議等のグループワークを組み入れた。 

（カリキュラム） 

研修カリキュラムでは、日本を含めた参加国の人身取引問題の現状と解決に向けた取組及びその課題、問題に取 

り組む様々な機関とその役割・活動の現状を、研修生が総合的に把握できるように配慮して、講師や訪問先を選定

した。具体的には、日本政府の「人身取引対策行動計画２０１４」に基づいた中央と地方自治体の関係諸機関の取

組、婦人保護に携わる自治体、社会福祉法人、民間団体各々の活動概要、在住外国人支援の取組、移住女性とその

子どもたちの実態と課題等に関する講義や見学、近年問題が広がっている若年女性が被害にあう事例、技能実習制

度の課題等を取り上げた。 

（プログラムの特徴） 

人身取引問題の解決に関わる関係諸機関・団体等の担当者を講師に、講義に加えて施設見学やロールプレイ、グ 

ループディスカッション等をプログラムに多く取り入れた。人身取引担当者が被害当事者の視点に立ち、社会制度

や文化が異なる国の実情や対応についてそれぞれが理解して取り組む必要があることを前提に、講義や見学を通じ

て、自国の取組に生かせるように考えてもらうことをねらいとしている。 

特徴としては、第一に、日本政府の人身取引対策について、政府の施策、被害の発見から保護や救済、加害者の 

摘発の流れに沿った取組の説明を行った。講義を中心とした質疑応答を最初に行い、視察や見学、意見交換も組み

入れた。 

第二に、参加各国相互の共有や発表を行う機会を、研修半ば及び全体研修最終日の成果発表と意見交換会に設け 

た。 

第三に、保護施設の見学や若年女性の被害が増えている地域の視察、意見交換等を組み込んだ。 

第四に、参加各国間の連携・協力・相違についての理解の促進及び自国の制度等について振り返ることを目的に、 

アイスブレークやロールプレイ等を取り入れたワークショップを実施した。 

第五に、国、自治体、社会福祉法人、民間等様々な立場の関係機関・団体の役割や活動から構成されている日本 

の取組について理解を深めた。 

第六に、人身取引被害の広義の防止や支援基盤にもつながる日本における在住外国人支援に関わる関係機関・団 

体の取組について取り上げた。 

第七に、技能実習制度の概要と制度の見直し内容について説明した。 

第八に、成果発表と意見交換として、研修最終日に日本の関係機関・団体関係者、駐日大使館関係者、有識者等 

を招き、研修員による発表等を通じて、日本を含めた関係各国・者間の相互理解を図り、意見交換を行った。 

 

１３ プログラム全体で得られた知見 

参加者の担当分野や職位、関心や興味は多様だが、日本の人身取引対策行動計画に基づく各省庁の取組、婦人相 

談所や民間団体による保護の取組等、自国における取組の参考になったという感想が得られた。また、日本を含め、

参加国・者相互の意見交換や情報交換を通じて蓄積されたお互いの国の取組や人的ネットワークは、それぞれの業

務や活動に役立つというフィードバックが得られた。 

 

１４ プログラムの成果 

全体研修参加者の有用度   １００.０％（とても有用 ５０.０％、有用 ５０.０％） 

（参加者の声、一部抜粋） 

   ・とても有益なコースだった。 

・研修で学んだ当事者視点に立った理解や知識を、各国においてそれぞれ関係する福祉、司法、検察、 

 裁判官、民間団体等を含むステークホールダーで共有できるようにしたい。 

・このテーマは、我々の仕事に非常に効果的で重要である。 

・セミナーで取り上げたテーマは、日々の業務に直接役立つ。 

・受入国と送出国の労働問題の解決に向けて活用できる内容であり、仕事に役立てることができる。 

・すべての科目が人身取引に関係しており、必要な科目である。 

 

 

 

 
１５ 今後の課題及び展望 

 国によって人身取引問題の現象や取り巻く状況が大きく異なると同時に、参加者の専門性も法執行や保護等分野

によって一人ひとりの研修ニーズが異なる。異なる背景の参加者の研修効果を高め、活発な意見交換を図るために、

ディスカッションやワークショップのもち方、多岐にわたる人身取引問題のどこに焦点を当てるか、研修の企画・

運営を引き続き工夫していく必要がある。共有した各国の貴重な情報を研修成果として、見える形で発信する方

策について検討の余地がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ＮＷＥＣ理事長開会挨拶                  グループディスカッション  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  社会福祉法人一粒会の施設訪問               省庁、大使館、有識者等が参加した成果発表会 
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・
マ
レ
ー
シ
ア
 

・
ラ
オ
ス
 

・
ミ
ャ
ン
マ
ー
 

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
 

・
ベ
ト
ナ
ム
 
 

・
日
本
 

■
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

動
向
 

研 修 方 法

 

関
係

省
庁

・自
治

体
・N

W
E
C

講
 

義
と

意
見

交
換

 

シ
ェ

ル
タ

ー
・警

察
・入

国
管

理
 

局
等

の
視

察
と

講
義

 

講
義

 

各
国

の
取

組
の

発
表

と
意

見

交
換

 

夜
の

ス
タ

デ
ィ
ー

ツ
ア

ー
 

講
義

や
視

察
 

自
治

体
や

団
体

、
在

日
外

国
人

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

メ
ン

バ
ー

と
の

意

見
交

換
 

事
前

学
習

 

講
義

と
意

見
交

換
 

討
議

 

民
間

団
体

の
視

察
・意

見
交

換
 

グ
ル

ー
プ

討
議

 

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

 

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

 

意
見

交
換

会
へ

の
参

加
・発

表
 

技
術

研
修

期
間

：2
01

5
年

10
月

19
日

―
10

月
30

日
(全

体
) 

 

（１
） 

日
本

政
府

の
人

身
取

引
対

策
及

び
日

本
の

人
身

取
引

被
害

者
保

護
支

援
策

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

 
（２

） 
日

本
・参

加
国

に
お

け
る

人
身

取
引

予
防

・被
害

者
保

護
・帰

還
・社

会
復

帰
の

一
連

の
プ

ロ
セ

ス
及

び
関

連
機

関
の

関
係

を
把

握
し

、
グ

ッ
ド

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

を
学

び
、
課

題
に

つ
い

て
検

討
す

る
。
 

 
（３

） 
日

本
に

お
け

る
在

住
外

国
人

支
援

団
体

の
取

組
に

つ
い

て
学

ぶ
。
 

 
（４

） 
ア

ジ
ア

地
域

に
お

け
る

人
身

取
引

対
策

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

強
化

に
向

け
て

各
国

の
状

況
や

ア
プ

ロ
ー

チ
を

理
解

し
、
改

善
策

や
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

連
携

・強
化

に
資

す
る

方
策

を
検

討
し

、
成

果
発

表
を

行
う

。
 

人
身

取
引

対
策

の
中

で
も

、
予

防
、
被

害
者

保
護

・自
立

促
進

に
焦

点
を

あ
て

、
 

参
加

者
間

で
相

互
の

取
組

を
共

有
し

、
よ

り
効

果
的

な
地

域
連

携
の

促
進

を
図

る
。
 

①
相

互
の

取
組

や
実

態
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。
 

②
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

強
化

に
資

す
る

方
策

を
検

討
す

る
。
 

 

 Ⅴ 教育・学習支援事業 

 

 ２２ 大学生を対象とした男女共同参画の視点に立った複合的キャリア 

教育の推進 
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 Ⅴ 教育・学習支援事業 

 

 ２２ 大学生を対象とした男女共同参画の視点に立った複合的キャリア 

教育の推進 

 

 

 

Ⅴ　
教
育
・
学
習
支
援
事
業
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２２ 大学生を対象とした男女共同参画の視点に立った複合的キャリア教育の推進

 

１ 趣  旨   大学等におけるキャリア教育の充実に資するよう、大学等と独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷ

ＥＣ）の協力のもと、ＮＷＥＣが所有する「社会活動キャリア形成事例」や女性アーカイブセンター

資料等を活用した学生を対象とするキャリア教育を実施する。 

         ＮＷＥＣは社会教育施設として、これまで主として成人を対象とした研修を行ってきたが、固定的

性別役割分担意識の是正や、単に就職をどうするかだけでなく、一人の女性としてどう生き、自分の

能力を発揮しながら社会に参画していくかを、自覚的に考えていくキャリアについての視点を身につ

けることの重要性から、より若年層へアプローチするため、大学生を対象とした事業を平成２２年度

より展開している。 

         平成２７年度は、引き続き、①埼玉大学、②埼玉県私立短期大学協会と連携した２事業を実施した。 

 

２ 特  徴  （１） 大学や民間団体とＮＷＥＣが共同して開発するプログラムであること 

        （２） 大学における単位取得講座であること 

        （３） ＮＷＥＣがこれまでに実施してきた研修・調査研究・情報事業において蓄積された知見や情 

報を活用して開発されたプログラムであること 

  （４） 若年層に対するキャリア教育の普及を目指し、プログラム開発につなげること 

 

３ 事業内容 

◇ 埼玉大学との連携事業（６年目） 

１  授業名  男女共同参画社会を考える 

２  会 場  埼玉大学 

３  時 限  木曜・３限（１３：００～１４：３０） 全１５回授業 

４  履修者  埼玉大学学生１８名（女性１１名、男性７名） 

５  授業の目的 

現在の日本は、性別を問わずに様々な人々が対等に協力できる男女共同参画社会をつくることが求めら

れている。にもかかわらず、ジェンダー格差が非常に大きく残されている部分が多々あり、国連女性差別

撤廃委員会等からもその是正に対する勧告を受けている。また私たち個々人もすでに「男らしさ」「女らし

さ」を内面化している。 
本授業では、男女共同参画社会をつくるにあたって、現在どのような課題があり、そのことに私たちが

どのようにかかわり、社会を変えていくことができるのかということを、調べ学習（文献、聞き取り、訪

問観察等）及びグループディスカッション、プレゼンテーション等を通して学ぶ。 
本授業は埼玉大学男女共同参画室と国立女性教育会館（ＮＷＥＣ）との連携プログラムであり、会館の

女性教育情報センターの資料等の情報、調査研究の資料及び人的資源、その他の機関の資源をも活用しな

がら進める。 
６  国立女性教育会館担当部分実施状況 

◎ 講義「男女共同参画とは：男女共同参画社会の形成に向けた国立女性教育会館の取組」 

実施日：５月１４日（木）   

講師：研究国際室長 中野 洋恵 

参加人数：１６名（女性１１名、男性５名） 

実施内容：ＮＷＥＣの事業紹介と、関連した現在の日本の男女共同参画の現状について講義が行われた。 

アンケートの結果、本講義について、「非常に満足」１２人、「満足」４人であった。 

◎  講義「専門情報を使う、男女共同参画統計を学ぶ」及び調べ学習 

実施日：５月３０日（土） 

講師：情報課専門職員 森  未知 

参加人数： １２名（女性８名、男性４名） 

実施内容：学生はパソコンを実際に操作しながら、レポート作成や専門データベースからの情報収集の方法、 

統計データの活用について学んだ。その後、ＮＷＥＣ女性教育情報センターにて、グループごとに

設定したテーマに関する資料やデータの収集を行った。 

 
 

◇ 埼玉県私立短期大学協会との連携事業（６年目） 

１  授業名  短期大学生のためのキャリア形成講座 

２  主 催  ＮＷＥＣ 

３  共 催  埼玉県私立短期大学協会 

４  会 場  ＮＷＥＣ 

５  期 日  平成２７年９月８日（火）～９月１０日（木）２泊３日 

６  参加者  埼玉県私立短期大学協会加盟３大学（国際学院埼玉短期大学、埼玉純真短期大学、埼玉女子短

期大学）から２１名 

 

７ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

９月８日 

13:00～13:10 

（１）開会 

あいさつ 

 
大野 博之（埼玉県私立
短期大学協会会長） 
内海 房子（ＮＷＥＣ理
事長） 

 

13:10～13:50 （２）プログラムオリエンテーショ

ン（事前アンケートの実施）・自己紹

介 

佐伯加寿美（ＮＷＥＣ事

業課専門職員） 

本研修の目的、各人の役割等を最

初に明確にし、生活上の諸注意とと

もに、事前アンケートをとり、キャ

リア意識を把握した。また自己紹介

ワークで、他大学の学生との交流を

図った。 

13:50～14:50 

 

（３）講義「もっと素敵にワーキン

グライフ」 

 

内海 房子 

 

民間企業に入社し、男女雇用機会

均等法成立の時代を経て、どのよう

にキャリアを築いてきたのか、足跡

と時代背景を分析しながら学生にメ

ッセージを送った。学生からも質問

が活発に出され、キャリア形成への

道のりを学んだ。 

15:00～16:00 （４）講義「これからのキャリアを

考えてみよう」 

大野 博之 

 

「キャリアを考える上での大切な

こと」についてその社会的背景等 

を含め、体系的かつ具体的に学んだ。

大学の授業としての当講座の位置づ

けや、これから始まる３日間の研修

への意識づけとなった。 

16:20～17:00 （５）情報収集の手段を学ぶ（女性

教育情報センター・女性アーカイ

ブセンター見学）  

森  未知（ＮＷＥＣ情

報課専門職員） 

各センター及び展示室を見学し、

今後のキャリアを考える上で力とな

る情報収集の手段を身につけた。 

19:00～20:30 （６）自己紹介・レクリエーション

～「友達を作ろう」～ 

安倍 大輔（埼玉純真短
期大学専任講師） 

様々なレクリエーション活動を通

して、参加者同士のコミュニケーシ

ョンづくりを進めることができた。

９月９日 

9:00～10:00 

 

（７）講義「女性のキャリアを考え

る」 

島  直子（ＮＷＥＣ研
究国際室研究員） 

「ライフコース論」の視点から女
性の一生を通じたキャリアプランを
考察した。多様化する人生の選択に
おいての生きやすさと生きにくさの
両面から今後の女性の抱える問題に
ついて、考える機会となった。 
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◇ 埼玉県私立短期大学協会との連携事業（６年目） 

１  授業名  短期大学生のためのキャリア形成講座 

２  主 催  ＮＷＥＣ 

３  共 催  埼玉県私立短期大学協会 

４  会 場  ＮＷＥＣ 

５  期 日  平成２７年９月８日（火）～９月１０日（木）２泊３日 

６  参加者  埼玉県私立短期大学協会加盟３大学（国際学院埼玉短期大学、埼玉純真短期大学、埼玉女子短

期大学）から２１名 

 

７ プログラムの構成・得られた成果 

日時・時間 内    容 講   師 得られた成果 

９月８日 

13:00～13:10 

（１）開会 

あいさつ 

 
大野 博之（埼玉県私立
短期大学協会会長） 
内海 房子（ＮＷＥＣ理
事長） 

 

13:10～13:50 （２）プログラムオリエンテーショ

ン（事前アンケートの実施）・自己紹

介 

佐伯加寿美（ＮＷＥＣ事

業課専門職員） 

本研修の目的、各人の役割等を最

初に明確にし、生活上の諸注意とと

もに、事前アンケートをとり、キャ

リア意識を把握した。また自己紹介

ワークで、他大学の学生との交流を

図った。 

13:50～14:50 

 

（３）講義「もっと素敵にワーキン

グライフ」 

 

内海 房子 

 

民間企業に入社し、男女雇用機会

均等法成立の時代を経て、どのよう

にキャリアを築いてきたのか、足跡

と時代背景を分析しながら学生にメ

ッセージを送った。学生からも質問

が活発に出され、キャリア形成への

道のりを学んだ。 

15:00～16:00 （４）講義「これからのキャリアを

考えてみよう」 

大野 博之 

 

「キャリアを考える上での大切な

こと」についてその社会的背景等 

を含め、体系的かつ具体的に学んだ。

大学の授業としての当講座の位置づ

けや、これから始まる３日間の研修

への意識づけとなった。 

16:20～17:00 （５）情報収集の手段を学ぶ（女性

教育情報センター・女性アーカイ

ブセンター見学）  

森  未知（ＮＷＥＣ情

報課専門職員） 

各センター及び展示室を見学し、

今後のキャリアを考える上で力とな

る情報収集の手段を身につけた。 

19:00～20:30 （６）自己紹介・レクリエーション

～「友達を作ろう」～ 

安倍 大輔（埼玉純真短
期大学専任講師） 

様々なレクリエーション活動を通

して、参加者同士のコミュニケーシ

ョンづくりを進めることができた。

９月９日 

9:00～10:00 

 

（７）講義「女性のキャリアを考え

る」 

島  直子（ＮＷＥＣ研
究国際室研究員） 

「ライフコース論」の視点から女
性の一生を通じたキャリアプランを
考察した。多様化する人生の選択に
おいての生きやすさと生きにくさの
両面から今後の女性の抱える問題に
ついて、考える機会となった。 



102

 
10:15～14:30 （８）グループワーク「女性のキャ

リアパスの事例分析」 

グループ発表「キャリアの事例分

析」  

島  直子 結婚や出産などの女性のライフイ

ベントを経ながらも職業をもち続

け、地域活動にも積極的に関わった

女性の人生をグループごとに分析。

自分のこれからのキャリアと重ねな

がら、活発に議論を交わし、参加者

で共有した。 

14:40～15:40 （９）講義・グループワーク 

「男女共同参画統計から女性のキャ

リアを考える」 

 

森  未知 

 

仕事に対する男女の意識やライフ

コースの希望、組織の意思決定ポジ

ションに就く女性の割合等について

学んだ。データを基にクイズ形式で

行うことで、より理解が深まった。

15:50～17:20 （１０）卒業生からのアドバイス 

（キャリア講座） 

ゲストスピーカー 

栄養：島野 僚子（武蔵

丘短期大学講師） 

保育：萩原 基雄（鶴ヶ

島市立あたご保育園副園

長） 

保育：森田 直子（武蔵

野短期大学附属幼稚園教

諭） 

大学で学んだことや、卒業後のキ

ャリアとその節目と転機を紹介しな

がら、後輩へのメッセージを語った。

参加者は人生における困難と、それ

を乗り越えることの素晴らしさ、働

くことの楽しさ等を、感じ取ること

ができた。 

19:00～20:30 （１１）「社会人（ビジネス）マナー

の基本」 

細田 咲江（埼玉女子短

期大学准教授） 

言葉遣い、立ち居振る舞い、身だ

しなみ等、社会人として身につける

べきマナーについて、実践的に学ん

だ。 

９月１０日 

9:00～9:15 

事後アンケート記入  理解度をはかるために、事前アン

ケートと同じアンケート用紙を用

い、意識の変容をみた。 

9:15～10:10 （１２）講義「キャリアに学ぶ」 

  

藤田 利久（埼玉県短期

大学協会副会長） 

今後社会に出てキャリアを積んで

いく学生に、これから身につけたい

ことを具体的に挙げ、女性が働く意

義について言及した。身近な例を挙

げながらの解説に、学生は注意すべ

きヒントを学んだ。 

10:20～11:10 （１３）まとめ・振り返り「自分自

身のキャリアを考える」 

 

コーディネーター： 

佐伯加寿美 

 

３日間の様子をスライドで振り返

った後、この講座で学んだこと・気

づいたこと等の感想をまとめた。そ

の後、各自の目標に向かって一歩踏

み出すための明日からの「プチ宣言」

を一人ひとり発表した。 

11：20～12：00 （１４）アンケート集計結果コメン

ト・閉会 

各先生からの言葉 

 

修了証の授与 

 

閉会あいさつ 

 

 

櫻田今日子（ＮＷＥＣ事

業課長）ほか 

藤田 利久 

事前・事後アンケートの分析を行

い、参加者の変容についてフィード

バックを行ったことは、３日間の研

修の成果を振り返ることに役立っ

た。その後、各短大、オブザーバー

の先生方から学生へエールが送ら

れ、続いて、一人ひとりに修了証が

授与された。 

 

 
８ 事業実施により得られた知見 

  ・本事業は６年目の実施となる。ＮＷＥＣにおける各課室横断的なチーム編成により、それぞれの課室の知見やノ

ウハウを十分に発揮し、プログラムを効率的・効果的に実施することができた。 

・学生たちはこれまで、キャリアについて漠然とした不安を抱えながらもあらためて考える機会がなかったことが 

わかった。この研修により、参加者はキャリアについて学ぶ機会をもち、自分自身のこれからのキャリアについ 

て、具体的に考える機会の提供となった。また、ライフプランニングに対し、前向きに取り組んでいく姿勢をも 

つことができた。 

  ・共催した協会側の取組からも、大学におけるキャリア教育の重要性が認識され、毎年のカリキュラムとして定着 

したことが感じられた。 

 

９ プログラムの成果 

  ・プログラムの事前・事後に同じ質問項目でのアンケートをとることで、学生の変容（考え方、ものの見方、男女

共同参画についての理解）をはかった。「男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである」では「どちらかと言

えばそう思う」が減り、「どちらかというとそう思わない」が増えた。また、「社会全体でみた場合、男女の地位

は平等になっている」では「どちらかというとそう思わない」が減り、「そう思わない」が増えた。「地域や社会

をよりよくしたい」では「わからない」が減り、「どちらかというとそう思う」が増えた。これらは本講座で日

本での男女共同参画の推進についての学びを通して、様々な社会活動や家庭における家事・育児等への参画に対

して積極的な気づきを得た結果と言える。 

  ・「グループワーク・まとめ」として自由記述では、以下のような感想を得た。 

「人によって様々なキャリアがあることに気づいた。男女の格差問題もみんなで考えることが大切だと思った」 

「自分のキャリアは自分でつくっていくものだと、改めて気づいた」「結婚して、子どもを産むことが女の人の幸 

せと勝手に思っていたけれど、この講座で女性も自分を大切にして輝いてもいいんだと思った」等、女性の働 

く環境や現状、女性の社会での位置、固定的役割分担意識などについて、この講座が改めて学ぶ場となった。 

  ・個々の気づきを受けて、各人がアクションプラン（プチ宣言）の発表をし、自分自身のキャリア形成の構築を 

考える時間となった。 
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２３ 国立女性教育会館ボランティアの活動支援 

 

１ 趣  旨 

（１） 概要 

国立女性教育会館では昭和５２年の設立以来、利用者及びボランティア自身の多様な生涯学習を促

進するとともに、利用者への質の高いサービスの提供と、他機関・団体等との連携協力のための活動

としてボランティアを受け入れている。平成２８年３月現在の登録者数は５５名（女性４９名、男性

６名）である。 

国立女性教育会館におけるボランティア活動は、国内外からの会館利用者に対し、効果的な事業運

営への協力、利用者の立場に立った支援、国立女性教育会館事業の広報、生涯学習活動の推進等に大

きな役割を果たしている。 

 

（２） 活動の方針 

「国立女性教育会館ボランティア」とは、利用者及びボランティア自身の多様な生涯学習を促進す

るとともに、利用者への質の高いサービスの提供と、他機関・団体等との連携協力のための活動を行

う者を言い、下記の方針によりボランティアを受け入れている。 

①  利用者の多様なニーズに対応し、事業運営の活性化を図ることを目的として、責任あるパートナ 

ーとしてボランティアを受け入れる。 

②  利用者への質の高いサービスを目指すため、会館資源を活用した自主的な活動を行えるよう支援 

する。 

③  会館におけるボランティア活動の成果を地域･社会へ普及・還元できるよう支援する。 

 

２ 事業の実施概要 

（１） ボランティアの活動内容 

ボランティアに協力を依頼する活動は、ボランティアからの申出及び利用者からの要望を基に、会

館が決定している。 

なお、平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの延べ活動数は、総計９５４回であった。 

   活動区分別内訳は、以下のとおりである。 

①  主催事業・国際交流（主催事業の受付等）（計２２８回） 

②  受入（利用者への施設見学案内、地域との連携等）（計７８回） 

③  情報（女性教育情報センターでの新聞・パンフレットの整理・ファイル等）（計１２８回） 

④  環境整備（施設の修繕、本館ロビーの雛飾り・七夕飾り等）（計２２９回） 

⑤  広報（「ヌエックニュース」郵送希望者の受付・発送）（計０回） ※現在、休刊中 

⑥  その他（計３３回） 

⑦  自主活動（計２５８回） 

 

（２） ボランティア連絡会議 

平成２７年度は、以下のとおり３回（６月、９月、３月）の連絡会議を開催した。各回とも、新規

登録者には、事前に「国立女性教育会館のボランティア活動」についての説明を行った。 

各回とも、ボランティア自身の男女共同参画やボランティアの本質への理解、地域活動への広がり

を進めるために、情報提供、会館ボランティアによる時間を設定した。 

【第１回】日時：平成２７年６月２５日（木）１４：００～１６：００ 

        参加者：２９名  新規登録者０名 

    主な内容 

・新任職員の紹介 

     ・各課室より平成２７年度に協力を求める事業について説明 

     ・ＰＦＩ事業の実施について 

     ・会館ボランティアによる時間 

「平成２７年度男女共同参画推進フォーラムでのボランティアの活動について」 

        進行：高橋 由紀 ＮＷＥＣ事業課客員研究員 

 

【第２回】日時：平成２７年９月４日（金）１４：００～１６：００ 

参加者：１９名  新規登録者０名 

主な内容 

・情報提供 

『宇宙をめざす ～チャレンジした女性たちからチャレンジする女性たちへ～』 

アーカイブ展示室企画展への取組と情報課の取組 

講師：山崎 裕子 ＮＷＥＣ情報課係長（併）専門職員 

・会館ボランティアによる時間 

 「平成２７年度男女共同参画推進フォーラムでの活動実施報告と反省」 

進行：高橋 由紀 ＮＷＥＣ事業課客員研究員 

 

【第３回】日時：平成２８年３月１８日（金）１４：００～１６：３０ 

参加者：３０名  新規登録者１名 

主な内容 

 ・研修 

  「施設案内を見て、会館を知る」 

進行：小井川 聡 ＮＷＥＣ事業課専門職員 

  ・情報提供 

   「ＮＷＥＣの事業展開についてと今後のボランティアの方向性」 

    講師：櫻田今日子 ＮＷＥＣ事業課長 

  ・会館ボランティアによる時間 

   「今年度の活動の振り返り」 

    進行：小井川 聡 ＮＷＥＣ事業課専門職員 

・新年度のボランティア登録について 

 

（３） ボランティア活動研究会 

①  趣 旨 

国立女性教育会館で実施されるボランティア活動の事例発表や情報交換を通して、ボランティ

ア活動の状況や課題を理解するとともに、活動の充実に向けた具体的方策や内容を協議し、国立

女性教育会館ボランティア活動の充実・発展、並びにボランティアの資質の向上と連携の促進を

図る。 

②  日 時：平成２７年１２月１８日（金）１４：００～１６：１５ 

③  参加者：２９名  新規登録者３名 

④  場 所：国立女性教育会館ミーティングルーム 

⑤  内 容：講演会 

演題：「男女共同参画はどこまで進んだか ―女性差別撤廃条約批准３０周年に 

あたって」 

講師：矢澤 澄子 氏 

 

（４） 主にボランティア主体の利用・サービスの充実に向けた取組 

①  平成２７年度「男女共同参画推進フォーラム」 

 ・実施日：平成２７年８月２０日（木）～２２日（土） 

  ・実施内容 

   ア 「さんかくの広場」 

    ・情報交換、出会い、憩いの場として実技研修棟にて飲み物の提供を行った。飲み物の売り

上げによる収益は東日本大震災の被災地への寄附金とした。 

  イ 「野の花を飾る」「一期一会のおもてなし」 

   ・本館、講堂、さんかくの広場会場等、館内各会場に花を飾り、響書院を会場としたお茶会

で一服のお茶を賞味いただく等、研修参加者へのＮＷＥＣからのおもてなしの心を表現し

た。 

  ウ 「交流会の進行」 
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（４） 主にボランティア主体の利用・サービスの充実に向けた取組 

①  平成２７年度「男女共同参画推進フォーラム」 

 ・実施日：平成２７年８月２０日（木）～２２日（土） 

  ・実施内容 

   ア 「さんかくの広場」 

    ・情報交換、出会い、憩いの場として実技研修棟にて飲み物の提供を行った。飲み物の売り

上げによる収益は東日本大震災の被災地への寄附金とした。 

  イ 「野の花を飾る」「一期一会のおもてなし」 

   ・本館、講堂、さんかくの広場会場等、館内各会場に花を飾り、響書院を会場としたお茶会

で一服のお茶を賞味いただく等、研修参加者へのＮＷＥＣからのおもてなしの心を表現し

た。 

  ウ 「交流会の進行」 
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    ・２日目夜に実施された交流会にて、司会進行や運営補助として関わった。 

   エ 「ヌエック・マルシェ」 

    ・東日本大震災復興支援をテーマに、研修棟１階ラウンジで活動した。売り上げは、運搬経

費を除いて被災地への寄附金とした。 

   オ 「モーニング・アクティビティ」 

    ・２日目、３日目の朝に、散歩を兼ねて会館の設立、目的、事業などについてガイドすると

ともに、ストレッチ体操を行った。 

   カ 落ち葉の押し葉を使った作品づくりと万葉植物の観察 

    ・会館敷地内の落葉広葉樹、万葉の植物の落ち葉の押し葉を使った作品づくり、万葉植物の

観察を行った。また、地元比企地区の紹介として、小川町の和紙についての説明、仙覚あ

めの試食、ときがわ町の秋海棠（シュウカイドウ）の切り花、苗木の配付を行った。 

 

②  平成２７年度「嵐山さくらまつり 夢さくら 展望ツアー」 

     ・実施日：平成２７年４月４日（土）、５日（日） 

     ・実施内容 

「嵐山さくらまつり」（主催：嵐山さくらまつり実行委員会・嵐山町商工会）への協力事業と

して、「国立女性教育会館展望ツアー」を実施した。会館ボランティアが、都幾川沿いに２キ

ロメートルにわたって植えられた２５２本の桜並木の眺望を、宿泊棟の屋上から案内した。２

日間の参加者は１６５名であった。 

５日（日）には、響書院にてお茶会も開催され、約１００名の参加者が一服を楽しんだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 花壇の花の植え替え                 ＮＷＥＣフォーラム・さんかくの広場掲示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＮＷＥＣフォーラム・交流会の進行          嵐山さくらまつり・さくら展望ツアー 

 

 

 

 

 

 

（５） 社会教育功労者表彰受賞 

国立女性教育会館ボランティア小川かづ江さんが、文部科学省が所管する独立行政法人における社

会教育活動に功労のあった者を表彰する「平成２７年度社会教育功労者表彰」を受賞した。 

国立女性教育会館ボランティアとして、利用者への交流の場の提供や主催事業の運営に関する支援、

地域へのボランティア活動など、様々な活動を続けてこられたことに対し、長年の活動が評価された

ものである。 
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    独立行政法人国立女性教育会館の業務運営に関する計画（平成２７年度）

                                                         平成２７年３月２３日

                                                           文部科学大臣へ届け出

 

 独立行政法人通則法（平成十一年法律第百三号）第三十一条の規程により、独立行政法

人国立女性教育会館中期計画（平成２３年度３月３１日文部科学省大臣認可）に基づき、

平成２７年度の業務運営に関する計画を次のとおり定める。

Ⅰ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するた

めとるべき措置

１ 基幹的な男女共同参画及び女性教育指導者等の資質・能力の向上

（１）基幹的指導者に対する研修等の実施

 ①地域における男女共同参画リーダー研修（女性団体施設、地方自治体、団体）

 ・全国の女性関連施設の管理職、男女共同参画行政責任者、女性団体のリーダー等を対

象に、地域の男女共同参画を積極的に推進するリーダーとして必要な専門的知識、マ

ネジメント能力、ネットワークの活用等を内容とする高度で専門的、実践的な研修を

実施する。

 ・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。

 ・研修事後に実施するフォローアップ調査の回収率を高めるとともに、研修成果の活用

について、回答者の８０％以上からプラス評価を得る。

・参加者の地域的なバランスを促進するため、計画的な取組を行う。

②男女共同参画推進フォーラム

 ・行政・企業・大学・ＮＰＯ等の組織における男女共同参画推進担当者、女性団体、女

性／男女共同参画センター職員、その他男女共同参画に関心のある者を対象に、男女

共同参画のための意識変革、女性活躍促進、女性のキャリア形成支援、ワーク・ライ

フ・バランス等の課題解決に資するための研修を実施するとともに、分野横断的に、

連携・協働を推進するためのネットワーク形成を図る。

 ・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。

 ③大学等における男女共同参画推進セミナー

 ・大学、短期大学、高等専門学校における意思決定組織に所属する教職員、男女共同参

画推進部局の責任者等を対象に、男女共同参画意識の学内への浸透方法、女性研究者

支援、女性リーダーの養成方策、男女共同参画社会の実現に向けた女子学生キャリア

形成支援を内容とする高度で専門的、実践的な研修を実施する。

・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。

 ④企業を成長に導く女性活躍促進セミナー

 ・企業における人材活用の推進者、管理職、チームリーダー等を対象に、企業内の男女

共同参画及び女性の活躍を促進するための実践的なセミナーを実施する。

 ・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。

（２）基幹的指導者に対する研修に資する調査研究の実施、学習プログラム、研修資料の

作成

 ①女性関連施設に関する調査研究

 ・女性関連施設の機能の充実・強化を図るため、人材育成、災害復興時における男女共

同参画の視点等、新たな課題の実態把握と分析をテーマに５年計画で行う調査研究の

５年次として、全国の女性関連施設が取り組む事業や組織形態に関する実態調査を実

施し、報告書を作成する。

 ・作成した資料を用いた研修について、事後に実施するフォローアップ調査の充実を図

り、研修の成果を的確に把握することにより、研修内容を見直す。

２．男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題に係る学習プログラムの開発

・普及

（１）喫緊の課題に関する先駆的調査研究の実施

 ①若年男女のキャリア形成に関する意識及び支援に関する調査研究

・生涯を見据えた早期からのキャリア形成支援を、男女共同参画の視点に立って行うた

めの方策を探ることを目的とした調査研究を実施する。

・２年計画で行う調査研究の２年次として、大学・大学院を卒業後、正規職に就いた男

女を対象とする意識調査を実施する。

②男女共同参画の教育・学習支援に関する調査研究

・女性のキャリア支援に関し、教育・学習支援の対象や内容、メディアを活用した手法

等について検討することを目的とした調査研究を実施する。

・２年計画で行う調査研究の１年次として、放送大学等との連携で作成するオンライン

コンテンツの内容等を検討し、教材を作成する。

③学生を対象としたキャリア教育の推進

・大学等におけるキャリア教育の充実に資するよう、学生を対象としたキャリア教育プ

ログラムを開発し、大学等と連携して実施する。

・参加者の８５％以上から学習プログラム・研修資料に関するプラス評価を得る。

 

（２）喫緊の課題を担当する指導者に対する先駆的研修

 ①女性関連施設相談員研修

 ・女性のエンパワーメント支援を目指し、複雑・多様化する女性の悩みに適切に対応で

きる相談業務の質の向上を図るため、女性に対する暴力や女性の貧困など、喫緊の課

題解決に必要な知識・技能習得のための、専門的・実践的な研修を行う。

 ・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からのプラス評価を得る。

②行政や関係機関と連携した喫緊の課題に対応した研修

・社会が抱える様々な喫緊の課題を解決するために、行政や関係機関等が実施する研修

について、これまで会館が実施してきた研修の経験や女性教育、男女共同参画等に関

する専門的知識を活かし、連携して実施する。

・平成２７年度は、科学技術振興機構の委託を受け、女子中高生に理系進路選択の魅力

を伝えることを目的として「女子中高生夏の学校２０１５～科学・技術・人との出会
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（２）基幹的指導者に対する研修に資する調査研究の実施、学習プログラム、研修資料の

作成

 ①女性関連施設に関する調査研究

 ・女性関連施設の機能の充実・強化を図るため、人材育成、災害復興時における男女共

同参画の視点等、新たな課題の実態把握と分析をテーマに５年計画で行う調査研究の

５年次として、全国の女性関連施設が取り組む事業や組織形態に関する実態調査を実

施し、報告書を作成する。

 ・作成した資料を用いた研修について、事後に実施するフォローアップ調査の充実を図

り、研修の成果を的確に把握することにより、研修内容を見直す。

２．男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題に係る学習プログラムの開発

・普及

（１）喫緊の課題に関する先駆的調査研究の実施

 ①若年男女のキャリア形成に関する意識及び支援に関する調査研究

・生涯を見据えた早期からのキャリア形成支援を、男女共同参画の視点に立って行うた

めの方策を探ることを目的とした調査研究を実施する。

・２年計画で行う調査研究の２年次として、大学・大学院を卒業後、正規職に就いた男

女を対象とする意識調査を実施する。

②男女共同参画の教育・学習支援に関する調査研究

・女性のキャリア支援に関し、教育・学習支援の対象や内容、メディアを活用した手法

等について検討することを目的とした調査研究を実施する。

・２年計画で行う調査研究の１年次として、放送大学等との連携で作成するオンライン

コンテンツの内容等を検討し、教材を作成する。

③学生を対象としたキャリア教育の推進

・大学等におけるキャリア教育の充実に資するよう、学生を対象としたキャリア教育プ

ログラムを開発し、大学等と連携して実施する。

・参加者の８５％以上から学習プログラム・研修資料に関するプラス評価を得る。

 

（２）喫緊の課題を担当する指導者に対する先駆的研修

 ①女性関連施設相談員研修

 ・女性のエンパワーメント支援を目指し、複雑・多様化する女性の悩みに適切に対応で

きる相談業務の質の向上を図るため、女性に対する暴力や女性の貧困など、喫緊の課

題解決に必要な知識・技能習得のための、専門的・実践的な研修を行う。

 ・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からのプラス評価を得る。

②行政や関係機関と連携した喫緊の課題に対応した研修

・社会が抱える様々な喫緊の課題を解決するために、行政や関係機関等が実施する研修

について、これまで会館が実施してきた研修の経験や女性教育、男女共同参画等に関

する専門的知識を活かし、連携して実施する。

・平成２７年度は、科学技術振興機構の委託を受け、女子中高生に理系進路選択の魅力

を伝えることを目的として「女子中高生夏の学校２０１５～科学・技術・人との出会
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い～」を実施する。研修実施にあたり、参加者の８５％以上からのプラス評価を得る。

③教育・学習プログラム実施に関する支援

・研修プログラムの内容や調査研究の成果を、ホームページなどを通じて広く公開し、

男女共同参画に関する事業を実施する関係機関等の参考に資する。

・男女共同参画をテーマとした研修等を実施する女性センター等への支援として、企画

・実施に係る資質を向上させる学習の機会を提供するとともに、講師紹介などのサー

ビスを実施する。また、男女共同参画人材情報データベースの掲載情報を充実させる。

 

３．男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する調査研究の成果や資料・情報の提供等

（１）地域の機関で活用しうる男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する基礎的な研究

の成果の提供

 ①男女共同参画統計に関する調査研究

・『男女共同参画統計データブック２０１５』の内容、提供方法を見直し、利用しやす

い男女共同参画統計データ集について検討する。

・「統計リーフレット」を刊行する。

・男女共同参画統計を理解するための研修資料を対象別に作成する。

 ・統計調査の成果等を提供する「男女共同参画統計ニュースレター」の配信先を

２，０００件まで拡充する。

 ②調査研究成果の普及

・基幹的指導者の資質・能力の向上及び喫緊の課題をテーマとして実施した調査研究の

成果について、ホームページやリポジトリ等を通じて普及する。

（２）全国的な資料・情報の収集、利用しやすいポータルとデータベースの構築、資料等

の提供

 ①情報資料の収集・整理・提供

・男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する専門図書について、地域レベルでは収拾

困難な広域的、専門的な資料を収集するとともに、レファレンスサービス、文献複写

サービス、図書資料の展示などによる情報提供を行う。

・引き続き大学の男女共同参画推進部署が発行する資料の収集を進めるとともに、企業

の男女共同参画、ダイバーシティ推進に資する資料の収集・提供に力を入れる。

・研修受講者への学習支援を強化するため、研修テーマに沿った資料リストを女性情報

ポータル（Ｗｉｎｅｔ）に掲載するなど情報提供を充実させる。

・平成２６年度より新規に開始した調査研究事業「若年男女のキャリア形成支援に関す

る意識及び支援に関する調査研究」と連動し、関連する国内外の資料を収集して、会

館ホームページでリストを公開する。

 ②女性情報ポータル及びデータベースの整備充実、利便性の向上

 ・女性情報ポータルのアクセスについて、年間３０万件以上を達成する。

 ・会館ホームページに掲載する情報の整理、見直しを行うため、女性情報ポータルのコ

ンテンツの一つで、インターネット上の有用な資源への検索システムである「女性情

報ナビゲーション」の分類項目の整理、リンク先情報の見直し等を行い、情報をより

分かりやすく提供する。

③図書のパッケージ貸出

・各施設における男女共同参画事業を支援するため、テーマ毎にパッケージ化した図書

の貸出を引き続き実施するとともに、高等専門学校への貸出を拡大する。

（３）女性アーカイブ機能の充実

①女性アーカイブ機能の充実

・歴史的価値、研究資料的価値を有する女性関連史・資料を１千点以上収集・整理し、

女性アーカイブシステム及び女性デジタルアーカイブシステム、展示を通じて利用に

供するとともに、インターネットを通じて広く一般に公開する。

・災害復興支援に各地の女性センターが果たした実績（活動記録）を女性アーカイブと

して残し、公開する事業「災害復興支援女性アーカイブの構築」を、女性センター等

と連携・協力して引き続き行う。

 ・展示室への入室について、累計５万人以上を達成する。

 ・女性アーカイブの企画展を他機関と連携して実施する。また、連動企画も併せて実施

する。

②女性情報アーキビスト養成研修

・女性アーカイブの保存技術や整理方法を体系的に学ぶ最初の一歩として、実務者３０

名以上を対象に基礎情報を提供する「女性情報アーキビスト養成研修（基礎コース）」

を実施する。

また、実務者同士の情報交換の場を提供することでネットワークづくりを推進する。

 ・基礎コースの修了生１０名を対象に、女性アーカイブの保存や整理に必要とされる基

本的実技を学ぶ「女性情報アーキビスト養成研修（実技コース）」を実施する。

４．男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する国内の関係機関・団体等や関係府省との

連携協力の推進

（１）国内の関係機関・団体等との協働事業の実施

・女性関連施設、女性団体、民間団体、企業、大学等と男女共同参画・女性教育・家庭

教育に関する情報交換を行うとともに、７以上の機関等と協働で事業を実施し、連携

効果による多様な企画や講師の活用を図る。

 ・全国の関係機関・団体からの依頼に基づき、職員や客員講師を派遣する。

（２）関係府省との連携強化

・各関係府省との連絡会を開催し、各府省の取組等の情報を共有するとともに、各種事

業を実施する際には、関係府省から、企画についての助言や施策説明等による参画、

広報面での協力を得るなど、具体的な連携を充実させる。

（３）交流機会の提供による会館を中心としたネットワークの構築

 ①男女共同参画推進フォーラム【再掲】

・行政・企業・大学・ＮＰＯ等の組織における男女共同参画推進担当者、女性団体、女

性／男女共同参画センター職員、その他男女共同参画に関心のある者を対象に、男女
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分かりやすく提供する。

③図書のパッケージ貸出

・各施設における男女共同参画事業を支援するため、テーマ毎にパッケージ化した図書

の貸出を引き続き実施するとともに、高等専門学校への貸出を拡大する。

（３）女性アーカイブ機能の充実

①女性アーカイブ機能の充実

・歴史的価値、研究資料的価値を有する女性関連史・資料を１千点以上収集・整理し、

女性アーカイブシステム及び女性デジタルアーカイブシステム、展示を通じて利用に

供するとともに、インターネットを通じて広く一般に公開する。

・災害復興支援に各地の女性センターが果たした実績（活動記録）を女性アーカイブと

して残し、公開する事業「災害復興支援女性アーカイブの構築」を、女性センター等

と連携・協力して引き続き行う。

 ・展示室への入室について、累計５万人以上を達成する。

 ・女性アーカイブの企画展を他機関と連携して実施する。また、連動企画も併せて実施

する。

②女性情報アーキビスト養成研修

・女性アーカイブの保存技術や整理方法を体系的に学ぶ最初の一歩として、実務者３０

名以上を対象に基礎情報を提供する「女性情報アーキビスト養成研修（基礎コース）」

を実施する。

また、実務者同士の情報交換の場を提供することでネットワークづくりを推進する。

 ・基礎コースの修了生１０名を対象に、女性アーカイブの保存や整理に必要とされる基

本的実技を学ぶ「女性情報アーキビスト養成研修（実技コース）」を実施する。

４．男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する国内の関係機関・団体等や関係府省との

連携協力の推進

（１）国内の関係機関・団体等との協働事業の実施

・女性関連施設、女性団体、民間団体、企業、大学等と男女共同参画・女性教育・家庭

教育に関する情報交換を行うとともに、７以上の機関等と協働で事業を実施し、連携

効果による多様な企画や講師の活用を図る。

 ・全国の関係機関・団体からの依頼に基づき、職員や客員講師を派遣する。

（２）関係府省との連携強化

・各関係府省との連絡会を開催し、各府省の取組等の情報を共有するとともに、各種事

業を実施する際には、関係府省から、企画についての助言や施策説明等による参画、

広報面での協力を得るなど、具体的な連携を充実させる。

（３）交流機会の提供による会館を中心としたネットワークの構築

 ①男女共同参画推進フォーラム【再掲】

・行政・企業・大学・ＮＰＯ等の組織における男女共同参画推進担当者、女性団体、女

性／男女共同参画センター職員、その他男女共同参画に関心のある者を対象に、男女
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共同参画のための意識変革、女性活躍促進、女性のキャリア形成支援、ワーク・ライ

フ・バランス等の課題解決に資するための研修を実施するとともに、分野横断的に、

連携・協働を推進するためのネットワーク形成を図る。

 ・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。

５．男女共同参画及び女性教育に関する国際貢献、連携協力の推進

（１）男女共同参画及び女性教育に関する国際協力、連携に資する研修の実施

 ①アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー

・開発途上国等において男女共同参画の政策策定ならびに政策提言を行う立場にある女

性行政・教育担当者及びＮＧＯのリーダーを対象に、女性の能力開発に係る喫緊の課

題をテーマとした参加型の実践的なセミナーを行う。

 ・研修実施にあたり、参加者の９０％以上からプラス評価を得る。

・研修修了生等による出身国での成果の活用についての調査を行い、同調査の結果等を

踏まえ、研修の効果的な実施の観点から、研修内容等の見直しを行う。

 ②国際協力機構との連携による研修

 ・国際協力機構が実施する開発途上国の行政職員等を対象とした研修について、男女共

同参画、女性教育に関する専門的な観点から連携して実施する。

 ③ＮＷＥＣ国際シンポジウム

・女性の人権やエンパワーメントに係る地球規模の課題をテーマに海外の専門家を招へ

いするＮＷＥＣ国際シンポジウムを開催し、地球規模の課題分析を行い、海外の研究

者や行政関係者・女性団体等指導者との交流を深めるとともに、意見交換を行う。

 ・研修実施にあたり、参加者の８５％以上からプラス評価を得る。

（２）国際的なネットワークの構築

・研修修了生等に対し、研修終了後の定期的なメール送信や議論の呼びかけを通じネッ 

  トワーク構築を図る。

・研修成果について、「男女共同参画推進フォーラム」におけるパネル展示や英文報告

書の会館ホームページへの掲載等の方法により国内外に普及する。

６．会館利用者への男女共同参画及び女性教育に関する理解の促進・利用の促進

（１）利用者への学習支援

・施設を利用する団体・グループ・個人が企画・実施する研修等のプログラムについて

の学習相談を受け、研修プログラム作成を支援する。

・会館が有する専門性を活かして男女共同参画や女性教育に関する学習機会を提供す

る。

・インターネットで提供する学習教材について、引き続き試験的に提供を行うとともに、

体系化された学習プログラムのインターネットを通じた配信やオンラインやメディ

アを活用した研修の在り方について、外部機関との連携を深めつつ検討する。

（２）利用の拡大

 ・利用拡大戦略（年度）を作成し、連携機関や大学、企業等を含む関係者に対する広報

を行うなど、ＰＦＩ事業者が取り組む利用者拡大への支援を行う。

（３）国民への情報発信

・会館ホームページに掲載する情報の整理、見直しを行うため、女性情報ポータルのコ

ンテンツの一つで、インターネット上の有用な資源への検索システムである「女性情

報ナビゲーション」の分類項目の整理、リンク先情報の見直し等を行い、情報をより

分かりやすく提供する。【再掲】

Ⅱ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

１ 適切な法人運営体制の充実

（１）ガバナンス・内部統制の充実

・原則として毎週、係長以上が参加する運営会議を開催し、理事長のリーダーシップの

もと、会館が担う役割やリスク等の課題について職員全員が情報を共有する。

 ・職員の業務遂行に関する資質・能力の向上を目的とした研修を実施する。

 ・リスク低減に向けた規程等についての見直しを行い、職員全員に周知徹底する。

・会館の業務の有効性・効率性、法令の遵守、財務会計の透明性等の観点から職員全員

を対象としたモニタリングを実施するとともに、結果については役職員に周知し、必

要に応じて組織運営の改善に反映させる。

・外部の有識者及び関係府省からなる「国立女性教育会館運営委員会」を定期的に開催

し、会館の事業計画及び実施状況等について協議を行い、「国立女性教育会館運営委

員会」から理事長への助言を受け、事業運営を行う。 

   運営委員会の委員の改選時には、幅広い視野から協議・助言を実施するため、委員

候補について関係府省に推薦を求める。 

 

２ 人件費・管理運営の適正化

（１）人件費・管理運営の適正化

 ・政府における総人件費削減の取組を踏まえた見直しを行う。

 ・関係機関・団体との連携による経費等の削減に努める。

（２）保有資産の見直し

・保有資産について、運営会議等において見直しの検討を行い、外部評価委員会等にお

いて検証する。

３ 業務運営の改善

（１）業務運営の改善

・効果的・効率的な業務運営を行う観点から、事務・事業の見直し、検証を定期的に運

営会議で行い、業務運営に反映させる。

・外部委託する等、事務事業の効率化を検討するとともに、必要に応じて組織の再編等

を行う。

・平成２７年度から、利用者の増加とサービスの向上等に向け、宿泊・研究施設等の管

理運営についてＰＦＩを導入する。
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を行うなど、ＰＦＩ事業者が取り組む利用者拡大への支援を行う。

（３）国民への情報発信

・会館ホームページに掲載する情報の整理、見直しを行うため、女性情報ポータルのコ

ンテンツの一つで、インターネット上の有用な資源への検索システムである「女性情

報ナビゲーション」の分類項目の整理、リンク先情報の見直し等を行い、情報をより

分かりやすく提供する。【再掲】

Ⅱ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

１ 適切な法人運営体制の充実

（１）ガバナンス・内部統制の充実

・原則として毎週、係長以上が参加する運営会議を開催し、理事長のリーダーシップの

もと、会館が担う役割やリスク等の課題について職員全員が情報を共有する。

 ・職員の業務遂行に関する資質・能力の向上を目的とした研修を実施する。

 ・リスク低減に向けた規程等についての見直しを行い、職員全員に周知徹底する。

・会館の業務の有効性・効率性、法令の遵守、財務会計の透明性等の観点から職員全員

を対象としたモニタリングを実施するとともに、結果については役職員に周知し、必

要に応じて組織運営の改善に反映させる。

・外部の有識者及び関係府省からなる「国立女性教育会館運営委員会」を定期的に開催

し、会館の事業計画及び実施状況等について協議を行い、「国立女性教育会館運営委

員会」から理事長への助言を受け、事業運営を行う。 

   運営委員会の委員の改選時には、幅広い視野から協議・助言を実施するため、委員

候補について関係府省に推薦を求める。 

 

２ 人件費・管理運営の適正化

（１）人件費・管理運営の適正化

 ・政府における総人件費削減の取組を踏まえた見直しを行う。

 ・関係機関・団体との連携による経費等の削減に努める。

（２）保有資産の見直し

・保有資産について、運営会議等において見直しの検討を行い、外部評価委員会等にお

いて検証する。

３ 業務運営の改善

（１）業務運営の改善

・効果的・効率的な業務運営を行う観点から、事務・事業の見直し、検証を定期的に運

営会議で行い、業務運営に反映させる。

・外部委託する等、事務事業の効率化を検討するとともに、必要に応じて組織の再編等

を行う。

・平成２７年度から、利用者の増加とサービスの向上等に向け、宿泊・研究施設等の管

理運営についてＰＦＩを導入する。
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（２）人材育成、多様な人材の活用

 ・職員の資質・業務遂行能力の向上に資するため研修を実施する。

 ・関係機関・団体との人事交流や客員研究員等外部人材の活用など、多様な人材を確保

することにより、組織を活性化する。

４ 業務運営の点検・評価

（１）自己点検・評価等による業務の改善

・自己点検・評価委員会による評価を実施する。その際、各事業間の有機的連携を重視

した自己点検・評価を行う。

 ・自己点検と連動した外部評価を実施する。

 ・評価結果をホームページで公表する。

Ⅲ 予算・収支計画及び資金計画

収入面に関しては、実績を勘案しつつ、外部資金等を積極的に導入することにより、計

画的な運営を行う。また、管理業務の効率化を進める観点から、各事業年度において、適

切な効率化を見込んだ予算により運営する。

１ 予算（人件費の見積もりを含む。）

   別紙１のとおり

２ 収支計画  

   別紙２のとおり

３ 資金計画

   別紙３のとおり

Ⅳ 財務内容の改善に関する事項

（１）契約の点検・見直し

 ・引き続き、入札可能な契約案件については一般競争入札を実施する。

・一者応札となった契約については、公告期間、入札参加条件、仕様書の見直し等の改

善を行い、可能な限り一者応札の削減を図るとともに、契約監視委員会等による定期

的な契約点検を実施する。

（２）外部資金の導入

・科学研究費補助金等の申請や国・民間企業等からの受託事業等の積極的な受入れを行

い、外部資金を確保する。

（３）自己収入の拡大

 ・宿泊室利用率の向上等により、自己収入の拡大を図る。

 ・会館の活動について、広報実施計画（年度）を策定し、会館の利用促進を図る。

Ⅴ 短期借入金の限度額

・短期借入金の限度額は１億４千万円。短期借入金が想定されるのは、運営費交付金の

受入れに遅延が生じた場合である。

Ⅵ 余剰金の使途

 ・会館の決算において、余剰金が生じたときは、研修事業、情報事業、調査研究事業の

充実に充てる。

Ⅶ その他主務省令で定める業務運営に関する事項

（１）情報セキュリティ体制の充実

 ・セキュリティポリシーに関する職員研修を実施する。

                                   （以上）
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Ⅴ 短期借入金の限度額

・短期借入金の限度額は１億４千万円。短期借入金が想定されるのは、運営費交付金の

受入れに遅延が生じた場合である。

Ⅵ 余剰金の使途

 ・会館の決算において、余剰金が生じたときは、研修事業、情報事業、調査研究事業の

充実に充てる。

Ⅶ その他主務省令で定める業務運営に関する事項

（１）情報セキュリティ体制の充実

 ・セキュリティポリシーに関する職員研修を実施する。

                                   （以上）
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別紙１

（単位：百万円）
区　　　別 金　　　額

　収入
　　運営費交付金 540
　　施設整備費補助金 144
　　入場料等収入 129
　　受託収入 5

　　計 818

　支出
　　業務経費 360
　　　うち研修関係経費 268
　　　うち調査・研究関係経費 31
　　　うち情報関係経費 61
　　施設整備費 144
　　受託経費 5
　　一般管理費 309

　　計 818

              [人件費の見積り]

平成２７年度予算

  平成２７年度は１８７百万円を支出する。
　但し、上記の額は、役員報酬並びに職員基本給、職員諸手
当、超過勤務手当、休職者給与及び国際機関派遣職員給与に
相当する範囲の費用である。

別紙２

（単位：百万円）
金　　　額

　費用の部
　　経常費用 738
　　　業務費 365
　　　一般管理費 364
　　　減価償却費 9

　　財務費用
　　臨時損失

　収益の部
　　運営費交付金収益 531
　　入場料等収入 129
　　受託収入 5
　　施設費収益 64
　　寄附金収益
　　資産見返運営費交付金戻入 9
　　資産見返物品受贈額戻入

　純利益
　目的積立金取崩額
　総利益

平成２７年度収支計画

［注記］
当該法人における退職手当については、独立行政法人国立女性教育会
館役員退職手当規程及び独立行政法人国立女性教育会館職員退職手当
規程に基づいて支給することとし、毎事業年度に想定される全額を運
営費交付金に加算する。

区　　　別
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別紙２

（単位：百万円）
金　　　額

　費用の部
　　経常費用 738
　　　業務費 365
　　　一般管理費 364
　　　減価償却費 9

　　財務費用
　　臨時損失

　収益の部
　　運営費交付金収益 531
　　入場料等収入 129
　　受託収入 5
　　施設費収益 64
　　寄附金収益
　　資産見返運営費交付金戻入 9
　　資産見返物品受贈額戻入

　純利益
　目的積立金取崩額
　総利益

平成２７年度収支計画

［注記］
当該法人における退職手当については、独立行政法人国立女性教育会
館役員退職手当規程及び独立行政法人国立女性教育会館職員退職手当
規程に基づいて支給することとし、毎事業年度に想定される全額を運
営費交付金に加算する。

区　　　別
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別紙３

（単位：百万円）
金　　　額

　資金支出
　　業務活動による支出 738
　　投資活動による支出 80
　　次期中期目標の期間への繰越金    　　 -

　資金収入
　　業務活動による収入
　　　運営費交付金による収入 540
　　　入場料等収入 129
　　　受託収入 5

　　投資活動による収入
　　　施設費による収入 144

　　前期中期目標の期間よりの繰越金    　　 -

施設・設備の内容 予定額（百万円）

機能性向上改修

排水処理施設の改修 144 施設整備費補助金

（平成26年度繰越分）

計 144

財源

［注記］
金額については見込みである。
なお、上記のほか、業務の実施状況等を勘案した施設整備が追加されることがあり得
る。

平成２７年度資金計画

区　　　別

平成２７年度施設・設備に関する計画
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